


私たちの「得意種目」は、

補強と補修で、すO

既存建物の用途変更や耐震対策のための補強や補修を中心に活躍しています。

コンクリー卜構造物の総合メンテナンス企業として培 ってき た技術力と

40年の経験を活かし 、研究体制を刷新した補修工学研究所

から発信する新技術を提供していきます。

- 補強工法の一例・

対 象 建 物 工 法 名

鉄骨ブレス工法

鋼銀接着工法

一 般 躯 体 補 強

炭素繊 維 シート巻付工法

アラミド繊維シー ト巻付工法

小梁増設工法

耐震壁増設工法

レ
ノ、

ガ 造 補強筋挿入工法

保 存 建 物 樹指注入/ 表面保護工法

大型実験棟

移動載荷試験棟

供試体製作棟

正面

補修工学研究所全景 総敷地面積/ 2J，146.0m'  

ヨョーポコド建設株式会社

- 本社/ 東京都千代田区神田錦町三丁目 18番地

TEL. 03 ( 3292)  8101 ( 代表)

東京 ・大阪をはじめ、全国 を網羅する営業ネ ットワークで高品質な製品 ・工法を提供しております。



平成11年度

第1回通常総会開催

一出欠の返事は績じ込みハガキで!

会員の受賞

「建築と社会J 99/ 11 

会員作品特集号

“ 私の空間作法"

作品募集

第5回

「日本建築協会賞J

募集

日本建築協会

& 血

冨固

平成11年度第 1 回通常総会を右記のと

おり開催いたしますのでご出席下さる

ょうご案内申し上げます。

出欠のご回答は 、本号最終頁に綴じ込

みの「はがき」にてお知らせ下さるよ

うお願いします。

このたび右記会員の諸氏は建築界にお

ける多年の功績によ って、表彰を受け

られました。

ここに誌して 、その栄誉 をお慶び申し

上げます。

「建築と社会j では 、今年も 11 月号誌

面で、広く会員の優れた作品をご紹介

するため、ここ数年間に会員各位が設

計された作品で、誌面に取り上げられ

ていないものを掲載、 守ムの空間作法"

というタイトルで特集号を組むことに

いたしました。

建築作品やランドスケープデザイン、

インテリアデザイン等、建築に関係の

あるものなら種別は問いませんので、

下記要領に基づいて原稿資料をご送付

下さるようご案内申し上げます。

間 作

この賞は 、建築に関わる技術の向上、

進歩、発達など 、あらゆる分野におい

て社会に貢献している団体または個人

の業績(作品は除く ) を論え顕彰する。

上記趣旨に合致する業績 (建築作品を

除く ) で、次の要件に該当するものを

対象とする。

(1 ) 会員が推薦または応募したもの

(2) 本会支部が推薦したもの

(3) 関係官公庁、試験研究機関その他

の関係車邸援が推薦または応募したもの

と き 平 成11年 6月23日嗣

午後 5 時30分から

ところ 社団法人日本建築協会

大会議室

大阪市北区梅田1-1-3引 ∞

大阪駅前第 3 ビル21階

. 勲三等旭日中綬章

野村順一郎氏 (元関西電力倣副社長)

・勲三等端宝章

楠本 昌造氏 (元住友建設倫持士長)

今村 晶正氏 ( 玲抑羽電工社長)

この特集も今年で 6 回目を迎え 、ます

ます充実した内容にするべく一同努力

しておりますので、みなさまからのふ

るってのご応募お待ちしております。

・ご用意願う原稿 (提出資料)

1 . 写真外観、内部のプリント 2

- 3枚程度 (サイズはキ

ャビネ判程度)

2. 概 要 作 品 名 称 、 所 在 地、設計

者、施工者名、建築面積、

延床面積、構造規模、工

期など。

3. 説明文設計上の特徴や苦心され

議 案 ・第 1 号議案

平成10年度事業報告および

収支決算報告の件

- 第 2 号議案

報告事項

- 殿四等端宝章

藤 木 銭 三 氏 ( 骨毒液木工務庖会長)

. 紫綬褒章

野 尻 明 美 氏 (王鹿島技術研野万次長)

. 黄綬褒章

神崎文一郎氏 (徽榊崎組社長)

2. 掲載作品数はご協力頂ける点数に

もよりますが、原則として 、 1社

( 1 人) 1作品とします。

また 、8月末までにま量工予定作品

で、写真をご用意していただける

場合は一度、ご連絡下さい。

3. 作品の掲載順、友ぴ誌面レイアウ

トにつきましては委員会で行いま

すので、ご了承下さい。

4  建物の特徴や特殊な事柄について

は簡単な補足説明をお願いする場

合がありますので、その折にはご

協力下さるようお願いいたします。

た点などについて300字 5. 応募作品が多数の場合等は、誌面

以内にまとめて下さい。 編集上、掲載できないこともあり

. 掲載に際しての補足 ますのでご了承下さい。

1. 掲載料は無料です。但し 、写真は ・原稿期日及び送付先

原則として白黒とし 、ご提出写真 1. 期 日 1鈎 9年7 月21 日休泌 着

を掲載しますが、委員会の判断で 2. 送 付 先 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

一部カラー掲載をすることがあり 編集委員会

ますのでご了承下さい。 r会員作品特集号」係

※ 写真の績影者名は必ず付記願い 〒530- 0001

ます。

※ 写真に著作ヰ祭事が生ずる場合は、

応募者にて処理願います。

直三日

本会副会長薬袋公明氏( 日建設計) を委

員長に、以下、委員10名で織成する「第

5回日本建築協会賞選考委員会j を設

置し 、審査・選考のうえ理事会におい

て入賞者を決定する。

置宣

入賞者には賞状、賞牌、賞金を贈る。

賞金総額は200万円以内とする。

|募集期間及び提出期限|

平成11年6月1日(火)- 10月29日(金)

大阪市北区梅田1・1-3♀100

(大阪駅前第 3 ビル21階)

TEL  06-6348-u632  F AX 06毛348-0634

匿E翻

推薦または応募者は 、業績の内容、評

価等を説明できる資料 Ｈ ａＴｾ 日 ｬ 機 書 き

にで 1600字以内) 及び候術者の経歴

書等を提出する。ただし 、資料となる

出版物のあるときは 、これを提出資料

に代えることができる。

匿E

干530-0001 大阪市北区梅田1-1ふ 2100

大阪駅前第3ビル21稽

社団法人 日本建築協会事務局

提出期限は 10月29日(金) とし 、表彰は T EL. 06毛348- 侃 35 FAX. 06- 6348心臼4

平成12i 手6月の本会総会において行う 。

間 と社会 ・1蜘 6 1  
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出版委員会企画

第20回< プ口のノウハウ>講座

建築の現場管理

システム

2  

平安の歌人西行法師がこの地に「至高釜

圏院j を営んだと伝えられる旧蹟で、

西行法師他を記る西行堂のほか、母屋

(1白鶏鳴塾)、 離れ (皆吉日庵)、 及び

門を含む一群の建物からなる。

明治2 6年、宮田小文法師の願いによ

って、荒廃していた西行の草堂を再建、

西行堂の堂主の住居にふさわしい由緒

ある建物を移築して 、現在の西行庵が

形づくられた。茅葺き寄せ棟造りの主

屋根に桟瓦葺きの庇を深く葺きおろし、

軒端の低い草庵らしい停まいを見せて

いる。

建設現場の監督は毎日何をやっている

のだろうか。また、{ 可をやらねばなら

ないのだろうか。現実の現場監督の毎

日は、職人が、材料が来ないとか、近

隣のクレーム対応とか、前工程の悪さ

による対策とか、そんな雑務に追いか

けられているのではなかろうか。

伊東さんの提案は、そのような事態に

ならないようにするために、品質 ・原

価・安全などの基本をどう管理すべき

かを示したものである。

著者は、各工程で、計画、実施、検討、

見直し、が出来ているかチェ ックする

ためのチェ ックリストを示している。

そこをチェ ックし 、不都合な点を正し

て行けば現場は整然と進む。

そのことが現場監督のやるべきことな

のだ。ゼネコンの社員はもちろん、専

門工事業者も住宅メーカーも町の大工

さんも是非考えて欲しい、聞いて欲し

い内容である。ぜひ、この講演をお聞

きになり 、本書 を、今後の管理業務に

役立てていただきたい。

出版委員会委員 荒 ＩＱＱ 治 ￮ｾ

また 、皆如庵は桃山時代、重量臣秀吉の

五大老の一人、字多喜秀家の息女が久

我大納言へ奥入の際に引き出物として

持参した茶室と伝えられ、内外の造り

に特色ある名席として知られている。

当日は祇園祭の山鉾巡行で町中は人々

で賑わうことでし ょうが、 歩門を入

ると 、俗事を忘れさせるような静かな

一時を昧わ っていただけます。

なお、西行庵向かいに位置する龍池山

大雲院 (旧大倉喜八郎別邸) を、同時

に見学する予定です。

日 時 1鈎 9年 7 月26日伺)

18: 0ひー20:00

会 場 日 本 建 築 協 会 サ ロ ン

* 大阪駅前第 3 ビル21階

講 師 伊 東 貞 夫/ 元 ・清水建誌側

定 員 30人

受 講 料 会 員 2，000円、一般 3，000円

(消費税を含む)

テキスト < プ口のノウハウ > r建築の

現場管理システムj

テキス卜代 4寺価 1，800円

(消費税を含む)

* 当日 、持参される方は不要。

申 込 窓 会 事 業 課 へ ハ ガ キ 、F AX、

電話でお願いします。

①催し名 (f プ口のノウハウ講座制 )

②氏名

③個人団体会員、一般の別

④職場・学校名

⑤受講票の送付先 ・電話番号

をお知らせ下さし、。

先着順で受講票をお送りします。

申込先 干530-0001

大阪市北区梅田1 - 1 - 3- 2100

(紛日本建築協会事業課

TEL. ω48 郎33 FAX目ω48 郎34

日 時 1鈎 9年 7 月17日出

13: 3ひー16: 30

講 師 中村昌生/ 京都工銭大名誉教授

集 合 現 地

京都市東山区鷲尾町

* 円山公園音楽堂南

* 京阪四条駅より徒歩約20分

定 員 30人* 申込多数の場合は抽選

参 加 費 会 員 4，∞0円、一般 5，∞o円

学生 1，∞0円引 ホ税込

申 込 7 月9 日凶 までに、ハガキ 、

F AX、電話でお申込み下さい。

①催し名・茶室見学会

②氏名

③個人会員・団体会員・一般の別

④職場・学校名

⑤参加証郵送先

⑥連絡先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加証を 7 月12 日(月)に発

送します。

申込先制日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 -3ぞ100

TEL. 06毛348-0633

F AX. 06- 6348- 0634 

〒530-0001

主 催 閥 日 本 建 築 協 会

事業委員会見学会小委員会

担当主査: 壇 仲丸/車焔崖軍事務所

伊東貞夫氏 (いとう さだお)

昭和11年 京 都 生まれ

昭和34年 検 浜 目 立 大学工学部建築科卒業。

同年、清水建段 ( 株) 入社

工事課長、 姫路営業所所長、神戸営

業所所長、 神戸支底次長を経て、 平

成 8: 年、同社を退社。

現在、ヨシカワ・マルイ チ(兵庫県上

東邦天然ガス (新潟県) 、 アベルコ (東

京都) 他顧問。



平 成 1 1年 度

日本建築協会評議員 ( 納略)

平 成 1 1年 度

日本建築協会役員会務分掌 ( 嚇略)

卓 生 (中 央 電

(管工部門)

甲 子 雄 ( 扶 会 管 [ 1<) 

勉 ( ハ ナ フ サ )

成 (日比谷 総合設備)

篤 ( 須 賀 工 業 )

守 弘 ( 朝 n 工 業 社 )

(建材部門)

尚 雄 (東洋シャッター)

捻ＨゼネラＩｾ化成Ｉ

男 ( 新 東 洋 令 成 )

治 ( シ ン コ ー )

(東海支部)

涼 之 介 ( 東 畑 也 築 事 務 所 }

英 一 ( 湖 池 組 )

金 之 ( 愛 知 工 業 大 学 }

泰 造( 福m泰造住制1務所)

壮 一 郎 ( 愛知l 工 業 大 学 )

ffill 勇 仇 普 深 見 佳 袋)

富 士 男 ( シ ー ド)

l明 久 ONAl(r!' : l I ! 統抗支社)

(京都支部)

ノ 円 昭 城 ( 消 点 目! $1:) 

谷 治 ( 神 治 時 )

ぬ 照 雄 ( 轟島I ! 聾d' l Jt 'Ji 問所)

田 昌 次 (710 ｾ遺 ｬ 姐Ｉ

(和歌山支部)

兵 哉 俳 村 建 築JIl.1t 'Ji 務所)

泰 秀 ( 北 山 制 l )

( 中国支部)

弘 美 ( ア オ ケ ン )

剛 - (7"  111 -[ 務 山 )

敏男 Ｈ餌永主ｾ J世)

'tr， (教 育 施 設 研究所)

投)

一( 也聾工傍相良ω

男( サングロープ)

至

野

瀬

勝

崎

弁

谷

昭

敏

矢

川

近

田

藤

福

国

木

ｾ ｉｊ＠

祐

支部所属評議員

復;

(技術部門)

健 治( 大阪 Jf 山短期大学}

浩 明 ( 近 畿 地 Jj 住設局)

- eJ l  ｬｾ 闘建設Ｉ

- ( i J ! 築工房剥I ) i ! 屋)

徹 ( 消 本 ill 設)

|導 ( 大阪市侃 r!i 艶備局)

敏 男 ( サ ン グ ロ ー プ }

幸 三即 ( 村上デザイン事務所)

政 昭 ( 大阪 iZ 術 大 学 )

(総合部門)

久夫( J 日l 制l )

裕 造 ( 三 J t- ill 投)

日出夫( 浅 沼 組)

宏 υc 林 組 )

彦 @ 先 住 建 設 )

男 ( 才 門 也 投 )

{吉 ( 紙 付 組 }

司 供 向 組 )

11召 t藤 本 L 務 庖 )

二 {竹 中 工 務 応)

司 (奥 村 組)

勉 ( 阿 松 建 設)

正 {申 (中 道 組)

恵 三 伏 I1 本 上 木)

浜 一 ( コ ー ナ ン 建 設 )

利 男 (戸 IJI 雄 投 )

照 平 ( モ リ タ 建 設 )

靖 司 ( 鴻 池 組 )

昌 明 匂E 雌 ill 設)

( 電気部門)

伸 之 (i Jl i1/j 

貞 雄 ( 八 T 代

宗 吾 ( 近 畿

克 彦 ( き ん

議 長

副議長

本部所属評議員

日召

打垣内

志 田

月 城

白 山

村

山

上

回

永

竹

本

庄i

本
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イ
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林

原

総

総

宮

士
H

浅

忠

商

成

下

新

谷

館

中

平

三

村

山

( 1 1 也 設 計 )

(古:1t- ill 築設計事務所)

(JI( 知l 建 築 事 務 所 )

(，，; 京 締 大 学 )

( 1 1 建 設 計 )

( 銭 高 組 )

(昭 和 設 計 )

(，，; 大 阪 市 ) 総 務 会 計 事 務 局 担 当

| 蹴 側 担当

| 会紡・ 7同 担当

次

一

宏

潔

明

雄

善

夫

猛

正

公

普

行

哲

本

野

川

多

袋

高

本

口

問

嫁

佐

市

金

薬

銭

岡

名誉会長

会 長

副 会 長

美 ( 熊 谷 組 )

男Ｈ多 ｊ ｴＭ主ｾ築研究所Ｉ

勝 ( 大阪市計画調盤向)

行 ( カ ン ダ ン )

ニ ( 住 主 制I喧備公団)

三 ( フ ジ タ )

ニ( 桜 木 工 務 応 )

夫 ( 大 成 建 設 )

雄 ( 正 ー 近 鎚 大 学 )

次( 阪急エンジニアリング)

雄 ( 大阪府建築郡市郎)

夫Ｈヱ主ｾ工業Ｉ

良11 ( 大阪住宅セ ンター)
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平 成 1 1年 度

日本建築協会支部長 (敬称略)

失( 松村組)ｉｾ＠藤子
y
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}Jl !  

尾 f色 消 四 郎 ( 三 晃 空 調 )

常務担事

(監事)

小 宮 三 辰 ( 安 J! 雄策設計事務所)

望 月 秀 給 付チケンコーポレーション)

黒 田 征 四 郎 ω111- 級住築制卜Ji 務所)

古 林 敏 郎 ( 佐 泌 総 合 J I 阿)

東 海

京 都

和歌山

中 国

平 成 1 1年 度

日本建築協会特別委員会委員 ( 嚇時)

3  

. 企画委員会

協会の今後の運蛍を検討、審議する

委員長 片 倉 健 縦 {κ ・ 近 畿 大 学 )

委 員 金 凹 法 { 大 林 制 1 )

小 林 四 郎 ( 住 友 電 波 )

総 村 段 三 ( i 1 J i 辺 設 計 )

三 木 敏 列 ( サ ン グ ロ ー プ )

質 勝 71' j  二 < n 本辿築総合ぷ験所)

和 田 克 Wl < 大阪住 宅 セ ン タ ー )



平成 11年 4 月28 日開催の定例理事会において、下記のとおり各常設委

員会委員を委嘱いたしました。Ｈ敬林的。印 ｾｴｾ 長 ｏ 印副委員長 ￰ｾｉｊ ｲｴＧ Ｎ 辞

職場名は略林をt l I l 、ました)

平 成 1 1年 度

日本建築協会常設委員会委員
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( k距府立布施工車両控)

(k匝府立守宮工阜商腔)

( k距府立岡野m工E 高位)

( 日 佳 i設 計 )

( 尼崎_ [ 来高校)

(月1; d1 立 工 業 高 校 )

( 愛知l 賎 業 大 学 )

( 大阪市立 E 芸高校)

( 安井也築設計事務所)

(緋 市 立 工 業 高 校 )

( 東剥11 建 築 事 務 所 )

- 出版委員会

也策に l到 す る 閃 必 の 企 両 編 集 刊 行 ‘ 「 姐 !

築校術選，'U特装版および〈プロのノウハウ〉

の企両 刊行、ならびに講肢の企両ー実胞
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( 安井悠築設計}Ii 務所)

( 関西部市堕備センター)

( ランテック計画 'I( 務所)

( 1 瑚州 l11 )J )  

( き ん で ん )

( 西日本旅' 1 f 鉄道)

( 竹中 E 務 応 )

( 野 村 建 設 工 業 )

( 大 林 組 l )

(修 ill 築 事 務 所 )

( 竹 中 1 : 務 廊 )

(-，・f 柳 情 遊 説 Jt)

{ 安述英{ 量処築研究所)

(置11随筆I l 耐コンザルタント)

(l t ま い の 研 究 室 )

( ) ; 阪府立今宮工車両校)

( 太 成 建 設 )

( 昭和，1 Q : .1tl 

( 松 村 組 )

( 姫 路 工 業 大 学 )

(lA 向 雄 投 )

( ) ; 阪工業技術専門学校)

( 大 林 組 )

( r ， ' 本 建 設 )

(ザ カラーワークス)

( ( 1 まいの実技必座)

(神 J i k 学)

( 持{ Itl k 学)

Wi 市立ff{ ン教育情賀両)
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{ 大 成 建 設 )

( 銭 ( ，::i 嗣l )

( 熊 谷 制 l )

((J:' E' 仰市l I ' f 備公団)

( 大阪府ill 築m市部1)

(U白 羽l 設 計 )

{大 ill 設 JI)

ＨｾπＷ Ｑ シ Ｇｉ ｴ ｦ Ｍｾ 園西宝庫Ｉ

( 松 村 組 )

(，t;' )1' 也築設計・1I 務所)

(r，'1 本 ill 設)

( 東側佳築事務所)

( 奥 村 組 )

( 近畿地方佳品同営繕部)

( ( t 友k 阪セメント)
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( Kt一級建策上事務所)

( 東側主主纂事務所)

( 日 也 設 計 )

( 阪 お 氾 鉄 )

Ｈ安Ｉｾ建築設，ｊｴ事務所Ｉ

( 東側辿築事務所)

( 太阪工業大学院't)

( 竹 中 工 務 前 )

( 安井建築設，( t 事務所)

( 大阪市部市税備川)

Ｈｴｾ 隆リ Ｑ 建 築研究所Ｉ

( 大阪市住吉供給公社)

(へ y ズ)

(板 itill 築 研 究 所 )

( 大阪府建策都市部)

( 大阪府建築都市部)

( 竹 中 工 務 時 )

( 大 法 投 Jt)

( 兵庫県立AI : 自盟円陣拘館)

ア カ マ ツ )

ッ ズ )

( ジオ

(へ

十 念

能 美 敏

野 口 幸

福 井 茂

法令分科会

池 口 和 維 ( 神 戸 市 住 宅 向 )

(11 谷 周 二 ( 大阪府建築郷市部)

黒 木 省 二 ( 京m市部市計画I，J)

宇佐 名 辰 之 ( 大阪市社画調書在日)

凶 キす ｉ ｾ＠ 肉I ( 兵雌県まちづくり錯)

ム 浜 野 幸 雄 ( 京郎府土木建築部)

. 作品作風小委員会

赤 木 隆 { 日 建 設 計 )

秋 山 克 彦 ( 昭 和 設 計 )

秋 山 茂Ｈ治水生ｾ没Ｉ

朝 倉 一 晃 ( 兵庫県まちづくり部)

川 上 比 奈 子 { 夙川学院短期大学)

倉 沸| 奈千子 ( 田中自主詑骨盟事研究所)

杉 本 浩 ( 大 阪 府 也 築 都 市 郎 )

寺 岡 宏 治 ( 安j 惜築設社事務所)

中 村 文 紀 ( 東 側l 也 築 事 務 所 )

藤 城 義 丈 ( 酬昌克埋葺設計問所)

O前 川 治 彦 (前川治彦也築研究開

牧 野 雅 一 ( 大 林 制 。

噌 田 敏 彦 ( 住 友 fJ 託 銀 行 )

噌 田 俊 哉 ( 竹 rl1 工 務 時 )

. 会員企画小委員会

稲木裕子 Ｈｫ 阪 ｅ泣也ｾ設 Ｑ ，Ｑ Ｑ引Ｇ

大 谷 由紀子 ( 奈良女子k 字k宇院屯ω)  

i河可 由崎可 数 子 (竹
E中lド

E
工 務 脂 肉)  

高 岡 {伸申 一 (側H附呂 有利l 設 J訂mfり
)  

高 回 光 雄 ( ) 京江柿大学大 F学F 院閲)  

高 橋 腿 子 (げデザイυン 打 4川Z レ川イり)  

ｏｾ 啄ま 口 日明H 洋 (倣塚口印I明q別l洋住築研究室到)  

土 問 伸 二 ( 日 本 設 計 )

辻 川 ひとみ は阪市立k 乍止学院生)

福 田 瑞 高¥l ( 大 建 設 計 )

. 広告企画小委員会

0 清 井 武 夫 ( 松 村 組 )

小幡義明 Ｈｉｊ 定 ｉ［ｾ ｾ主 ｉｾＩ

加 納 { 中 太 郎 (i ，'1 本 雄 投)

家 森 康 彰 ( 竹 中 工 務 庖 )

勝 一 弘 ( 大 林 組 )

小 111  1Ii'l Ｈ東側主ｾ築事務所Ｉ

斉 藤 治 久 ( 昭 和 設 計 )

武 田 修 示 ( 大 成 立 l ! J量)
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コンコルディア神戸

この ill 物は、 神戸三71f の 淘IWI 、税関税1 ( フラワーロード ) 点地|メ，II

1
11引天城に位め! するテナントオフ ィスピルである

Ｂ 日付属ｾ てはダブルコアヲイプを係 川 し、 神 戸のな ｪ 也 ｦｾＱ 境 を ｪ､ 大 ｉ ｉｈ に

' 1:かすべく、海. Ｑｉｉｉ ｊｬｉ ｉ 共 に ｉｾｅ ＧＱ Ｒ の 良い Ｇｉｩ 務 Ｇ不明 ｉｉ Ｇ，ｊ を 昨保し た 。

ｉ ｬｾｊ￬Ｂｩ 刈 ｩ ではテナン 卜 Ｑ 1' 1が、|ι l(I j的 に1ぶく mりるという D5Cf tに対 し、

， ＺＧｾ�［ ・ Ｑ 械 との Ｑｭ に設けたオープンアトリウムを介して 一 体 Ａ，ｾと ｉｊｦｬ 放 Ａ必

のある、コミュニケー ショ ン泣かな宅11¥] を' J f J 3l した 。} ゼヒ! 必臥|を，i生

けることで、アトリウムセ111I と足s統性を持たせると共に、外部から

も知うことのできる緑の設内でl'、l外出flをl刻ks卜l けた

パラ ンスの良い、 Ｑ ＼ Ｑ 師［｜ｉ Ｇｾｬｪｪ に加えて、椛巡 ｬ 而ではプレース及び銅版耐

ｽＮｊｾ ＧＺＧ ｾによるスーハーカラムダンハーを ｉｊｦｉ Ｑｾ . 保川し、 li u-t i，兵安全判: を

，，1] めた。設備凶11て祉は)J1iJ 正|リ1桃川! システムのJ采川 による 防 災安全性 の

I{'J トーの他 、氷J客熱システムによる然活;i の l前f:.t( や 仙 J主i放水への 1:同水平IJ

川等、行エネ 'r"i資源手法を多 川することで地球広VJt へ配1. &. した

11年代にlt] J した快適なオフィス卯J交を促供し続けると共に、ピルのラ

イトア y フ会1J *により、 三7与の新しいランドマークとなることを Jgl

的している ( 神戸 必 也/ 大#斜l )

南 北 断 面 図 1  :  1400 

⑧ 

3 階 平 面 図 1:  1400 

所 在 地 一一一 神 戸 市 中 央 区 磯 辺 通 3 T 目1番 7号

敷 地 面 積 一 一 - 2 ，609. 15m 

越 築面 積 一 一 - 1，958.5 7 m 

延 床面 積 一一一 18，217. 29m

構 造 規 模 一一一S 、一宮B S R C、15F、B1 F

工 期 1997年 7 月- 1 9 9 9年 3 月

最 寄 駅 一一一 J R神戸線 [三ノ宮駅j 、阪急阪神 「三富刷、 ポートライナー I貿易センヲー駅j

j置 影 一一ー福，華日召嘉

1陪 エ レ ベ ー タ ホ ー ル 砂

正面中央の彫刻・清水: J t . 兵術作

全乗



アトリウムを介して屋上庭園をみる

v エ ントランスホール

8  蹄 と 社 会 ・1棚 5
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左 上 中 庭

右上から バルコニー打放盤/ 体 育 館 曲 面 壁/ 南側より全景

10  臨 と 社 会 ・1蜘 6



作E 彊

E圃 毘

言宣言十監王霊園

安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工・

銭 高 組 ・ 三 洋 建 設 特 定 建 設 工 事 共 同 企 業 体

和歌山県立高等看護学院

1平米の少 f- .  ， ＧＺｾｲｩｬ 聞こ ｉ ｊＮｬｩ｜ ＺＺｏＩ ｪ ・ Ｇｊｾ ｾ による 保 ｦ ￭ｊＡ 医療Ｇ， ｉｊｾ の ｲｾＮｾｽ ｾ 化 に対 ｍＵ し、

保 健医療サービスの充実を 11 的 とした t早川知 1，; 熊や技術だけでなく、

人 ｉ ｉ｜ ｗｉ Ｚ Ｇ， ｾＱ かな教箆をＮＮＱ ｦ ｴ ね 備 え、 リ，ｵＮ Ｎ ｜ＧＺの他民っくりと幸せづ くりにｴＧ ＮｩＺ

ｉｾ ｊＺできる人 材 の長成を ｊ 占本町 念として、本施設が ｩｬｬ 設された

J R和 歌山総 r1' ，下駅」 から以北京約 1. 5 k m、 |吐界初] の胤11' ，' による外

.H H I :I( こl戊J)J したr I 采J r. IJ. /1宅I"'; J，'i洲」 ゆかりのI也に ;!b，JIj された Jtl!u1立は、

メインアフローチを北 II t:j f![ij( こJ泣け、校? ?械 Ｑ 本 ｦ ｻｦ￬ ｬＧｾ ・ テニスコート

グラウンドから Ｂ山 Ａｦｬｬｬ 糸へと拡がる ｉｖｾ Ｚ 起を陥 似 している

校 合 株 11併は泣:1品iホールから '1')必・ 学 't ホールへと宅川的燃がりを

持 たせ、 ｉ キ ｩｦｊｉｉｉ に教務 ＧＭｩ ｩｾ Ｂ￬［ の執務ゾーン、北 ｦｊｉｉｉ に ｉ ＧＭ＼ ｊＮ Ｇｦ ・研 修士守の学 Ｇ Ｑ ー

ゾーンを、 2 .  31析には I' HfJIII に作辿教' 七ゾーン、 '1' 出 l次抜を ptj う北

fJIII には実例主ゾーンを ，; 泣けた榊 成 としている れ附 ともに大きな IJ f. J

1  1  i怖を ，; 世けた '1'1.μ は悦党的に1 J f . J 欣され、ノu止I，;J Ｑ コ や主主総ｾ，ｬ逮との う ど

対足と ｉ ｾ ｉ行 ら ｴ 、 ｏＩｊｊ ，， ｾ を ｴ￬Ｇ ｪ りだしている

ill 物の外1 e I デザインは、 12かな人川教行のための純設としての 「や

さしさ J .  rやわらかさ J とい ったお設のイメージをタイル11山の1111

Ｑｭ の噌と勾配 ，［ ｾ 似 でぶ射し、記長い［［ｾを古寺とすコンクリー卜 打 欣のグ

リッドとの対 比によ って、アカデミ ックなが凶気を辺、1'-<1した

(1日l 窓口1 / 安J l ' ill 築，没，H' l i .J' M D

@  

配 置 図

所 在 地 和歌山県那賀郡那賀町大字西野山字宮浦505-1

敷 地 面 積 一 一- 15，542.00rrl

建 築 面 積 一一- 3，105.63rrl  

延 床 面 積 一一一 6，592.06rrl

構 造 規 模 一一- R C (一 部S ) 、3 F、P1 F

エ 矧 一一一 1997年 10月- 1998年 12月

最 寄 駅 一一ー J R和歌山線 ・名手駅

J最 影 一一一 福漫日百ｾ

1ヒ仰ロフプローチより正面玄関

ア リ ー ナ

ミ 守 ミ

学 生 ホ ー ル

V 在宅看議案習室





作E彊

置圃 風

言宣言十 監 理.

竹 中 工 務 j苫

施 工・

竹 中 工 務 j苫

松蔭女子学院赤倉寮

神 戸のミッション系! ; ( f 'i' 学 校 l司令: 学校である 、"， 学 院 が 、 こ こ 新 潟

県赤合 に 生徒 の 心身鍛糾を ｉ ｾ ｉ 的 としてスキ ＭＱＮ ｴ を ｊｊ ｦｊ設 したのは今か

ら ＶＰ 年も ｬｬ ーのことである 。 当時の交通 Ｇ｝Ｑ ＾ ｴ ，Ｇ ｪ Ｇ を 与 えるとその巡常の ｉｾｉｾｉ Ｚ

ＧｪＧｪは怨 ｩ 集に及ばないが、伐念ながら長年ｾしまれてきたｩｬＡ物は、こ

の た び 右桁 化のため建て答えられることとな った。

リIjj( t也はJRf ，三越本線の妙，'，.1花151駅 と赤倉スキー場のほぼ'1 '11¥11こ他行する。

新 し い 建 物 はlJ t 松の稔の広がる縦大な妙 I，.j 山 をi' 'f にしてひ っそりと

作 む よ う に 手 屋 造 り と し 、 多'1f極 寒 地 域である l厳し t 、( 1然 1; ; 1境{ こ対

抗 すべくコンク リートで十l たれた雪色の噌の上に欽' l ' J ハイブリ ッ ド

ｦｬｾ 造の木造 Ｇｉ ｩ ｩｬｬ 組みによる勾配属機を Ｔ 戎せて、続々しい火 山 である ＱＱＱ

の段 級 とl呼応、させた。

建 物 が 新 し く 悠 て 管 わ っても 、 これまで、約み，1 } ね られて きた先 人 迷

の ポ11，'; らしい苫労が途切れる ことなく、ここを訪れる人々の光りが11

く記憶とな っ て継承されていくことを阪い、大 ｾ ［ ｜ｈ ｬＺな ど 解体 された

11=1主主物の材 料 を再利 )JI して新しい主I! 物 の|λ11111にJ.': (れ さ せ た。

(森 111 降 北 村 仁 行v 竹 'i ' um占)

1階 平 面 図 1:  600 

所 在 地 一一一 新潟県中顎械郡妙高高原町大字国切字西原219・56他

敷地面積 一一一 8，966.00ni

建築面積 一一一 703. 20ni  

延床面積 一一 957.84ni

構造規模 ー一- R C (一部W+ Sl 造、B1 F、1F

工 期 一一一 1998年 5 月- 1998年 12月

最 寄 駅 一一一 J R信越本線 ・妙高高原駅

撮 影 一 一松 村 芳 治

左頁 ーロ ビ一 、右頁上か ら 叫観/ エン トランス/ ずイニ ング/ セミ ナールーム





作 E司E

E圃 風

言宣言十監理・

黒 川 紀 章 建 築 都 市言宣言十 事 務 所

施 工・

栗 本建 設 工 業
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手11:: 払111以の北 部、紀 ノ川 r{い、に 似 i白す る}Jl ltlll lJ は、 Il tWで初 め て 柴

山による全身ltilW予j，j ii を成 J) J させた|公明 li''Ij刈 JT洲の生 誕 地で ある

この111rでは、 山洲に ゆ か り の あ る 築 中: や ハ ー ブ のJ主的 . )J11  r: .  1仮必

などを テ コ に し た 従 業 椛 造 改 1
Y
f- '作業を批 准 しており、本施設は、こ

の 事業 の '1'絞 胞.l 貨として ，l li'llj されたものである

前斜 Ｑ ＨＱ Ｑ の ｾ 波 地 ｻ立、 北 ｻこ ｬｔ 洲 の ｾＮ ｾ Ａ也、 J点i反Iに 生主泳Kでで、あるイ吋吋、小州'1判|

その大、 Ｇ Ｑド 三 カが ｴ勺 ノ、一プなどで』品村桝 Ｚ ， ＱＮ持 Ｑ呼 Ｇｕｬ 止される ｬ段災 ｊ業匙公Ａ凶凶量到 ｬ比として ｊ訂 ｉ Ｎｾ 阿￯ｉ而珂百 苅 Ｑ可 ｩ されている

地域 の絞となるこの立ＮｬＡ物は、 ｬ 良栄公 ｉ ｾ ｉ を ｉ 判に 比 Ｑ ［ ろすことのできる

{立川 に内di rt し 、 建 物 形 態 は 、 近 依 す る 必J也や H 林判ーとの|州系や、 1宇i

lこJムがる斜 l而の コ ン タ ー ラ イ ン な ど を 必 識 し . ま た1寺米l明i.1左t也に 幣

(1111 J' 定 の刀IJ .rMのあり JJ な ど も 検 討 し た lニで、 1;' ，1辺 の 1' -1然 な地 )1若やf足

ｪ 党と調不 ＱＱ する桁 ｉＧ ｉ Ｉｲ ｾ とした

) " t ¥般がすり鉢状にな っていることから、 Iwrの住 民からは、 flllf のイと」

であるマンダラゲ Ｈ，ＧￍＢ洲 が ｬｴｩｍ ｾ 主 として 使 っ た ＺＡｴ Ｂ， ＡＺＩ を Ａぷ い起こさ

せるという［む 川 も ｉｦｲｬ かれ、 ｊ 也 ｊ 或の人々に叙しみのある ＩＱ ヲ Ａｾとな っ た

今後このえ.l!物が 、 多 く の 人 中 に 縦 し ま れ 、}) Iit' i 111 J の 党 以 に お お い に

Ｇ＿ｩ ・ Ｇ ｽ Ｍ Ｔ Ｍ ることを ｊ ｾｍ して ｬ 、 る

(仰 林 良 f j - / 児川紀 市 ill 築II'I l，n札，11 Ｇ ｉ ｾ 務所Ｉ

④ 

配置図

所 在 地 一一一 和歌山県那賀郡那賀町西野山473

敷地面積 一一一6，491rri

建築面積 一一- 956rri  

延床面積 一一一 806rri

構造規慎 一一一S 、1 F

工 期 一一一 1998年 5 月- 1999年 4 月

最 寄 駅 一一一 J R和歌山線 ・名手駅

j最 影 ーーーー福透目百嘉

アプローチ広場と中庭 ( 池)

レストランのテラス

南 面 外 観

V 工 ン トランスと中庭のタ豪





作E 置

置璽 風

言宣言十監理.

大 林 組

施 工園

大 林 組

田辺平野町ビル

、"，政I也がある大|坂の城 |ごIlf Tf;l{¥場には、かつて向いの 中心 としてのに

ぎわいがあったが、今 円近代的オ フィスビルが立ち， ｬ ｾ ぶ業務 地 Ｑ Ｇ＾＼Ｚ へ

と公わり、大阪らしい人IlIi(I(; な出か さが尖われつつあるように思 う。

この辺物では、 「ポ材 そのものの質感による人とえJ! 築のふれあ L 、J

をテーマに 、業材の心 を探ってみた。

エントランスロビーは、 ￞ｾｴ 色 の炉日 ｬｩＱＧ｛ / j イルと淡色の木との斜 l介

わせにより、げのｦＮ ｬｦｩ 場で 比 られた仁ｾの記憶を思い起こさせ、人へ

のやさしさやt泊品均か、さがF感ぷじられる♂u凶11広宗気{を u折 している 逃泣E元焼! 成£ 

の; 制'p別仰F刻仰JJ川肌U汎l タイルは自然な色のヨ盈Zなりと組l而而に i抗抗ちる l'徐出会鉛i

さを 引 き 仕凶出 ｬｬ しぬくもりを ｨ感必じさせる 。 また、このロビーは ｾｴｦ Ａｬｬ ｬ の、ＱＧＮ

ｾＡｦｬｬｦｔ 泊 りと ￯ｌｙ ｦ ｊｬＡ ｉ の 三 休柿 ｷ ， とを繋ぐ路 地的 宅 ＱＱ｜Ｑ であり、そこに ｉｬｪｪ す

るカフェとともに 、人 の々車rr たなふれあいの均となるような|文|され

ている 。

近 代的 ポ材であるガラスとアルミフレームで榊成された ｉ ｊ ， Ｇ Ｚｪ ｾｾ 刊 ｩｪｓ とは

対! ! ( ! 的に1山首部の路地宅II ¥J では、素材を過して、 li 十点かしいに ぎわ

L、ある船場の i(jj 影を l吹 し1

1

1
1

1
し、人1m' 味治れる新たなオフィスの "J能

性を追求している 。

。
平野町通

所 在 地 一一一 大阪市中央区平野町2丁目 6- 6

敷地面積 一一一 898.75rri

建 築面 積 ー一 一 741 .34凶

延床面積 一一一6，673.84rri

偽造規模一一一 S . S R C (C F T柱 ) 、 8 F、B 1 F

工 期 一一一一1998年 3 月 - 1999年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 大阪市営地下鉄御堂筋線・淀屋橋駅

撮 影一一一河合止 揚

(荒川二1，11'行/ 大林制l )

④ 

配 置 図 1  :  800 



まち- 建築 - ひと

西側より中央広場を

町営住宅日野辺団地( 兵庫県出石町)

町営住宅小谷団地 (兵庫県is東町)

株式会社福岡建築事務所

福岡隆夫

集落の景観的特性と新しい住宅団地

- 町営住宅日野辺団地

この団地はHOP E推進事業として建

設されたが、 HOP E計画では「隣接す

る既存集落との調和j を課題として提

案された。その手法として、隣媛集落

の景観的特性を継承した外部空間とす

ることであ った。

具体的には 、山麗の勾配に沿って山

側が高くなる住戸配置、外壁は赤土の

真壁で赤瓦を葺いた切妻屋根のf主戸、

集落内を流れる小JII に作られた「かわ

いと」と呼ばれる水のj留まり場をイメ

ージした親水池、団地中央入り口に配

した大農家に見られる長屋門ふうの共

同物置等、しっ ぽりと緑の中に溶け込

んだのどかな風景となるように願った。

- 町営住宅小谷団地

この団地は日野辺団地から 15km程

離れた山間に在る。小谷地区の特徴的

な風景である、茅葺きを鋼板で覆った

屋根、野面積みの石垣、杉の生け垣等

で団地の景観を形成する我々の提案が、

設計 コンペで受け入れられたものであ

る。また、集落の人が田畑の農作業時

に団地内の道路を利用できるようにし

て、その脇に団地の住人との交流を図

るためにコミュニティ広場を仕掛けた。



2戸 越 の 佳 戸

マ但東町営小谷団地
2戸 越 の 玄 関 前



A R C HI T E C TJs  E Y E  

共有と分離 ¥ 天平の蓑

本 多 友 常

狭 ｉｾ 従な傾斜 ｦ ｊ［ ｾ ｊ ｦｬ の会 ｈ Ｇｬｬｨ 奇では、 Ｑ Ｑ Ｔ ひとつの家を分 別し て住む

ことが頗繁に行われていた。<m家 > とH干ばれ、似木を 1=1-1心に

Li: ，{ - j それぞれ 1 11¥1 、|土と 1 1品1の 2 つに分別 したものもあ った。今

では111，，¥2 メートルに力1111たない生活セ川は、ほとんど怨像し縦い

狭さだ。 それらのほとんどの家は少し大き日に作 った天井裂を

「ツシ」 とH乎び、術¥f- をft卜け、少しでも空いた部分は収納ス ペ

ースとして利 HJ していた。 21精への|精段もほとんどは押 し人れ

一川の '1-
'
に組み込まれている 。 また桝造的 には分lii[ f されてはい

ないものの、 'I' : Y<! : の襖に沿って両fJII Iからたんすや家H が; 白かれ、

領域が 2分;1; りされたものもある 。 この場合は1if Ji Ji. も向iifi も一式

m設されている 。

ＧＱ Ｇ には全て Ｒ Ｑ 山 ｩ ｩＧ に分 Ｚｩｬｦｦ ｾ されながら、 ｦ 史所が ｊｈ ］￮で、どちら

かの生活領域に人りこまなければ似 えないようなもの、あるい

は路地の階段によ って上下|析を辿紡- 分離し、 f児所は路地から

人るものなどもある 。 このような多くの4事I市w似例lリlは、 f 主人の行政動lや

振る2舛!年Fいがその古剖郁I¥J皮立ι 、{傾頃斜fJ広即;日立辺;辺1J坑j兆i党Zのノセi七: み l山i

をつけて 了調 ｾＧＱ 可 Ｓ捻笠されていた 。 これらの事例は、 一 川 スタンダード

化されているかに比える現代の住宅にも、まだ峨々な柔軟性に

おんだ分 ｉｾ ｦ ￭ｾ と共イ ｔ のシステムがありうることを教えてくれる 。

和歌山大学教煩システム工学部環境システム学科

熊さん八さん

森 崎 輝 行

自民さん八さんは、職業を持 っている 。 その職業は、左官、大

|の職人である 。 その円の臓にあぶれた入札I f l . のエネルギ一発

散のコ ミュ ニティ をl I ' む湯として、 11 がなー 11将mを去してい

る。仕掛けとしての縁 台は不 "J 夕立なのである 。 !;..・'1'1，は、: ; J j: 戸端

会議を rl' 心にした↑Jj 報収集i原を持 っているが、 リ¥'1' 1:は、人と接

するには、どうも 川事が必安のようである 。 その JIJ は、さんば

っJ--e、J!f! l gJ.t_!で、こなしていた。 1てIIIJ には、総々な J IJ ・1¥:をつくる

f I 掛けを持っていた。家の '1
'
の脆似さが、外のク皆川 を11f かにし

ていたことも何めないし、居住1)崎1Iより、涼しく、 |り1るく、は

るかに快適な空間があることも汗定山米ないが、むしろ、せ っ

かく外に 出 ざるをねないのであれば、相極的に外でのf I ] を生み

だ し、コミ ュ ニテ ィ を Ｑ 守む ｊ｢［ｾ をセ ッ 卜していた線に思える 。 Ｑ｜ 免

去の ｊ 山 波紋は、その典 Ｑｾ であると思える 。 初めての赤ち ゃ んが

侠まれると赤い Ｑ ｭ 川 ｉ ト けと座イ ｮ￯ 過 を作り、 Ｑ ｾｾ ｦｊを、 ｉｉｉ ｔ ｉ ノ サ の 地 蔵に

持げる 。主針。は、炊き山し( 料開をすること ) でかり 山 され、

Ａ 縦突に ｭ がつくられている 。 お遍路さんの ￰ ｬｾ うゴエイカを稲い、

日ずの砕をし、 J也版と 一夜を共にするのである 。 f 供は、線香

を持 って名J山崎を IIi Iり、各地区間のコ ミュ ニティの紫ぎとして

の役を担っているのである 。 そして、お婆さんは、地，t: ;)4の 世話を

|燐保で- {I".II' ，j し、 J也lぎを守 っているのである 。 森崎建築設計事務所
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安 永 三 郎

奈良市の西の京には! 江川{{鹿子f があり、堂寸tが立扱ぶ!tl 内には

天平 ｈ 寺代の深囲気が色 ｾｊｬｾ く残 っ ている 。 この寺は 言 うまでもな

く! 剖曽鈍弘之が創建 ( 759年) したものであり、奈良11寺代の正規の

金堂でm存 IIf t- の建築をイ干することでも名高い。j $j大 1"-1から進

むと Ｑ ｅ ｉ 而 にｍｦｾ大な尾線が児え、それを支える ｬ 浦市 の 吹 き放しの

列柱の ｾＺ ｉｗ ｾ ｾ 定は広く女 ｮ られているところである 。 士 ｩ ｬｬ 寺のプ ｊ 院 は

東大手I を吋J 頑とする官の人ー寺ーがあり、 日f.l '{j 提芋Jーはそれらに次ぐ

寺として金堂の規模は七mll ill 聞が採則 されているが、 同械の19例ダ列リ

は Ｙ貝司 ｌ幅ｾ福 ｆ冨ｴ而己寺バ米 ｌ 金堂Ｈ室 ｼ川町 ＱＱ川町 Ｑ円汀 ｔ 守｝則 Ｉ

金堂内部には!牌斉風を伝える緒{像象が林立し、天井- 来日物ミすには

ijif限な彩色の跡が残り、、'i Il J¥'の華やかな姿を{!41ぶことができる。

仏教の拙極的導入により、我|王|の文化水準を先進凶へ一気に引

き上げ、 同時に国家統一の拠り所にしようとした政策の一端が

うヵ、ヵt える 。

鑑真相 Ｑ 七像は、 ｼ 昨年の公良国立 ｴ ｾ ，ｬ物館 「天 王 ｆ Ｎ 展 」 でご覧にな

った方も多いと思う 。な外と 小 柄な像であるが、平日仁その人を

忠実 に' l : . j : したものと 言 われている 。光を失った両眼は12∞年の

時を経て、何を限延1しているのであろうか。現代の私迷は、 iilli

値観の多機化する時代にあ って、信念をも って生き、行うこと

が必裂であると再認識させられる 。

近縫郵政局施設部長

情報ネ ットワー ク時代を生 きる (6) その未来

本 間 利 雄

情報ネ ッ トワーク技術の進展によ って西暦201 X年の未来生

活がどのようにな っているかを予想・解説した本がある 。 しか

しその内作のうちの多くのことがすでに技術開発され，さらに

は、そのうちのいくつかのことが実問化されて日常風呆ーとして

も見受 けられるので、わくわくするような党きが少な L 、。 これ

にはわけがある 。 その本の発行されたのが 4 年前の 1995年。

1995年といえば、ウ イン ドウズ 95が発売されて一挙にパ ソコン

ブームに火がつき、インターネ ッ トが急述に315・及して L、く紺端

とな った年である 。 それからた った 4 午の歳Hがこの本を|刷肉

化 してしま ったというわけで、ある 。 こんな話もある 。 ある企業

では会議はほとんどネ ッ トワーク上で行うが、社員がペ主に会

する行 Ｇ ｉｾ もあり、なんとそれは懇親のための パ ーテ ィ ーだとい

うのである 。 ビジネスの も ｾ ＮＧｗ 交 換は↑ ＱＵ 報ネ ッ トワークで 吋 能だ

が、より剃しくうちとけるには、やはり本物の face ωf aceだと

いうことか? これはも可報ネ ッ トワーク技術にと って究振の課題

なのか、それとも永遠の宿命なのだろうか。 いずれにせよ、い

ま進行 中の↑ I' ]*Rネ ッ トワークの技術革新が産業革命に匹敵する

技術革命だということを実感するし、またその息吹を感じる 。

私たちがそのようなH寺代の点 っ只 1=1" にいることだけは lirli
かで、あ

る。 大林組建築設計第 2 部部長

建築の眼



大阪城天守閣

平成の大改修

[ 計画 ・診断 ・設計]

大阪城の歴史と「平成の大改修j について 一一一 大 阪 市

耐震補強 近接一雄

耐久性調査 永 山 勝

言宣言十にあた って

炭素繊維による補強工事

梁 ・壁耐震補強工事

[ 施工]

コンクリ ー トアルカリ回復工事

外装改修工事

[ 付録]

復興天守閣建設の記録より

古田重治

谷口貴昭

西楽知治

原与司人

三浦 憲

梢旺l 笑 ｃ￬ｬ ｩ 水建設 Ｉ Ｏ 小Ｊ八重ｾｩＡｩ (積水ハウス ) 太万川丈爾 (竹中工務庖) / 卜会 毅 ( 日本建築総合試験所)

能美敏男 (鹿島建設 野口幸忠 (大阪府建築総市部1 ) 福井淡手[ J (大林組) 特別幹事: 三浦 慾 (大林組)



f大阪城天守閣平成の大改修/ 計画」

大阪城の歴史と「平成の大改修」について

大阪市都市整備局営繕部・側)大阪市建築技術協会

現在の天守閣は、 1931年( 昭和16年) 大阪市民の寄付により建設

されたもので、大阪のシンボルのーっとして、現正Eまで多くの市民

に親しまれてきている 。 さらには貴重な歴史資料を収集 ・展示する

歴史博物館地設として、また大阪を代法する観光名所として、市民

はもとより全国各地や海外からも多くの人々が訪れ、親しまれてい

る建物てある 。

大阪城天守閣の歴史

今から逆のぼる こと約400年前の1583
1
1三( 天正 111f - ) 、豊臣秀吉に

より大阪城の築城カザt手され、 15年の年月をかけて完成したのが初

代の大阪城である 。秀吉11寺代の大阪城天守閣の具体的な資料は今円

では極めて乏しく、元福岡藩主黒田家伝来の「大坂夏の陣図扉風J

( 通称「黒田昇風J) (図 1) に描かれている天守聞が、当時の様子を

伝えている II{主ーの資料である 。

この天守| 長l も、 1615年( 元手" 元年) i大坂夏の陣」で焼失し、徳川

幕府 2代将軍の徳川秀忠によって、西日本全域に対する幕府支配の

1i ' u国; をめざす一環として再建されたのが 2代目の大阪城である 。 こ

の 2代目の大阪城天守| 品目立、豊臣氏の威光と結びついた元の械のイ

メージを払拭するためにも豊臣|時代の天守IUJ よりもさ らに大きなも

写真 1 鉄骨組立

てが 4 階まで出来

上がってい る昭和

5 年当時の天守閣

再建工事

のであったが、完成後わずヵ、39年後の 166写年( 寛文 5年) 、落雷を受

けて全焼してしまった。現存する大阪城の壮大な石垣はその当時の

築城によるものである 。

その後も、たび重なる 11新夏や改修を繰り返し、幕末M協万の到活しの

折には、ほとんど跡形もなく焼失してしまい、明治以降は陸軍の軍

司訪包設として使用され、対ぽ庁の大火て。焼け残った柏などは改造補強

してイ史われていた。

1928年( 昭和 3年) 、当時の大阪市長閑 ーにより天守閣復興が発

案されると、市民からの募金申込が殺到した。わずか半年で目椋日額

( 当時の金額で150万円) に達する こととなり、その市民の寄付によ

って天守閣が復興される こ! : ! : なった。

当時、天守閣を復興するに際しては、秀吉時代の大阪城天守閣を

再現する こととされ、前述の 「大坂夏の陣図前二風J の豊臣時代の大

阪城天守閣図 F 唯一の拠り所に、全国の桃山時代の天守聞を制査し

て細部の参考資料を集めるなど、市の土木部建築諜( 現庄の都市整

備局の前身) を中心に検討を十分加えて設計が行われた。

また復興天守閣は、永久的なモニ ュメン卜として建設されなけれ

Lf ' ならない こと、また当11寺わが国て" は(91Jのな しサ也上55メート ノレとし、

う現在でし、う超高層建築てあったことから、木造を避け、防火性、

両; 践' 性に優れた、当時としては最新式であった S RC(鉄骨鉄筋コン

クリ ー 卜) 構造が採用された。 (写真 1 )  

1930年( 昭和 5年) 5月に着工し、翌1931年( 昭和 6年) 11月 7

日に竣工式が行われたが、全市をあけての索引王的な祝賀l騒ぎの中、

復興天守閣( 現庄の天守閣) が完成された。 (写真 2)  

なお、昭和の一時代には、全国に多くの復興天守聞が建設された

が、いうまでもなくその第一号が大阪城天守閣であり、工法、利用

法なども独創的であり、それら復興天守聞のモデルとなったともい

図1 豊臣時代の大阪城天守の図( 大坂夏の降図扉風・右隻部分)= 大阪城天守閣蔵 える 。
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写真 2 完成真近かの天守閣と本丸庭園 (昭和 6 年)

「平成の大改修J について

現足Eの天守閣は、 1931年( 昭和 6年) に復興天守悶として、市民

の寄付・により建設されて以来、市民に愛され続けてきたが、建設後

相 当期間が経過し、建l WJ も次第に老朽化が進んできた。 そこで、大

阪城を今後とも永〈大阪のシンボノレとして保存し、活用していくう

えで、大規棋な改修工事が必要な剛明を迎えた。

大方t I 英な改修工事を行う lこ先だって、建物の構造や材料等が、今

後永〈使用するのに十分耐えうるものにしておくことが重要である

こt から、 1993年( 平成 5年度) から 1994年( 平成 6年度) の 2 ヶ

年にわたって、構造等の基礎的な調査カf行なわれた。 その調査を行

うに当 t:: 9、例日本建築総合試験所に「大阪械天守閣骨髄安全1生等

調査委員会( 若林買委員長)J が設置され、外壁老朽化の進展状況

や現況調査を行うとともに、構造体の耐最安全性の言判ill Iや市: 居場前強

計百lの策定、試験体による碓認実験に基づく補強計画の検証等構造

A岡本の両;1震性を向上させる検11，1カ桁われた。

さらに 1995年( 平成 7年) 1月に発生した阪神 ・淡路大震災の状

況から、現行の建築基準法て米められる両: 般|企の附呆に加え 、 より

安全性を石制呆するための検討カ f行われ、阪十111 ・淡路大震災のクラス

の地震にも十分耐える ことがで》るよう雨担諸制鋪十iiITlが策定された。

また柿造体の耐久性計制某するこ t も、天守閣を今後とも活用し

ていくうえで重要な ことであり、そのための検討も実施された。 ま

ず コンクリ ー 卜材料の中性イ白周査カ f行われ、 コンクリ ー トの中性化

は進行しているもののまだ鉄筋等の発錆までに至っていな いこ とが

4締立されたのを受けて、r . 1"性化 を回復するための前! 験体実験や現地

写真 3 身障者への配慮

と して車椅子のままでも

8 階展望階まで上がれ る

よ う専用エレ ベーターを

新 設。

笑験等を行い、耐久性の向上策についての検討もあわせて実胞され

た。

外壁の改修については、現状の劣化状況を鑑み、著しく劣化が生

じている箇所は再生し、大部分においてはできるだけ現状を生かし

て改修する こととした。 また五J習の 4函の外壁を飾る伏し虎のレリ

ーフや天守閣の棟の航、鬼瓦、初却! I D . など復興ヲミ守|品l建設当事のあざ

やかな金箔による黄金の光を復元するなど、耐久性を著しく向上さ

せるとともに、昭和の復興天守間完成H寺の姿を再現することを基本

として行う こととした。 また美しく緑青が発生 した屋根の銅板瓦に

ついては、再使用が可能なものは補修清掃を施したうえで極力事訴IJ

用するなど、現在のイメ ージを改修後もて3 るだけ受け継ぐことを

考慮して行われた。

また、改修工事の実施にあわせて、お年寄りや身f本障害者の } j も

含めて全ての人が安全で安心して建物を利用していただけるように、

「大阪市ひとにやさしいまちづ くり強備要綱」に基づいて、ス ロー

プ等による床の段差の解消や手すりの設置、身体障害者のブi も利用

ができるトイレの設置等を行う こととした。 さらに、 エ レベーター

についても 、内部にある既存の 2 台の内 l 台に つい ては、現在 5 階

まてーの着床てあったが、展望階 (8 階) まて者床てヨるようにする

t  ともに、天守閣石垣のレベノレまでのアプロ ーチ用 t して、小天守

台西側 に屋外用のエ レベーターを設置して、全ての人にやさしい施

設となるようｾ｛ｉＦＧされている 。 Ｈ 写 真 Ｓ )  

この度の「平成の大改修j は、展示施設の費用も含めて約70億円

という多額の市裂を投じて行われたものであるが、同時に市民の寄

付により実現した「昭和の天守閣復興」のH寺と同じく、 今回も l陥広

い市民からの寄付金が寄せられて実施されたものである 。

また今回の大改修によ っ て、建物の老朽化への対応や骨 ｲ ｢Ｎ ｾ 性の 強

化 を図るとともに、展示施設の充実や復興天守閣建設当時への外観

の再現、さらにはお年寄りや身体障害者の方を合めたすべての人に

利用しやすい施設への改善なども 実施され、 iちに老朽化に対する補

修にと E まらず、景観而、安全面、快適面、機能面などの各方面 lこ

わたっての改善が行われたものである 。

この建物が今まて' ' _ l ; . J . . 上に市民の方々 に親しまれ、また今後、 21世

紀の大阪村議するシンボノレ t して生き続ける こt を願って「平成

の大改修」が実施された。

( 参考 . 大阪)1&天守|再I r平成の大改修」写以集)
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はじめに

「大阪城天守閣平成の大改修/ 診断 ・設計J

耐震補強

近 藤 一 雄

平成 5年度から 6年度にかけて 「大阪城天守閣両担長安全性等調査

委員会 (委員長 : 若林 賀)J が例日 本建築総合試験所に 設置 され

た。 この委員会では、構造体の市;t震安全性の剤師、補強計画の立案

M儒忍実験による補強の検討、な らびに耐久性向上のため の調査が

実施された。 これ らの制査、 研究の結果 を踏まえて実胞設計を行い。

平成 7年 9 月より平成 9年 2 )=J にかけて改修工事が行われた。当初

よりこの委員会に係わり 、実胞設計、監: E_f に携わ ったので、木建物

の耐震安全性に係わる内容を報告する 。

建物概要

本建物の|師団を図 1 に、 2 階床伏図 を図 2 に示す。図 2 中には、

i俳ほ票当!日強のための鋼板耐震壁の設置位置および柱、染のせんl:tI i'補強

位置をあわせて示 した。

図 1 断面図

図 2 2 階床伏図
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棟

平面形状は、 各階共にほぼ正方形であり 、 2 階が36 .5mX 32.2  

m、五l i J 習の 8 階が1l .5mX l 1. 5mで順次、上層階でセッ トパック

している 。ただし最下部には国の重要文化財の石垣があり 、 この石

垣 に木建物の荷重が伝わらないように、石垣 と2 )吉田の外周昔日と の

問仁 クリアランスが設 けられ、 最下層の l 階基礎部分が20.7m X  

16. 4m i:.な っている 。

本建物では、 1階か ら5階にかけて 中央部の20.7mX 16. 4mの範

囲内に主要架構があり、その中央にエ レベータコアが配置されて い

る。 また l 階か ら5 階にかけては、城事1I建築の形態を形成するため

に、上記の主要架航の外仰11に柱 ・梁とプレースからなる 架梢が取り

イヰーいている 。

主要柱、梁のl:tIr面 リス トを表 1 に示す。柱、梁とも に格子型鉄骨

守内蔵 した SRC造であ り、主筋および桔ー筋に は丸銅が用い られて

いる 。柱に比ぺて梁の断面及び鉄骨が比*.史的小さくなって いる。

表 1 主要柱、梁の断面リスト ( .J"i l'，単位 mm) 表 2 レベル 2 地震 に対する 最大応答値一 覧

ｾ＠
トl'符 ' j

C1 C4 

4J:; (4' 断 Itff 914X914 762 X  762 

鉄 什 断 lili 762 X  762 559 X  559 

鉄什_ l ，材 8Ls- 152 x  152x  15.8 8Ls- 152X  152X  15. 8 

フランジL罪判i PL-330X  12. 7 

防 f プレート PL- 152X  12.7唖762 PL- 152 X I2. 7唖762

ビ筋 12-22. 2<t 12-22. 2<t 

'li} 筋 9.5φ 唖254 9.5φ 申254

ｾ＠
l企符守

G1 G2 

4色体断l而 304 X  965 (660) 355 X  965 (660) 

鉄 1'[ せ い 762(457)  762 (457) 

鉄 什j 二材| 端部l 6Ls-76X 76X 9. 5 6Ls- 76X 76X 9. 5 

| 中央 4Ls-76X 76X 9. 5 4Ls- 76X 76X 9. 5 

フフンジ添板 PL- 330 x 9. 5 PL-330X 9. 5 

怖 f プレート PL- 152X  12. 7母457 PL- 152 X  12. 7唖457

五 筋 12・19.1 <t 12- 19.1φ 

)，Ir 筋 9.5φ 申 254 9. 5<t @254 

___L;__ (  ) 内は、中央部iの他企示1' .

図 3 検討 フロー

.，m元
1・IJI. 状 . hfi 弛il 五

X ) Jr II]  Y) i 向 Xl i lt'i l  Y) i l r，j  

l耳有! 品加( T，( scc)  0. 774 0. 567 0. 624 0. 544 

頂部 ｉｾＧ ｉＧ 変 Ｈ ｾＨ｣ｭＩ 14. 50 14. 14 11. 91  11. 44 

府!日l変 位 (cm) 3(29F3 )  4{2 07 3(2 14 
3.28 

F)  F) (2F)  

府nu変 形1'1 l(/21F3) 8  l(/21F3) 3  l(/2lF7) 3  l(/21F6) 5  

せ ん 断 ) J (革政

0. 593 0. 737 
0(79F3) 5  

0. 776 

(7F)  (7F)  7F)  

0. 319  0. 375 0. 386 
0( I  4F1) 0  

l F)  (l F) (l F)  

1誌の剖l材 1i.! 1転向 (2I/F4L1 )  (2l/F4L7  )  (2l /F5L8  )  (2l /F5L2 )  

耐 誕 堕 の せ ん 断 変 形1'1 1{/22F3} 6  l(/21F9) 3  

転倒( 娘モーメント (tf ' m) 3(090)  0  3( 7300 )  
43. 900 

4(653.4020 )  

I也IJ : (tf / m' )) 44. 6 43. 0 (66.6) 

註) フレーム J也波応答解析. J也.! t i庄 E L - CE NT RO NS  
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図 4 最大応答変形角 ( レベル 2 )  



耐震安全性の検討

検討方法

図 3に検討フ ロー図を示す。本検討てな、現行建築基準法による

保有ノド平耐力に対する検討、およびJ也Eぷ佐答自判庁に基づく主l E 物の挙

動および損傷間支を把握する こ とにより、現状建物の師.J震安全性を

調べる こととした。

検討結果

レベノレ 2 地震に対する最大応答(111の一覧および、最大応答用問変形

角分布のーイ列を表 2及び図 4 Iこ示す。 これらの検討結果より、現行

建築基当地による必要保有水平耐力に対して、保有水平耐力が不足

している こし 下 層 階 の 梁および一部の柱では、レベノレ l 地震で終

局耐力に達 し、レベノレ 2地震で、かなり大きな塑性変形が生じ耐力劣

化 を起 こす恐れがあることが分ヵ、った。

補強設計

補強設計にあた っては、レベノレ 2地誌に対して過度な応答変形が

生じないよう に 既存架構内に銅版市Ｎｾ型 ｴ を増設すると ｴ もに、 ｴ ゐ ｫﾭ

応答変形時に柱、梁音11材カi"ifi H 力劣化を起こす こ となく、かつ十分な

変形性能を発揮するようにせん断補強をする こ ととした。

以下に補強ブア法の概要を示す。

1.  sf. 1口付き銅版同様壁の増設補 強

本布li 強 は保有水平耐力の向上を目的とし、基礎および基礎梁に過

大な地良H寺応力を発生させない こと 、重量増大を抑える こと、なら

びに建秒バ史用上の者11合などの理Ehより選定した。

鋼板前: 成壁の変形性能に追随て3 るように、開口付き鋼板市販壁

に ＱＱｾ り付〈既存架構の柱、梁部材をせん断補強することとした 。

2. 梁せん断補強

本有n強は、梁のせん断耐力ならびに変形性

能の向上を目的 とする。既存梁の外イJli Jにせん

l邸内市強筋を巻き付けるとともに、告1烈収翁首グラ

ウトモノレタノレで田市帽を増大させて補強した。

また、せん凶f補強筋は床スラブ? 民 j盈させ、

スラブ上端榔て帯鋼 U割安した。

表 3 実験計画の概要

市1{主 .. t験 f本 補強 U !， 実験閃 F 縮小唱

ｕ ， ｾ＠
日: と

銅版耐 ｗｕ ，ｾ l制11小 1/3.5 

も.y- L 町ｾ ｾＦＺ＠ l問1I . k

1企 GトL せん断補強筋 一般1足 1/1. 75 

Gト5 巻き 1・t l l Ti 去 知スパン1企 1/2.5 

せん断補強筋

トl CB- l  巻き付 11 1:桂、 1/2 

CB-2 鋼板補強1 : 法 グラウト l巨人

ト一一一一一一

CB司 3 エポキ川巨人

RO 

3. 炭素樹: 腕I i 強

木補強は柱のせん断耐力ならびに変形性能の向上を ｴ ｬＨ ｬｾｊ としたo

N仰t 七、 2 階』主の一部のみせん| 析l耐 j J が不足していたが、より市し、

骨庭安全性を得るため、応答変 ｊ ｉ ｾ が 上国 境的大きな ｵ 併 ＭＵ 階につい

ては、外面に面した柱、ならびに制板 同 Ｚ 陪 息宣カｩＢ Ｑ 収り付 いた ｷｬｾ ｬ ［ｦＮ 尉ｦｉ￬ｾｾＡ

t生を除〈キ主はすべて、炭素私財:W Ｈ以下 ｃｆ ｒｐ Ｉ によるせん ｉｾＩｲ 補強を

する こと とした。

確認実験

補強方法の妥当性を検証するために、 表 3 に示すように鋼板市花史

壁試験体 Ｒ 体、柱言ｾ食休 Ｓ ＱＺ木、梁試験休 Ｒ 体の実Ａ殺を行ーった 。

せん断力 Q! : 用111I 変形角または者1)材角 R! : の関係を図 5 、6 に示す。

1 . 関口付銅版耐震壁試験休

両前験体とも j門1111変形角が20x 10- 3rad. て。故大耐 jJ に達した後

耐力がやや低下したが30X Ｑ Ｐ Ｍ Ｓ ｲ ｡､ 不呈度の変 ｊ ｉ ｾＧ ｉ 全 ｦ ｩ ｅ を示した。最

大耐力実験1i宜/終J訂耐力計算値は1 . 08 と1. 23であり、周辺架柿と内

l滋鋼板前長壁の終日耐力を泉}J I比た終局耐力は安全側に許可H l iされた。

2. 柱、梁試験体

柱、梁両主t馬主体とも、音11材 JIJ が100X IO- 3rad まて'if iHh はほとん

ど低下せず、十分な' 変形性能を示した。

まとめ

今回の補強 により、 レベノレ Ｒ 地良 ｈ 寺の最大応 答変 Ｉ Ｑ ｾＱｉｊ が ＸＰＥ 干呈度

に減じ、柱、染架梢の変形性能力f大きく改善された。今1111の改修てや

は、市ず五割前虫のu.. カ寸こ耐久性I"H反ならびに機能改汗のための各種改

修工事がなされた。 これらの改修工事により* 建物に新たな息JI大が

吹き込まれ、今後も長〈大阪のシンボノレとなる こ とを念じる 。

に ん E う かずお Ｏｾ 的見 ｌ 州ｼ主 ｉｉ 築事務所椛 ｩｩｅ 古 ｾｉｬｾＩ

Qrrox 1  Qwu =  1. 08  

(al試験体 W- s

図 5 鋼板耐震壁試験体の Q- R 関係

liO 80 100 

R  ( X  lO- ' rou.1  

入

( Ru) c =  42 x  10- )rou.  

Qmax 1  Qfu  =  1.15  

図 E 梁試験体の Q- R 関係

Qmox  1  Qwu ｾ＠ 1. 23 

(bl試験体 W- L

Qmox I  Qf u =  1. 07 
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「大 阪 城 天 守 閣 平 成 の 大 改 修 / 診 断」

耐久性調査

永 山

はじめに

大阪城天守l矧「平成の大改修j に先立ち、当試験所では、大阪市

都市整備);;j からの11¥司i J l により延べ 3 回の調:慌を行った。 これらの前

六A は、天守|品l建物の「耐久性に関する調究J t  r耐震安全性に関す

る調究」から成り、当試WRJIJr内に設置された 「大阪城天守閣市: 限安

全性等制査委員会J ( 委員長: 粁林賞、京都大学名誉教授) にて、

調査計阿ならびに調査結果について、その内容が審議され、t耐冬の

「大阪城天守閣改修調査 その 3J の結果を基に改修工事の基本設

計が行われたものである。

本編ては、耐久性に関する調査の概要と補修工法検討の経緯さら

に改修 IA ; 後の補fl 鋭] 期信忠について述べる 。

耐久性に関する調査の概要

i耐久.'/"1:に|央lする 部l読は、平成 5年度に 「材料耐久性に関する子官111

調刻、判友6年度に「大阪城天守閣の耐久性に関する詳細百聞を

実施した。さらに、 これら の制究結果引ff まえて 「大阪城天守閣改

修司?附 その 3J により具体的な補修工法の検討および補修効よｾの

{ 確認を行い、改修工事に関する基本設計のための資料をま とめたも

のである。 ド記に 3段階を経て実施した耐久性調査の概要を示す。

予備調査( 平成 5年度)

ｩ 日 ［ ｬ ｾｾ Ｇ ム ｴ ペト ｉ ｾ ｉＺの Ｑ 食討に 必 要で、ある構造 ｦ 本コンクリ ート強 度をコアに

より制作すること、および耐久性

に ｬ 刻する詐ｾＢ刷査言 ｨ ｉＡＡ Ｑ を立案する

勝

i楽さが過大であり、 コンクリ ー卜中鋼材の今後の腐食進行が懸念

される 。

・さらに、外装イ土ヒげ材の詳M! 刷査、屋外面からの欽筋腐食制究、

補修工法に関する調査から成る、詳細調査計画を提案した。

詳細調査( 平成 6年度)

予備調査の結果に基っーき、天守|非l屋外国の外装仕上け守イ調査およ

び鋼材の腐食調査を実施した。調査実施のため、 81
1
皆回廊の一部分

とl 階入口に足場を仮設、またif:j 所作業市制干し、 t:. 。外装f土|二げ材

については、飾りｾ物 ・ 屋根関係 ・ 外壁ｼ銅係 ・ そ の 他に分類し、現

状の劣化 ・ 損傷状況や材質 ・ 大きさ ・ 取付方法ＨＭＭＭＭＱＮｩｾて ｘ 続 ｬ 透過搬

i訟を行った) 等を調べた。 コンクリ ー 卜中の鋼材の腐食については、

予備調査と 同様の手法により 5 筒所の位置て羽司材腐食の状態 ・程度

をf僻忍した。詳細馴究の結果、次の こと が明らかとなった。

- 屋外イJ!l lのコンクリ ート巾の鋼材は、 上凶i主的軽微な腐食状況であり、

屋内{J!l lの鋼材の腐食状況と大差なく、腐食原因についてもコンク

リー卜の巾性化j奈さが過大である ことが主なものである 。

- 飾り金物類は取イτj 状態が悪〈、欠落の恐れがあるため、すべて取

り外し、修繕および金箔張り替え等の処置後、安全かつ耐久的な

方法により取り付け直す必要がある 。

・銅版茸きの屋根は、コンクリー卜 A岡本 ・モルタル下I也の補修 ・整

形が必要である 。宣! 日版瓦は、十分な』ω平を保っていることから、

いったん取り 外 し、変形や破出の修繕後に再利J l lが可能である 。

ことを 11的として実施した。 なお、

コンクリー卜 '1
1
の鋼材の腐食調査

を犀|人110筒所において実施し、非

破壊手法による屯気化学的仲間位

表 1 大 阪 城 天 守 閣 の 補 修 工 法 に 関 す る 実 験 内 容

(1守然' ，G: fl . 分極J則元およびj夜抵

抗) を illl 院した後、推定された腐

食状i比を必に、同日Jrでの lまつり調

介j こより鋼材腐食の状態 ・f! EJ立を

(lJff認した。 (・ii市調査の結果は、次

のとおりである。

・コン クリ ー卜 の 圧 縮 強 度 は

90- 293kgf/cm'  ( 平均 f直: 162 

kgf/cm'、標準偏差: 68kgf/cm') 

であり、コンクリー卜の品質の

ばらつきが大きい。

• J毛|人JfJll Jのコンクリ ー 卜の小性化
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》ぞて

，J¥験( 4) =の

n。ι、
l'ト

ｾｉ￬修仁 ｩＭ Ｑ ，

の 種 別

ｾｉ￬修 ｩ 去の

d事

Ｂ白 ｈｉ 困 Ｇｲｾｊｔｉ

鉄 筋 防 食 効 果 確 認 実 験

- 試 験i本は干l 筋コンクリート

(10  x  10 x  20cm) 

Ｍ コンクリートは取化物ｾＡＡｦ，浪人

， '1' 性化深さは鉄筋位位以上

( 促進 '1' 性 化 を実施)

- 試 験f本数 9  f本

- 無処理 3 (1): 

.  ' ; ¥1気化学的ア j レカリ( ，t 'j .  r法: 3 ( 本

Ｇ ｩｊｉ 布淘 ｬ による ｾｊｪ 食工法 3 (.j>: 

促進腐食後生

[ill 澗 40℃ 1 0 0 % ]

乾 燥 60- 80'C 、30- 40%

①鉄 筋 の ＱＧｉｾＡＧ［Ｇ［ｕＺ ｦ Ｚｲ ' 分 極;11抗 ・4削正

抗 の 経時 変 化

② 鉄筋 の 腐 食 l耐1 ' ( ' 腐食i成i lI

③ コンクリー卜 の化' 下分析

Ｍ アルカリ ｪ 制夜や塗干 Ｑ［ 斉 ＱＱ 成分の ｩｲｾｬ ［支

分イli

， p H の 分イ'1; Ｈ塗イ ＮＱ［ 剤による ｾＩｪ 食工

法については、補修後 3 ケ )1 '  6  

ケ川 ・9 ケ ) 111年に分析実施)

コ ン ク リ ー ト 環 境 確 認 実 験 現 場 施 工 実 験

ノミギ1' 1器l主I ! 物からコアを jtJ 収

， i V!X数 9 (4， 

， Jtl 外 1附l何l"l/ft の 宮 本

， jtJ! x. f ; 去は久吃.ft 生

， 1'>1内 : 5 防111・1(の 峻

ド記のそれぞれを Jtl l人J ' 局外で作

- 無処喫 :  3  (.j>: 1  f'.'¥1¥昨( : i 1' 6 筒} 好)

.  '，11気化学(I(j アルカリi - t 'j . W，: 3  (本 - 無処1111

.  ｪＮ［主 イ ￯［ｭ によ る ｾｊｪ 食 二 ｲＮ､ ， :  3  (，本 .  Ｇ［ｬｬＺｾ｜化学的ア ｊ レカリＱＭＱＢ｝Ｎ G去

. 1金イwmによ る防食 仁法

- 恒 I且恒i以後'1:

， IJ ，! 地の1' 1然 環til

(20' C、65%)

コンクリート の化乍分析

Ｍ ア ｬ レカリ溶液ゃれをイ ｭＧｩｬ ｬ 成 分の ｩｫｾ

度 分 布 鉄筋近傍にミニセンサを上 ｾｌ ｊｴし、

， p H の分イ'1; ( 喰イ1; 商11による防食 鉄筋の自然Ｇ［ｉＡＺ ｦ 立 ・ 分級抵抗 ・ ｪ 削 ｪｾ

仁d，については、 補 修 後 3 7' 抗 の 絞IIS変 化

)1 ・6 ケ )1 '  9 ヶr! 1I ; ' j ' にう}fJj"j"

施)



- 外壁面は、経年劣化 ・損傷の平副Eが 『大J i : 判断され、仕上げ、モ

ノレタノレの孝Ij 離 ・最| 路の進展が今後とも懸念されるため、屋外イI I

げモルタルは全面撤去し、新たなfはげ材料により剥落防止策を

講じた上て施工する ことがよい。

改修調査( 平成 6年度)

中|主化が進行した コンクリ ー トrll の鋼材の防食対策としての補修

法を検討した。具体的には、 これまでの補修実績や研究成果に基

づき、防食性能ヵワ羽待できると忠われる、屯気化学的アノレカリ付与

法および塗布剤による防食補修工法の 2工法について、 表 1 にi I'

す実験によって補修効果を検討した。調ff の結果、両工法ともアノレ

カリ性が失われたコンクリート ｉｉ ｾ ｉ の鋼材の防食環境を整える効果が

石信忍された 。 すなわち、電気化学的アルカリ付与工法は、短 ｾｕ ｊｬＺ｜ｊ に

鋼材問問のIt' 性化したコ ンクリ ー卜 のアルカリ性を回復して防食環

境を整える 。 また、塗布剤による防食補修工法は、 コンクリ ー 卜'1
1

に徐々に ｾ Ｑ ｅｻｩ百 般イオンが浸透して、鋼材表而を不動 態化し ｼ坊食Ｚ￟［Ｇ ｬ Ｎｲ ｽｬ

I f 整える 。以上の調査結果を踏まえて、天守間建物の耐久性を確保

するための補修工法( 案) i : して、次の| 刈号与を提案した。

- 外部補修

屋外の全面( 鉄筋 コンクリ ート 造の外壁および垂7悼平のフ。レキ

ャス 卜鉄筋 コンクリ ー ト造音I1材) を対象にして、電気イヒ学的アノレ

カリ付与工法および ｻｾｉｮ 制り ｉｊ ｾ ｌｬ 二 イ ー Ｑ ＺＺＮ Ｎｌ ｬｦ 工 ｩ 去を施す 。

.  JI' J音11補修

鉄 'li1鉄 筋 コンクリ ート 造柱および1誌を対象にして( 今1ｾｉ ｉ の改修

工 Ｔ ｪｾ て而呪胡削愈を施す音 Ｑ Ｑ 材は除＼Ｉ、可 ｆ ｦｊ ｬＧ￭ 酸リチウム塗布による防

食補修工法を施す。

- 補修効果のli'(Ii1. !.?，

天守|品l建物の今後の品! 備保全に役立てるため、現場施工} 尖4!験検てで

♂ 

笑施した折補11修効果の引f筒鼠

筋仰! 腐寓食モニタリンクグ手をを針?汁t継挫続してで，夫ぷ施すす- ることカ望ましいL 、。

防食補修工法の検討について

"，性化が進行した コンクリ ー卜 "1のIljj 食補修工法の選択にあた っ

ては、補修刻 ｊｦ や研究成長ｼさのｻ也、制 ｬ 銃 ｉｊ 刺締忍 ｬ こ 要する ｾｖ ｊｬ日 ｬ や ｨ ｩｉｌ仁

管理の確実性をも考慮する 必要があった。すなわち、軽微ながら既

に腐食が進行している鋼材に対しては、なるべく早期( 改修工，; j¥..JUJ

!日1内) に防食効果が発揮されることが望ましく、特に屋外而に つい

ては、部分的てあ っても再度の補修エギが困難であることから、胞

工管理カ' 1 i 在実に行える工法を提案する こととなった。

屋外而の補修に屯気化学的アノレカリ付与工法を選択した理111は、

アルカリ付与の! 点I 1J . [ がlリj快であり、 5  - 7  n  IrtJ のjill 屯処司リ羽川てア

ノレカリ性[ i I ! 1以 f完了し、施ココVJI :1J
1
1

1
に検剤師忍できること 。 さらに、

付与ーしたアルカリ成分の化学的y: 定度がI: ':j < 、長JVJl i¥Jの|幼食効果が

期待できるためである 。

尾内而については、明羽に補修効果を発揮させる緊急度カ唯主人Hピ

ある こと。 また、作業粂i ' I " が良い こと から入念な施工i : ＡＧｾＺＺ瑚が実施

て3 易いため、左n的な補修工法を選択した。

改修工事後の補修効果確認

改修調査における現場施工実験の際に、 当試験所が|剣先したミニ

セン サ ( コンクリ ー卜' 1
1
の鋼材の屯気化学的特性仙を測定するセン

サ) を鉄筋近傍に埋設し、鉄筋腐食モニタリング? 夫胞した( 写真

Ｑｾ Ｓ 参 照 Ｉ 。 こ の ミニセンサは、 長 ｊ ｴｴ ｬｊＱ｜ｊ使 ｊｔｉｮｦ 能であるため改修正

事後の補修効果持あt状況をモニタリングするのに役立ててし、る 。現

在は、 当言t験所のコンピュータによ って現地の腐食モニターをモデ

ム通信て'i lil!1J ! I し、数H刊リI: ¥J 隔で|土l然屯位 ・分極低抗 ・液.J lf抗をiWJ定

しあt けている 。

あとがき

「平成の大改修J li 、-:. jc前の調147カヨら足掛け 5年を要した大Jjc業

て、あ った。 大阪市長ｉｉＧｲｉ￯控 Ｑ ｻ， ＱＱ 同を始め、 設計、監ｊＧＱｾ、』 ι｛Ｈ こ携わった

各位におかれては多大な苦労があ っ た こ としあらためて ｩｾ Ａ､ むを表

します。 当試験所においては、 このプロジ. エク 卜を通じてコンクリ

ート 構造物の耐久性や補修効果について、鉄筋腐食の観1i1.から.u，・f本

ｲｬｾ ｊ に モニ タリングする技術をキ Ｉ ｊ めてｊｩｬｬ ｭ し、 鉄筋腐食遠隔モニタリ

ングシステムを IJ ト11eする ことができた。 この制ft手法によ って、引

.{J-:も 天守|非l建物の布Ii修交IJ! 扶持続状況モニタリングを実胞しており、

今後長らく兄リ長り番の役 日を担ってゆく f 定である 。

( ながやま まさる/ 腕 11 本企II 築総イ干試験) ;)r材料試験宅市民( ¥: : I 'V')

ネ 1 永111 1降、1I 1-! .t ｉＡ ｉ ｔＮ、谷ｩｉｉＡ，ｾｴＺｦ ｴ コ ンクリ ート， Ｇ ， の ｬ 肉 食モニタリングｊｬ ｊ ミニセ ンサーの 必

似の性能にｼ刻する ノ ド依 ￬ＨｾＧＩ 坊主、 日 本法築ＧＧＧＯ］会桃込系論文相 ＺￆｻＧ ｩＢ Ａｴ、 ｎ o. 510. pp23- 28.1998.8  

写真 1 南門の庇の垂木 写真 2 垂木内の鉄筋近傍にミニセンサを埋設 写真 3 鉄筋腐食遠隔モニタリング装置
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「大阪城天守閣平成の大改修/ 設計J

設計にあたって

古 田 重 治

はじめに

それは 13 KJ か らはじまった。平成 6年の梅雨の頃だった と記

憶している 。だれもが一回は訪れている市民に親しまれた大阪城天

守閣を訪問することにな った。

武士のたたずま いをイメ ージする全容は、間にかすんで見ること

ができなかったが、桜門より近づくにつれ「汚れて いるなあJ ( きた

ないなあ) 、大門( 玄関) から エ レベーターホーノレへ 「く らいなあJ

そして「くさいなあJ、臭いには本当に驚いた。大阪の真中てや“ なん

てやねん" 、これが梅雨の日の印象であった。

大阪城天守閣は大阪の文化 ・税光のシンボ、ノレタワ - 1:し ての側面

と、歴史博物館としての側面を併せもつ大阪の象徴である 。昭和 6

年に建設され60余年が過ぎ去った今、建築齢100年をめさ「しし、つま

でも、市民に緑青の城として生きつづけることを願い、 13 KJ を解

消することを基本理念とした。

改修の 5項目

1 . 外装改修

2. 内装改修

3. 構造補強

4. 設備拡充

5. ノザア フリ ー対策

外装改修

「昭和 6年建設当時の姿に戻すj ことを基本 コンセプ トと する 。

1. 屋崎銅板瓦はー剛放去 し、 屋根防水施工後再l[ )( 付する 。

2. 外装及びjli干天ぅ十! ニのコンク リート面にアノレカリ回復処理主? 行ーった

上、ピンオ、ッ 卜工法により下地処理とし、漆l喰仕上をする 。

3. 外部挫具は、既存建具を全て撤去 し、カラーステン レスサッシ

にて更新す る。

4. 筋金物はすべて→刷放去 し、 素地調整の上、金箔押しを行い、

再度取り付ける 。

内装改修

「現代の視点による構築」を基本コンセプ卜とし、観光施設とし

てはもちろんであるが、重要な歴史12月例官としてふさわしい内容を

整備することに重点をおく計画をしている 。

意匠的にも新しい視点を持ちながら、大阪城内のさ まざまな古建

造物と 共振する大阪城ら しさや、 11古格を持ったデザ、インとしている 。

言十画にあた っては、

- 大阪城と秀吉に関する )1文j龍品をjlilh とした本物の歴史資料を展示し
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知的啓発を行う場とする 。

・歴史的文化的文脈守も含め、さらなる理解の深められる場とする 0

. 歴史資料の調査 ・収集 ・保存 ・研究を行う場とする 。

・公園の散策や大阪の街の展望を楽しめるとともに、大阪城を訪れ

た人々に魅力ある施設として心に残るような場とする 。

主要各部の計画

展示空間

・展示ケースを四方に配し大人数の観覧者を考えた左回り却』線を明

石在にする 。

・紫外線による展示品の劣化防止のため自然光は遮断し、人工照明

によるランプのガラス面への映り込みを防くや間接照明主体の照明

計@Iとする 。

・さまざまな展示を可能にする展示ケース群を設置する。

収蔵庫

- 賞重資料の収j歳を前提と した性能を設定する 。

・木質系の特殊調湿繊判針反による内装により湖支の安定化 を図る 。

また金属系の不透iill! J習によりアノレカリの侵入対策としている 。

. 24時間の直接空調を図る 。

Ｍ 外周期 ｾ ｩ Ｚ木は空気層ぞ配して設置し ｴ 鰯五万、スの透過を防ぎ、気密性

を保持するためにエポキシ系の塗材を 内側に使用する。また断熱



層を外側 に設置し空気の安定に努めている 。

共用部門

- エ ントランスホーノレ

大阪城のエントランスとしての風格を考え花岡石 ・オ 噂 吋 滅

的にデザインし、施設への期待感を高揚させる柔らかし、光に包ま

れたものとしている 。 (写真 1)  

・5 ・6 階ホーノレ ・回廊

回廊のある緊張感を持った吹抜に本丸の書院を? イメ ージさせる

格天井を対峠させ、その華やかな装飾のきらびやかさを現代の照

明のきらめきに置ち換えて空間を豊かにしている 。展示によるジ

オラマ等と連動して大阪城への興味を引 き出せるような魅力ある

空間として計画している 。 (写真 2)  

・展 望 室 ( 8階)

四方が開口音I1 となる外部との: @. 続性の大きし、空間であるので、

内部の要となる美術陶板壁を二方に挿入している 。

大阪城に |主lわるテーマを持つ装飾壁としてメッセ ージを託し、

またスライド形式の展示装置を組み込み大阪の今昔に関する情報

をサービスすることとしている 。 (写真 3)  

設備拡充

- 熱.il京機器の設置は、特別史跡、である天守閑周辺にむやみに設置す

ることがで3 ないため、天守聞東側石垣と隣接する配水池との聞

の上国交的人目につきにくいスペースに中央烈ゆ京の屋外械のみを設

置し、個別熱波の屋外般に関しては、 中 21慌の設備回廊に設置し、

機器から放出される羽|棋を「狭間j から屋外へ強制排出するシス

テムとして、人目を忍んTご計画としている 。

・躯休のアノレカリ 化工事にともない、竣工後しばらくの問、館林lの

空気にアノレカリ成分が含まれる ことが予想、されるため、これらの

系統には、高性能フィノレタ ーの他、アノレカリ |吸着フィノレタ ーを設

置 し、収蔵物、展示防をアノレカリによる変色や劣化から保設する

よう考慮しである 。 また、大気中の窒素酸化物、 J賀茂酸化ti! J なE

からの保設のためにも、酸性l吸着フィノレタ ーを設置している 。

- 排水は、既存天守コ|品lの場合、便所が石垣の天端より低い 1 階にあ

り、便所下部のピッ ト内に汚物 ・汚水をl! 'r留したあと、ポンプア

ッフ。てや石I町 二官11まで鴇げ、 自約束下てい外部j判 制i に流入させる方

式をとっていた。そのため、館内に悪臭がしたり、 「くさい」、バキ

ュームカ ーで汚物の引 き抜きが必要で、あった。今回の改修てや便所

を 2 階に設置したことて¥汚水 ・汚物を館内に貯留する ことなく

自然流下て、排出できるようになり、悪臭、メンテ ナンス上の問題

のifJ平洋j を図っている 。

バリア- フリー対策

- 天守閣は近代建築であるにもヵ、ヵ、わらずエ レベーターは 5 階まで

となっており展望台のある 8 階へは急勾配の階段であるため、障

害者や高齢者は展望台へ登る こと を断念していたt主主撃があった。

既存の、 エ レベーターは 2基あり、展望台の屋根裏に樹減室を設

ける ことにより l 基を 8 階の展望台まで延長する こと として いる。

写真 1 1階大門からヱン トラ ンス ホール望 む

写真 3 正面の絵は錦絵を基にした陶板( 8 階展示室)

また 外 部についても、天守 Ｒ 臨 ｾ ｉ 石垣レベノレまでのアプロ ー チ用と

して小天守台西側 に屋外用エ レベータ ー l 基を設置している 。

まとめ

歴史的建築物の保存 ・改修にカ、ヵ、わって( 天守閣改修前に大正H寺

代の練瓦造，建築物の改修にたずさわる) 、 これらの建築物の再生カ河I

能になったのは、空間祁』造カ市'(i UI されていた ことと、シンフ。ノレな村j

造、そして物理的なゆとりがあったから、新たな機能付加を組みこ

んで迎る ことになったのだろうと考えている 。

( ふるた しげはる / (拘束州| 主J ! 築事務所設日|謀長)
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「大阪城天守閣平成の大改修/ 施工」

炭素繊維による補強工事

谷 口 貴 昭

はじめに

阪干11快路大浜災以降、建物の地震に対する安全性が注目されるよ

うになった。 そして「建築物の耐慌改修の促進に関する法律J が施

行され、建物の恥I設改修が行われている 。その改修のーっとして RC

造建物では炭素制約二接着樹脂( レジン) を含浸させながら楠1姉 11

住にM るCFRP 保素晶織強化プラスチック) 補強力 f採用されるよ

うになり、大阪城天守閣「平成の大改修J においても柱の補強材( 写

真 1 ) と 床版の附口補強( 写真 3 ) に CFRPが採用された。CFRP

li 鉄と比較して荷担主改修材料としての次のような魅力がある。

①lEいので、重僚の入らない狭い; 場所でも施工可能である 。 また施工

後の荷重増加がほとん E なし、。

② ｉ ｾ Ｎ ｪ 強 度なので補強材断面が小さく、施工後の部材断面寸法の変化

がほとんどない。

③炭素級紙似まハサミて明断でき、樹脂で政治二するので溶接等の火

も使用せず、施工が簡単である 。

④施工後は錆びの心配がなく耐久性に優れて L 、る 。

本［ｦｩ ｜ｾｪ で ｬｩｃｆｒｐ 補強の材料、 ｢ 包工、補強のろ羽犬について相拒要を ｩｦ ￚＧｴ

艮改修の面を '1
1
心に紹介する 。

材料の種類

CF RP補強に使用される 主な材料は炭素繊維とレジンである 。

ｃｆｒｐ 成 ｊ ｉ ｾ 、核計二のレジンは 一 般にエポシキ樹脂が用いられてい

る。 これは繊A: fJ jへの合法性、刻現; 性、接行| 主、機械(1'，)'tM1 : 、経湖生

などのバランスそ総合的に考慮するとエポシキ樹脂が最も優れてい

るためである 。

炭素繊 ｩ 財料は現在のところ次のようなものカ ｦ 倒 ｾ Ｚｊ されている 。

炭素繊維シート( 写真 1 )  

炭素級紙 ｼ 主のフィラメン卜を 一 方向 ＨＺｾｊｸ き並べてシ ート 状にしたも

ので、根げ米な加工により糸がぱらけないように敷き並べたものと、

写真 1 炭素繊維シート 写真 2 炭素繊維ストランド
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術物タイプの 2手掛買がある 。CFRP補強で広〈用いられている材料

であり 一 弥生的なものは単位耐Ｇｩｾ 当 りの炭素糊塩立Ｈ目付Ｉが ＲＰＰｧ Ｏ

所、 ＳＰＰｧ Ｏ げの Ｒ 種類が多〈イ却ｾｾされてｾ， J.， 。一方、最近では400g/

m'五Uニの高目付のものが出始めている 。

炭素繊維ストランド( 写真 2)  

炭素枇維のフィラメン卜を束ねて束状にしたもので、施工は専用

の機械を用いて炭素紘雌ス卜ランドへのレジンの合浸、部材への巻

き付けを行う 。樹戒を? 用いるので CFRPの品質は均一化て3 、炭素

繊維の目付量も調節できるが機械設置のスペースが必要である 。

C F R P成形板( トレカラミネート工法) ( 写真 3 )  

炭素繊維をフりレトノレージョン法により一方向に号 |き揃えて板状に

成形した成形板( 幅50mm、厚さ 1 - 2  mm) て二主に荷宣言喧過による

梁、応阪の曲げ補強や壁、床板の新設開口の補強に適用される 。必

要な強度になるように貼り付け11¥j 隔を設計し、締バ犬 lこ貼り付ける 。

プライマ ーは基本的に不用であり、接着はパテ状のレジ. ンを使mす

るのでＧｾ下のような上向き作業ていも垂れる こ とがない 。 またＡ却 ｼ 対反

の単位而和重量は 1， 200- 2， 400g/  m' て" 炭素繊維シー ト4} 百以上の

引張強度を持つ。

建築で使用される材料の特徴

建築の市 ［ ｊ 震改 ｻｉｾ て 主 に仰羽されている炭素樹 ＺＱ 主シートの引張強度、

ｾｬｰ ，性率を 表 Ｑ に 示す、 ｉ ｾ Ｍ ｉＧ＠ J強度製品の引張強度は鉄の降伏強度の10倍

以上である 。炭素繊維は l 木の直経が 7- 10 ミクロン程度である

が、レジンを含浸硬化させて外力を全炭素繊維で負担できるように

することで高い引張強度を得ることができる 。 よって同じ凶訂耐 Ｑｾ の

CFRPであれば炭素樹:tt の量が多いほど強度が高いことになる 。こ

の炭素繊維の量は繊M恰 有 率 Vf て表される 。

Vf +Vr =100 

Vf: 繊細材員合有率 (%)、 Vr: 樹脂f材質合有率 ( %)

建築で使用される CFRP の Vf は20- 30%程度であるが、その他

写真 3 C F R P 成 形 板



の分野( 航空機、ゴルフシャフ卜、釣竿など) てや使用されている

CFRPの Vf は60%J : J j 二て、ある 。このことから建築ではレ ジ、ンを多

fl-Jし、 CFRP強度lはi 断而1柏2賞1の答羽訓|リl りに小さい t いえる 。Vf カがf低いの lはま

CFRPの成1形f} 方法に原因カがTある丸。建築ててで、守冶、

ｻ刊＿ 主喋 諜業二員の手てでや暁閣成闘 Ｗ形 ｉｾ ヲ外されるレノ、ンドレイアツフプ 弐官法カが ｦ株奴用されてれし、る ι 。 こ

のブ方7法は作業カがす筒単ててで、' ' 1. 、f低且コス卜てでで、" ああるカがf、Vf カf低くなり品質のば

らつ きが出やすくなる 。建築のJM工対象である RC部材は断面形

状、配筋力 ｦ 位置や階によ っ て奨なり、必要な炭素織ｾＺ附有強註が奥な

ってくる 。 また コンセントボ‘ ツクス等の埋め込みがあるなど部材ご

とに手作業で成形する方が柔軟に対応しやす L、。 このような理由か

らハンドレイアッ フマ去が主流である 。

ｾＡｩｩ 性 率は高強度製品で欽と 同 等 であり、高 ｾｪｩ 全性製品では鉄の Ｒ 倍

五 μ 二 と大きい 。 高強度製 ， Ａｩｪｾ ，Ｍｲは秘Ａ回数が多くなる場合に ｾＧｾｾＡｩ ＱＮ性製品

を使用して積層数を抑えることができる 。 一 散 ｴｬｾｊ に建築の ￎｲｵ ｴＧ ｩ 主改修

て。は73強度製品の300g/m'日付シート を 5層別i りまでで短柱のせん

断破壊を山げ破波に変えることができ、また ￯･￮ｾｬｾ Ｎ 性製品は市強度製

1221に比べて新しい製Zt であることもあり、現在のところ建築での採

則は少なし、。

施工上の留意点

CFRP補強の施工の流れを図 1 に示す。 簡単な施工て不fi FJ11効果が

特られる CFRP補強であるが、ポイン卜を押さえた施工を行わな

いと設計どおりの補強効果を符ムら れない こ とがある 。

第 l のポイントはコンクリート躯体表面を整えるこ t である 。 I! !. I

，n，による CFRPへの局部的な応力集中を避け、躯f本と の核者性を

日める目的て基本的 lニイt J _:_ lf材は除去 し、 A岡本表面はケレンして汚

れ、レイタンスを取り除き、 ilJI 類は) j ji! J旨する 。段差 や欠.m脅11はパテ

状エポキシ樹脂て干f I j 修して段発 が 1mm 以内 lこなるように. I j Zi' ['l'( ニイ:1二j二

げる 。 地 震 ｈ 寺に ｃｆｒｐ が損傷、争 ｉ ｊ 肉 ｷ しないように出 Ｑ ｾ ｉｊｬ 、入附は ｒ イ Ｚ ｬ Ｚ

J '. げ' 0通常 R= 30mm) をJMす。 これ らの作業は CFRP施工後のイ_Uて

がり状態も左右するので慎重に行う 。

第 2 のポイン卜はプライマ一、レジンの扱いて、ある 。樹JJ 旨カ司i j l ! 化

街 ￎＩￎ 定の強度を発揮しなければ訴 ｩ 十通りの ｃｆｒｐｾ 創立は何られな

い。樹脂の調合は必ず秤を月 J L、て_IE慌に行い、均質になるまで二卜分

に舵件する 。施工は可倒l寺山 を厳守 し、般討ヒを妨け万低irl ゃt，oji 毘な

邸境( 気温 5

0

C以下、温度85%以IJ -、雨天及び結露の恐れがある場

千りでは』包工を行わない。 プライマ 一、レジ、ンは夏用と冬mがあり、

表 1 炭素繊維のシ ー トのグレー ド

伸¥〈k性¥g 中、d ¥広 、拠k¥g出展M¥}¥ 旬 20000 25000  30000 35000 

2  .35 X  10
6  。。

4. 0 X I0
6  。。

5.0 X 10
6  。

6. 0 X 10
6  。
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処
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i即支一可イ'a時間の性能が異なる 。また、低温、高湿な環境てやは MMA

( メチノレメタクリ レート) 樹脂が使用される場合もある 。硬化後の

性能はエポキシ樹脂と同等であるが硬化速度カキ〈可倒時11¥1が短い。

第3 のポイン卜は炭素地維へのレジンの含浸である 。大きな引張

強度を得るためには炭素繊維をレジンて互いに結合させる必要があ

る。健全な CFRP を作成するにはレジンをゴムベラ、合j受ローラな

E てや炭素手制仙二十分に合浸させて繊維 I:IJ の空気を追い 出 し ()JJi 泡)、

硬化させる 。高目付の炭素枇維シートを施工する際I . : J : JJJii 包後ある程

度 時聞を置いて再度) j 見泡を行う 。

C F R P 補強の現状と今後

CFRP は炭素繊維方向 l二日ぃ引張強度が期待できる材料である 。

よって CFRP補強は炭素繊維の貼り方によって補強機能力 f契なる 。

部 榊lli 方向と炭素樹: 住方向が平行になるよう貼ればllll げ強度が向

上する 。 RC音I1材の主筋に相当するが、圧縮力は負担ていきなし、。

昔11榊 IJI 直角方向に炭素樹: 住を貼る、または巻き付ける場合はせん

断強度が向上する 。RC部 材の，肝筋に相当 し、鉄筋同様に閉鎖型に形

成することを基本とする 。荷重負担による部材のはらみを111J 束て3

るので椴性が向上する 。

す似の ｃｆｒｐ による ｩ 骨股改修は壁が付いていない柱 ＨｾＱ ￻ｌ 性Ｉの

似性 ( F指ぅI巣) 向上を目的に柱のせん回f補強に使用される 。耐払む二

の弱点になり易 いピロテ ィ音11の柱に採用すれば、十分なー腕性の向上が

期待できる 。 しかし実際の建物で独立柱はほんの一部でしかなく、

他にも 壁がっし、た柱、梁、市担挫などの師、践要素カ滑泊二するが、 こ

れらの CFRP によるせん凶f補強方法はまだ一般化されていない。

また強度 ( C指棋) 向上に使用する労法も同様である 。せん断補強

は CFRP による部材の拘束を、 Ill lげ補強では CFRP の付名、定析

をどのように確保するかがポイン卜になる 。適用範囲を広げること

が今後の課題である 。

おわりに

CFRP による補修、補強は補強効果、胞工性、工期利時旧三ι '1:1

を含めたコストて有効であるので広〈採用され、少数であるが木造

古建築にも使用されている 。今後は数多く行なわれている研究の成

果から適用て吉る範囲が広がると忠われる 。 また軽量て和|久住tに優

れたこの材判は新築の材料、官I1材としてもキIJ用 されると考えられる 。

(た lこf ち たかあき / JIi ν (的 A C M技術書10
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図 1 C F R P 補強施工手順( 炭素繊維シー トの場合)
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梁・壁耐震補強工事

西 楽 知 治

はじめに

Eおjt 以後、恥慢訪問皇工事が盛んに行われており、現有二lこ至っては

多種多様な補強工法が開発され、さまざまな用途の建物にもその技

術が活かされている 。今てーこそ社会に知れわたっている 「耐震補強J

であるが、 その先駆け t なったのが大阪城の大改修と 言ってもよし、

であろう 。

その大阪城の大改修において、当社は主に①既設の梁を拡|幅する

梁せん断補強口::. 41:;; と②開口付慨謹を新たに設置する鋼製恥信越増

設工事の 2 つの補強工事に携わった。 これら 2 つの補強江事とも、

大阪城いづ特殊な建物放に多 くの問題が生じたことは言 うまでも

ないが、本杭てやはその中のいくつかについて述べる ことにする 。

梁せん断補強工事

本工事は、既設梁のせん脚f補強を鉄筋、 フラットパー及び告制対宿

モルタルを用いておよl隔するものであり、 その施工手順I . : J : 下記の通り

て、ある 。

① スラブのコア抜き

②U 型鉄筋の組み立て

③ フラットパーの取り付け

④U型鉄筋とフラッ トパーのj矧妾

⑤型枠

@浮!¥¥:.l ISl . 縮モノレタノレ打設

ｪｩｌｪｪｊｊ 「「 Ｑ斗 ｾ ｂ Ｕ Ｐ I  ｾ＠ 1， 1げ110l d刊1川Ol dハj ｾ＠ 1. 1げ1刊γ 0

三

一t甲明刊刊F1F伊円円円1却却却押肝削臨酬H: 削H伊 吋t1「1才F:--王一
:三-日日三王日三日:三王日三王日

-._-

は旦」

5.  454  

補強の対象となった梁は、 l 階から 4階までの梁166ヶ所で、延べ

長さは658 .5mにも及んだ。梁は図 1 に示すような長スパン (L =

5，454rnrn) の梁と短スパン ( L =  2， 151rnrn) の梁に大別でき、

の梁ともハンチが設けられていた。

E ちら

大阪城は、昭和 6年に建設された建物であるにも関わらず、 f土仁

げを撤去し顕わになった コンクリ ー卜に は豆板等はほとんど見られ

ず見事に打ち込まれていた。 しかしながら、梁の現況寸法は全て違

うため、梁は下記の住置について全数調査する こととし、 その結果

を基に標準の梁l隔、梁せいが設定された 0

・梁せい( 中央官[13 箇所、古前日 2 箇所)

・梁l隔( 中央部 3 簡所)

・スパン長( 柱の内々寸法、ハンチ部の長さ、中央部の長さ)

- スラブ! 平 ( 4 箇所ー)

・スラブ上iまつり深さ ( 6 箇所)

これに加え、 スラブ筋の配筋状態等不明な点もあり、 U型鉄筋の

組み立てまではかなりの日数を費やした。 しかし、その甲斐あって

U 型鉄筋およびフラッ トパーのほとんどはロスなく旬調できた。

次に、 U型鉄筋の組み立てて、あるが、図から想像すると 一見簡単

そうに思えるかもしれないが、改修11寺は当然足場が設置され、更に、

スラブの仮受け仕保工が立ち並んでーおり、工Z附] . 当者日〈 「四角い

ジャングノレj の中での配筋は予想見L 仁に難しく、梁下に壁カ f付いて

いるようなタイプ( 例えば、階段室 ・エ レベータ一周り) の梁の配

筋に至つてはまさしく 「重い知恵の輪J であった( 写真 1)。

U型鉄筋とフラットパーのj樹妾を終え、型枠が設置されるい、よ

いよ$，1μ|矧昔モルタルの打設であるが、この補強工事の施工が、 7 ・

8 月の最も暑いH制御と重なっていたこともあり、 この先叫対街モノレタ

ノレの打設こそが、 この補強工事において最も 問題となった工程てあ

った。特にその年の夏は暑く

ｾ＠ /  

( 思い過ごしかもしれないが) 水量補

小架l ! J l 合部のみFB-22 x  100( 5刷 90)

2 - 3F  FB- 16 x 65 0250(訓 490 )

4- 5F FB-1 2x  65 0250(訓 490 )

7  

小採取合 忽のみ 032(S0390)

2- 3F  022 0250( 50390) 

4- 5F  019  0150( 50345 )  

図 1 梁せん断補強図
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写真 1 U 型鉄筋配筋状況

正てやは限界があると考え、木工事て''!i 7j( ! : . ドライアイスを用いて、

練り i毘ぜ7) ' <を 20'C管理としたばかりでなく、 「高速ミ キサーJ までも

出来る限り低温にした。 また、全ての抑|賄白モノレタノレの打設時間帯・

を午後 6時以降ーとし、日 中の暑い時間待を避けるよう に した。

銅製耐震壁増設工事

現在行われている耐棺註壁増設工事のほとんどは通常 R C造である

が、木工事は鉄骨を使用した|井! 日付きの銅製両:陪忠霊増設工事である 。

その施工手順を下記に示す。

① スラブの コア抜き

⑫百:臨 壁{反主主lみ

⑩ O' 限壁本組み

④既設 SRC柱 ほ:股壁との制妾

⑮封岡銀巻き立て

信浄.制対宿モルタル打設

⑦錆止 め塗装

施工範囲は梁補強工事と 問機、 l 階から 4 階まで大梁をはさんで

述結し、各階東西南北 に4枚、合計16枚の耐托盟主を設けた。設置位

-
N

国

図 2 鋼製耐震壁補強図

置は大阪城天守閣の中心部分に均等 に配置され、イメ ージ的には、

これら 16枚の両‘ 殴壁全体 で 1本の大黒柱的役割を果たすとの こ と

である 。図 2 に銅製耐震壁補強図を示す。

鋼製両: 陪謹増設工事におし、て最も問題となったのは匡|からも分か

るよう に前長壁の大きさである 。 l ヶ所当たりの前長壁の重量は、

5. 6-6. 2tonであり、当然ーイ本てゆ搬入は不可能であり、 12ピース

に分割 ｊ ｦ￟ｾ 入後 、 それらを ｬ 枚の冊、臨壁となるように組み 立 てたＨ 写

真 2、 3 )。 しかし、いくら分割したとは し、え l ピースの重量は五わた

で460kgあったため、鉄骨は一度150 t クロー ラークレーンにて作業

構台 に仮置きし、その後ウインチを利用して天守閣内にf自2入する方

法を採用した。

まとめ

厳 しい施工条例二下てあ ったが、事前の関係各位の ご指導と現況調

査が、満足のし、〈品質に ｦ 土 上 げたのではないかと、御 礼 をＱＧ ｾ Ｑ し 上げ

る次第である 。

リニューアノレした大阪城に足ぞ踏み入れると、 全 くとし、 ってよい

ほど補強した形跡は兄られず、大阪城の歴史を示す展示 ｾ ｊ !:. 燈びや

かな装飾で飾られている 。補修 ・補強に携わっているものの宿命と

はいえ少し寂しし、気持ちにもなるが、 50年、 100年後には、大阪城の

歴史に刻まれた この 「平成の大改修J に我々も携わった誇 りを持っ

て、 これからも社会財産 を守るために貢献して いきた L 、。

(に しらく と も は る Ｏショ ーポ ン ド建 設倒神 戸 建 築 Ｇ ｉ ｾＢＤ 所所 長 Ｉ

写真 2 銅製 耐震壁仮組状況

写真 3 銅製耐震壁 組立完 了
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「大阪城天守閣平成の大改修/ 施工J

コンクリートアルカリ回復工事

原 与 司 人

阪城天守!品l平成の大改修において rl -'性化により p Hの低下し

たコンクリ ー 卜のアルカリ性を電気イヒ学的に回復させ、 コンクリ ー

トが本来持っているべき鋼材の防蝕機能を回復させる工事を実施し

たので紹介する 。

中性化の現状と再アルカリ化工法の選択

ザほの大阪城天守閣は 1931年 ( 昭和 6年) に S RC造と して再建さ

れた。改修前の事前調査において耐久性椛保に係わる重大な問題点

t して、築後65年を経ていることによるコンクリ ー トの中性化が過

で、コンクリ ー卜 中の鉄筋や鉄 Ｇｬｾ の腐食進行が懸念される こ とが

明らかとな った。中性化は大気中の二酸イヒ炭素や7) ' <がコンクリ ー 卜

の毛主111孔や空隙から進入し水酸化カルシウムが炭酸化する ことによ

って起こる秒鴎4である( 式 1 - 2) 。

H20 + C 02' -砂 H2C 03 (式 1)

Ca ( OH)  2+  H2C 03→ CaC03+ 2H20  (式 2)

その結染鉄筋力f錆び( 式 3 - 5) 錆の膨張力てーコンクリ ー トカ苅皮

J ; Wする 。

2Fe→2Fe ++4e アノ ード反応 (式 3)

0 2+2H20 + 4e-→40 H- カノ ー ド反応 (式 4)

2Fe+ 0 2+ 2H20 →2F e( O H)  2  オ、ッ卜反応 (式 5)

そ こ で、今後長期間の供用に耐えうるよう 、 ｾｦＺ本コンクリ ー卜 の

アノレカリ性を 回復する 必要があると判断された。特に外壁について

はかぶり コンク リー トの余11落による第三者への危害発生防止が急務

であるため、処理効果を工司王期ｲＮ ＱＱ Ｇ Ｚ Ｑ 一 Ａ に ｔＱＧ Ｈ ｾ 認出来る確実な労法として

屯気化学的刊アノレカリイヒ工法( 以下 「再アノレカリ化処理J または[ 再

アノレカリ化工法J) が採用された。なお、再アノレカリ化処理前の中性

化i楽さ iflll 定結果( ! まつり後フェ ノーノレフタレイン法による 4 点i!ll J定)

を図 1 に示す。平均値は約20mmて、ある が、局部的にはtあた116mmの中

性化が進行していた( 再アルカリ 化処理直前の罰的立結果) 。
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20-29.9  30-39.9  50-59.9  60-69.9  

中性化揮さm m

図 1 処理前の中性化深さ度数

図 2 再アルカリ化工法の原理

再アルカリ化工法

再アノレカリ化工法は図 2 、 3 に示す方法てや屯気浸透を利用して中

性化した コンクリートを再生させる工法である 。原理は以下の通り 。

まず内部電極としてコンクリ ー 卜rl' の鋼材を利用し、外部屯祖とし

て金属金網を取り付け通電する事によって屯解質溶液保持材 1-1-
1
に存

在するアノレカリ性溶液を コンクリ ー 卜中に屯筑豊透( 再アノレカリイり

させる 。j受透した溶液は外界rl1の炭酸Jがスと の聞で可Z{fI!r (式 6) が

成り 立 ち、 ｰｈ 約 ＱＰＮＸｾ 保ち続ける ので鋼 材は腐食環境を免れる 。

Na2C0 3+ C 02+  H20  . __. .  2  NaHC 03  
(式 6)

従来のアノレカリ付与材塗布工法ていは、効果カf { i 僻忍できるまで長期

間のH数を要するが、木工法では数 日間て確実な効果が得られる 。

内部電極( ー)

図 3 再ア J レカリ化工事概要



再アルカリ化工事概要

大阪城改修工事で は、腐食環境が内部より厳しい t 考えられる外

部について再アルカリ 化工法を実施した。施工面積は初層から 5 J習

の外壁および肝天の約5，OOOm'て、ある。工事の フロー を図 4 に示す。

前倒里工程 Ｎ 外部電極と コ ンクリ ー 卜の 内 部鉄筋との ｉｾｉ ｊ て溜悦起

こすような箇所( 浮き、ひび割れさn をチェックし、浮き部ははっ

り取った後ポリ マーセメント モルタルで断而修復を行い、ひび割れ

苦 ｉ ｈ ｪＺ ｾＡｉ ｦ，械系超微粒子クラック ｪ 主人材を ｪ 主人等の処理を実施した 。

診 断工程: 鉄筋探査装置をJ : rJ ｾ、て鉄筋位置探査の後 、 鉄筋露 出 、鉄

筋 相 互の導通制雀認した後、露 ｲｾ ， した鉄筋に除 十 耳目のリ ー ド線を接

続 し ( 写真 1 ) 、はつり部分を前記モノレタノレて自修復 した。

準備工程: 外部屯極 としてのi割安全網をプラスチックアンカ ー を利

用してコンクリ ー 卜面に取付 けた( 写真 2 ) 。 このf紗 同Il' ，-G: 極が隠れ

るように炭酸ナト リウムを主成分とするアノレカリ性溶液を含んだセ

ノレ ロー スファイパ ー Ｈ電解 ｾＱ ＱＺ溶液仇榊材Ｉを ｬ 次付けたＨ 写 真 Ｓ )。

通電処理工程: 外部、内部それぞれの屯極を直流電源装置に配綱妥

統の後、直流電流を コンクリ ー トへ流した。 この|侍の電流はコンク

リー 卜表而積 1 m'あたり 1 アンペアである。通電期間I .U 週I:l J を標

準とし、 この間モニタリング装置による! 直視 ・記録を笑施した。

撤去工程 : 再アノレカリ 化 (巾性化iZRさ omm) 剖' 師立の後、 1V Hした

仮設材料を全て撤去し、 コンクリ ー 卜商の清掃を実施した( 写 真

4  )。 なお、再アノレカリイヒ処理111&には別途工事( ピンオ、ッ卜工法) て"

イ回出仁仁げを実施してし、る 。

再アルカリ化処理結果

再アノレカリイヒ処理前後に コンクリ ー 卜の中性化深さをU [ II定し、再

アノレカリ イじ 状況の Ｑ ｭ ｾ 認を行った。 ｩ ｬｬｩｬ 定は処理前 にコ ンクリ ー ト ｬ 耐を

はつり、フェノ ーノレ フタレイン 1%溶液を l噴霧し赤色反応により行

い、処理後には処理前に仁1"I 'g:1以来さをU慌f. した箇所に If'. 来るだけ近

い筒所て♂コアサンフ 。ノレ を採取して処理前と同様のブア法で ＧＱ Ｑ 性化 ￬ｾｾ

U僻忍を行った( 写真 5 ) 。処理後には、全ての箇所て再アノレカリ化( '1-'

性 化i奈さ omm) 制 i{f認出来た。 一例として外壁南{ J ! i Jの干1} アノレカリ化

スピー ドを図 5 に示す。当該部位においては処理 5 日において '1' 性

イヒj奈さが ommに回復している こ とカ f わかる 。

おわりに

屯気化学的再アノレカリ化工法によ って建築後65年経過した大阪

城天守ｼ品 ｬ 躯体 コ ンクリ 一 卜の外部の 中 Ｇ ｉ ｾ ｉＺｻ ヒ 守 ｯ mmとする こ とカfて3 、

これを工.!_1J : l 則前中 l才師立できた。今回は大阪城という歴!k的に主要

な構造物の再アノレカリ イヒ ，ｾｏ［Ｚ ｦ 列の紹介であったが、本工法は延命をは

かりたいさまざまな構造物( 変屯所佐屋、高速道路、主創立高架椛等)

て。仰ｾｾされてし、る 。 ここ 数年で急速に ｨ ￍＡｌ ｔ 実績が増え、構造物の保

保 ・ 延命に寄与している工法てある 。 本文が 柚 造 物 の ｍ け奇管理 ｉｾ を担

当している方々の参考になれば幸いである。

( はら よ し ひ と / 屯気化"'f-: 工 業( 術特殊i1t 利U' li :業部)

浮き、ひぴ; 刊i ' l 、災物の処J l U

内部鉄筋の係資、 リード線彼統、持j埠確認

外部' ，[t極I収十l け、アルカリ泌j夜・ファイパー 19¥1，1け

j!U '，l}:、 アノレカリ ｩｾ＾ｩＨｆ ｉＱイ Ｑ［ 、

I  11&1; [f:'i[ ｉ 処削 ｉｊｾｈ ＧＨｉ認制材撤 Ｑ ［ 州
図 4 再アルカリ化処理フ ロー
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図 5 再アルカリ化処理進行状況 (外壁南面)

写真 1 内部鉄筋へのリード線取付け 写真 2 外部電極の取付け

写真 3 アルカリ性溶液、同保持材の吹付け

写 真 4 仮設材撤去およひ. 清掃

lL211Fiji--司
写真 5 中性化深さの確認
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「大阪城天守閣平成の大改修/ 施工J

外装改修工事

三 浦

昭和 6 年の復興から 60余年が経過し、その問第 2 次世界大! 被の大

阪大空襲、 H百和25年に大阪を襲ったジェーン台風をはじめとした自

然災害、高度経済成長期の大気汚染など様々な環境の変化に耐えて

きた大阪城天守閣も、外装部材の各所に劣化現象が目立つてきたこ

とや、先の阪州炎路大箆足の教訓を生かし、 21世紀に輝き統ける 「地

震仁強〈人に優い、大阪城J を目指して今回の大改修は進められた

が、外装仕上げについては、昭和の復興当時の外観を出来るだけ忠

実に再現する ことが大きな目標として掲げ られていた。

そのため、屋根 ・粁天井 ・外壁や大阪城を象徴する数多くの鋳金

物についても、既存品を可能な限り再使用する方針て工事を進めた。

かぎり

ここ では、外装改修工事のうち屋担 ・外壁/il 汗天井 ・筋金物改修

工事の概要について紹介する。

屋根改修工事

大阪城の屋担は銅板瓦で茸かれており、長い間緑の屋根として市

民に親しまれてし、る。

復興当時は硫化いぶし処理をした黒瓦の屋根であったが、長い年

月の聞に美しい緑錆が生じ現庄の外観を形成したものである。

事前調査の結果、瓦の多くは材厚約0. 4- 0. 45mmt 復興当H寺と ほ

とんど変化がなく、使用に支障がないと判断された。

そのため、緑鋳を落とさないよう充分注意しながら、部分的な補

修と清掃を行ったうえで' "1: 1 : ，米るだけ再使用するとともに、防水層の

新設と瓦下地の更新を行うこと仁より、屋根の機能アップと市民に

親しみを持たれている外観の保存を図った。

既存の屋根は鉄骨 卜ラスで小屋組営構成し、リプラスをスラブ型

枠としてコンクリ ー卜 を打設したうえに、パーライ トモルタルで瓦

棒下地を成型し、銅板瓦を釘打ちで留めていた。

屋根改修にあたり、屋根が急勾配である こt や工期の短縮を図る

ため、防水材と屋根瓦下地利に新しい材料が採用されている。

屋根防水には超速硬化型スプレーウレタン防水が採用された。

この防7] ' <材の特所教lこは、

① 1 コート スプレータイプて¥吹き付けから数秒てi i ! E化するため、

防水j晋の垂れがない。硬化途中での天候変化の影響を受けない。

ωμ 容剤タイプであり、 |次色付け時に異臭がしない。

③工程数が少なく、従来の防水工法と 比べると工舟' 1 9 副首が図れる。

④ これまでのワレタン塗)1英防水に比ぺると非常に高強度であり、ハ

ー ドな使用に耐える。

等がある。

施工法は、プライマ ー塗布後、主斉IJ と硬イl筑IJ を別々に高圧ポンプ

で液送し、スプレーカツ内て在捜混合させて吹き付け| 坊水層的|減
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するものである。

これまでこ の防7同オは、マンションの開放廊下 ・競技場スタンド

床などで使用されてきていたが、超速硬化と言う特徴から、急、勾配

の屋根や壁面| 坊7 ] ' < 材として採用されるケースが増えて行< t 思われ

る。

スプレー ウレタン防7 ] ' < 材の性能を表 1 に示す。

屋根瓦下地材には、人工オ寸オの内外エースライト を使用している。

こ の材料は、高性能ゾノライトＨｾ盟交カルシウム鉱物の一種Ｉを主

成分 t した都北質成形板て¥オ噺と同様の加工性 ・釘係精力と軽量

性を持ちながら、燃えない( 不燃材*-' 1.認定第1061号) ・狂わない ・腐

らないなどのさまざまな特徴を兼ね備えている。

これまでは、内装制限の対象となる室内仕上げの木材代替え材料

や防火戸の基材として使用されていたが、この材料の持つ数々の特

性を検討した結果、屋中艮瓦下地材として適性があるとの判断により、

屋根瓦下地材として採用された。

エー スライトとオ ｱｾ 等の性能比較は 表 Ｒ の通りである。

表 1 スプレーウレタン防水材の性能表

項 目 性能イ直

( 物性fi 宜) :  JI S  A6021規定値

号|張。虫色 (kg/cm') 25以上 87 

1'1
1び率 ( %) 450以上 500 

引き裂き ｾｧｬ さ ＨｫｧＯ｣ｭＩ :  15以上 38 

抗張積 (kg/cm) 300以上 870 

温度依存性

号 ｉ ｾ ｊ ｧ 虫さ 上 ｴ - 20. C:  100以上300以下 156 

60.C :  60以上 85 

1'1' び率
- 20. C 250以上 370 

60.C :  200以上 280 

( 作業性)

可使l時I/¥J 数 秒

タックフリ ータイム( 干少) 10- 50 

歩行可能l昨日n ( 分) 5  - 15 

表 2 内外エースライトと他材の性能比較表

項目 基準等 エースライト 珪カノレ板 ラワン

かさ比重 ] IS  22102 0. 5-0. 55 0.7  0. 54 

1111げg!i1度 ( kgf! c凶) ] IS  22113  80 180 818  

圧縮強度 ( kgf/ cm') J IS  22111 80 418  

熱伝導率 (Kcal/ mh. C) JI S  A1412 0.085 0. 085 0.088 

l吸水率 ( %/ vol) 50 :t 5  63以下

H及7]'¥. 熱 . 11j 1縮性( %) ]I S  A 1l 29  :t o  士0 0. 1  

量T引抜抵抗値 (kgf ! 本) ]I S  22121  30 40 

木オ、ジ保持力 ( kgf ! 本) JI S  A5908 20 40 

耐腐朽性 大 大

表町アノレカリ !支 PI-I8  PH10 



なお、 エースライトを寒冷地の屋外てや使用する場合には、吸水防止

刷シーラー処理を行う ことにより、耐凍害性の向上が期待できる 。

以上のような構成て下地を71ヲ成したうえで、銅板瓦を釘留めして

屋根を葺き替えたが、既存瓦と新脱瓦の1aJ 羽率Ij:.約 8 :  2 となった。

このうち、既存瓦は、五J音大屋根全面と、初IJ J f y から凹層屋根の大

部分に1! e 用し、新規瓦は初層から四j習屋根の外壁際に磨き銅板製と

して葺いている 。

なお、改修後の屋止邸内まりは図 1、屋t貯は見は写真 1 の通りであ

る。

軒天井/ 外壁改修工事

大阪城のllf干天井及び外壁は、初用から 4 }胃まて、、Ij : . 白壁( 白セメン

トモノレタノレ) 、 5  } 習は黒壁( モルタル+ 塗装仕上げ) となっていた

が、各所にひびわれや欠損が兄られるほか、コンクリ ー 卜の中性化

が進み、内部鉄筋の腐食が始まり出している筒所も散見されていた。

これ らの状況を改善するため、 コンクリ ート のアノレカリ性回4丈仁

事( 詳細は月'1項) を行ったうえで、復興当時の外観に戻す工事を行

った。

11汗天井・外壁の面積は約5，OOOm' におよび、これfごけのモノレタノレを

撤去すると約150m'の産業廃棄物が生じるため、 これを残した形で

改修する必要があった。

一方、モルタルの落下等による司王一政防止は施設運営上の重要課題

であるため、アンカ ー ピンとオ、ヅ卜によりモルタノレの恭1m容を防止す

るタケモノレピンネット工法 t 漆l食塗りにより改修を行った。

タケモノレピンオ、 ッ 卜工法Ij : . 、ステンレス製T 型方、ードピンにより

モルタノレと担体コンクリートを固着させ( 棋準 : 4本/ m2) 、固着箇

所モノレタノレ表面の! 日自弱j習を直在20cmの範囲でサンデイングし、 この

部分をオ、ヅ卜定着位置として、全面に樹脂含浸ガラスオ、ッ卜を張る

ことにより、下地モノレタノレの争|踏を防止する工法である。

図 2 は工湖股説明図である 。

表層仕上げに使用 した漆JI食は、日本の伝統的仕上げ、材料であるが、

その取り扱い( 調合) を行える職人の減少などにより、最近工場で

配合された既調合漆l喰が開発され、熊本城の改修工事などでmrr さ

れ良好な結果を得ていることから、木工事でも使用した。

この材料は、 必要な全ての材料は調合済みで、袋の上から軽〈踏

みほぐして直接使用する ことが可能であり、下塗り用妙漆喰から上

塗り用漆l喰まで、揃ってし、る 。

なお、黒壁部分については墨入りポリマ ーセ メントモルタノレ薄塗

りf土とげとし、 5層の柱 ・梁型部分は黒色豆砂ヰ 'I i也、 ，' : 1: ' ，し仕上げと

している 。

人工木材( ケイカル系)

超速硬スプレーウレタン防水丁目2

模犠入

図 1 屋根納まり図

写真 1

ガードピン (T型ピン) のピンニング

5∞ 

図 2 ピン ネ ッ ト工法概略図
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鋳金物改修工事

大阪城には大小さまざまな形のレリ ー フや屋服飾り官吻が取り付

けられており、銅板および青銅S剰勿製で、金箔イ土上け、とな っている 。

調査の結果、戦争当時の空襲による被 ｾｬ ｩ ｬ や経年の劣化により約半

数の金物は再使用が困難て。あったが、約半数については、補修する

ことにより再イ如 I'Jが可能と判断された。

かぎり

このような装飾金物は鋳金物と H乎ばれており、日本の伝統的装飾

品てや社 寺 建築 等 て多く使用されているが、その製作 つ ｾｔｩ法は広〈女 Ｑ｝ ら

れていなし、。

ここ ていは、妨金物の製作 ・補修チ刀去と紡金物には欠かせない金箔

押し作業の概要について紹介する 。

図31. : 1 : 、効官Jかを新しく製作する場合と、既存金物計m修する作

業手順のフローである 。

大阪城て壮、ほとんどの官物に金箔押しを行っているが、金箔は

金沢市を中心とした石川県でほとん E が製造されている 。

金箔は金とごくわずかの銀・銅の合金ており、その言| 茸単位は 106

*  106mmサイズの金箔1，000枚当たりの重訟でまり示されている 。

金箔の等級は金の合有註>J IJ に表 3 のように 8等級に区分されてい

既存金物再使用の場合

撤去工程| 取り外し

再使用可否判定

るが、建築の紡金物では、 主 に金箔 l 号色から 3号色が使用されて

し、る 。

大阪城てl J : 、金箔 1号色・目付宣 (106*  106mm) 30 g  / 1000枚の

金箔を、蹴 ・伏せ虎のレリーフ等の大型金物L1三層貼り、その他の

金物IJ: 二層11ti り士ヒヒげとしている 。

金箔イ土仁け、のl呼び方は、九li りとは言わず、押しと H乎んでいる 。す

なわち、 三府j11i りは三度押し、 二層貼りは二度押しと呼ばれる 。金

箔はi奈を接着斉IJ として貼られるが、 j享きが約 1万分の 1 - 2mmて、¥

製造工程 ｲｬ Ｂ に微細な孔が数多く Ｑｾ ｦＮｊ いている 。 これぞ竹製の箔箸て潤

んで' J [ 占り付けて行くが、どのような優秀な技能者が貼っても最初は

シワだらけになる 。 この状態で全治の表而を兵綿て判 l して行くと金

箔の微細な孔から空気が抜けて行き、金箔が漆に密着 し、きれいな

金持iイ土上げとな って行〈 。

この真綿てや: j : lf' す作業が、工法名の由来とな っていると忠われる 。

写真 2 は金箔抑しの状況である 。

また、大阪城の妨金物には、金 t 黒のコントラストを強制したも

のが数多くある 。

このうち黙の部分は、 まk¥差 し処理が行われてし、る 。選差 しに使用

する墨は、 書道で用いられるI f tl 煙墨で、これを日本酒を少fit 混入し

新規金物製作の場合

修理工程| 錆滋とし | サンドプラスト グラインダー掛け他

加工図製作 | 撤去品から原寸取り

破t員部修理 | 溶接彫り直し他

地金取り | 原板から板取り

漆下地処理 | 箔 下 峨塗り

型掃き | 地板に彫り酬を書く

金箔押し | 金箔 2 皮ないし 3 度押し

彫り上げ 彫り作業

蝉 し ク リ ア 塗 装 | 齢 り 保 設 塗 装

取り付け工程| 取り付け

図 3 鋳金物施工フロー図
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t:. ノドてすり、 手作業てρ 塗って行く。 円本ii 出を少此浪人する ことに よ

り、金術への墨の付着性が向上するい、うことで、昔から行われて

いるということて。ある 。

貨物の取付は、アンカ ーボルトなどによるため、 一般の宝物の取

付と特に変わりはない。

銑金物は 11本の伝統的工芸技仲Tて、技能者の lt I齢イヒが進んて的いる

ものと考えていたが、今回の工事を担当した専門工事会社てやは悲い

技能者が数多〈活躍し、技術の伝承がうまく行われており、大変心

強く感じた。

おわりに

今同の大改修により、大阪城は、国内最古の鉄' 目安[ 9 . ; 筋コンクリ ー

卜造』制11建築物として、 21世紀に担jf き続ける「地良に強〈人に優し

い大阪城」として新たな歩みを始めた。

胞工を担 当 した当社では、建設廃棄物の減量 ［ 化、既 存部材の手ｊＱｾ

ｈ］ ｊ 、ｾ跡の保護など日誌境と歴史にやさし ｌ 、工 Ｍ｢ ｊ ＾，Ｚ ｊ を日折して工事

を進めた。

まもなく始まろうとしている 21世紀は環境の世紀 U呼ばれ、地球

i昆l暖化や資源の枯渇などが大きな問題とされている。

表 3 金箔の種類と合金率 (99 99%)  

相i 釘l 金 ・ 銀 ・ ｾＩ合平 ￮ ｾ 者

純 金 98. 91%

令f(j Ji.[; 純量t ! 0. 49% 

純鋳) 0. 59% 

純 金 97. 66%

令Wi ーリ色 純 ＱＱｾ 1. 3 5 % 

純ｾｾＩ 0. 97% 

純 金 96. 72%

令Wi ニ リ色 純量 ｌｾ 2.60%  

純 銅 0. 67% 

純 金 95. 79%

金Wi 三 月ー色 純 銀 3. 53% 

純 鍋 0. 67% 

純 金 94 .4 3 %

令Will q¥} 色 純 銀 4. 90% 

純鍔; ) 0.6 6 % 

純 金 75. 53%

イ在? 百三*' 色 純量R 24 .4 6 % 

k: IU到，) - 一一

純 金 59 .8 7 %

金Wi ノド色 純 銀 40. 12%

純 銅 一 一

ｉ ｾ ｉ 金箔ＨプラチナＩ 1I 金 99 .9 9 %

建設産業においても行エネ ・建物の長寿命化 ・資源の )11佼川など

への取り組みが本十例ヒしてきて L、る 。

既存ヒツレのリ ニューアノレは、膨大な社会資本てあるヒツレを布効に

利用する手段ばかりでなく、地球規挟の資源の枯i品やi副暖化への対

策として非常に布効な手段で、今後益々成長が見込まれる分野であ

り、既存部材の4府IJJIJ や問辺環境への影響低減に資する技術開発に

;f i'i 極的に取り組むとともに、 これらの技術を有効に if引けするよJ'; によ

り、資源保護i : ｾ｜Ｍｉｯｬｩ＿Ｚ性ヵコの ｉ Ｇｐｊ 減に貢献しながら、安全て・ Ｑ 快適な照

住環境を持つピノレとして同生する ことカ哨代の要請となってくる こ

とであろう。

今同の改修工事では、 匡に外装イ土仁げ材の再似: 01J とl主潤dE5W物の

低減を進めてきたが、今後は内装{ 土仁げ材や構造官11材についても同

様な取り組みを進めていく ことが極めて重要になってくると，tl われ

る。

。

最後に、今阿の改修工: j " j ' ; を通じて数多くの方々から受けたさまざ

まな ご指導に対してあらためてお礼を申し上け‘ ます。

( みうら けん/ 附大林組本l占リニュ ー アルセンター技術，，* ，，U 毛)

写真 2 金箔押しの状況
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仰

は

木

造

第

一

階

踏

込

石

敷

其

他

は

タ

l

ビ

ヤ

モ

ル

タ

ル

塗

り

。

川

知

色

鋼

板

製

本

瓦

葺

。

大

阪

城

物

叩
訪

問

勢

協

会

一

、

屋

川似

恒

次

部川

問

六

よ

り

抜

粋

天

守

閣

に

使

用

せ

る

諸

材

料

一

餓

材

八

幡

製

鍛

所

の

製

品

位

千

百

八

十

一

噸

を

使

用

し

た

。

二

一

銭

筋

八

同

州

製

鍛

所

の

製

品

、

筏

八

分

以

下

三

分

以

上

の

丸

鋼

を

取

混

ぜ

、

二

百

八

十

三

噸

、

混

凝

土

一

立

方

坪

に

針

し

て

O

、

三

七

七

聞

の

訓

合

で

あ

る

。

三

メ

タ

ル

ラ

ス

(

塗

下

地

令

絢

)

「

メ

タ

ル

ラ

ス

」

及

「

ハ

イ

リ

プ

ラ

ス

」

は

約

六

百

三

十

九

坪

。

四

セ

メ

ン

ト

「

セ

メ

ン

ト

」

は

大

阪

設

業

セ

メ

ン

ト

の

も

の

を

戸

館

附

に

於

い

て

口

入

れ

之

れ

を

税

負

人

に

支

給

し

た

も

の

で

あ

る

。

主

(

以

誌

は

初

め

九

千

二

百

八

十

栂

を

計

上

し

た

の

で

あ

る

が

ん

政

際

の

使

用

は

不

明

で

あ

る

。

五

臼

「

セ

メ

ン

ト

」

大

阪

城

の

天

守

の

外

相

慨

は

白

色

「

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

」

塗

り

で

あ

る

。

枇-H

通

城

盤

沈

築

の

外

壁

は

白

星

で

あ

る

が

保

存

期

間

が

近

米

市

町

く

な

っ

て

円

十

く

落

制

す

る

恐

れ

が

あ

る

の

で

此

点

に

苦

心

し

て

白

舵

砂

に

白

「

セ

メ

ン

ト

」

と

生

石

灰

を

浪

ぜ

た

る

「

モ

ル

タ

ル

」

を

以

っ

て

外

装

を

仕

上

げ

る

こ

と

を

来

必

朱

し

た

。

白

「
セ

メ

ン

ト

」

は

三

井

物

産

の

子

を

綬

て

小

野

間

「
セ

メ

ン

ト

」

合

社

製

品

が

納

入

さ

れ

た

。

六

銅

板

原

文

不

詳

に

つ

き

省

略

七

金

箔

叫

刈

一

金

具

に

用

ひ

た

純

金

箔

の

数

は

凹

寸

二

分

箔

、

一

千

枚

の

目

方

一

匁

二

分

二

座

付

の

も

の

約

そ

六

市

内
二

千

五

百

枚

で

あ

る

。

鋭

は

山

中

金

地

瓦

部

の

製

作

で

あ

る

。

八

届

根

銅

瓦

屋

根

銅

瓦

は

製

鋼

板

を

用

ひ

た

。

こ

れ

は

将

通

銅

に

枇

索

と

班

鉛

の

痕

跡

を

混

合

し

た

黒

で

あ

る

か

ら

年

数

が

経

て

も

下

地

の

銅

色

が

現

れ

る

こ

と

は

な

い

。

瓦

の

鋼

板

は

十

三

「

オ

ン

ス

」

附

で

製

作

及

仕

上

共

山

中

金

脳

札

部

主

任

戎

谷

市

治

の

指

導

し

た

も

の

で

あ

る

。

i

H

川

市

町
U

W

浪

速

皇

居

と

大

収

城

雌

述

常

川

町

十

よ

り

抜

粋

(

原

文

ま

ま

)
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大

阪

城

公

園

の

設

備

と

新

天

守

閣

昭

和

大

山
県

を

永

遠

に

記

念

す

る

為

め

、

大

阪

市

で

は

市

民

の

賛

同

を

得

て

大

阪

城

の

開

放

と

公

園

化

と

を

実

現

し

同

時

に

失

は

れ

た

る

天

守

聞

を

そ

の

残

礎

の

上

に

再

興

し

閣

内

に

は

大

阪

に

閥

係

あ

る

史

料

を

蒐

集

し

て

歴

史

時

物

館

を

設

け

、

ま

た

設

に

明

治

・

大

正

雨

天

皇

行

幸

の

聖

蹟

た

る

城

内

紀

州

御

殿

を

保

存

利

用

す

る

こ

と

等

を

最

も

意

義

あ

る

記

念

事

業

と

し

こ

れ

に

要

す

る

経

費

約

百

五

十

高

岡

は

肢

く

市

民

の

符

志

に

待

つ

こ

と

、

し

各

方

面

に

E

っ

て

寄

附

金

の

哲

奮

市

を

行

っ

た

。

時

恰

か

も

財

界

不

況

の

際

で

は

あ

っ

た

が

蚊

ケ

月

を

経

な

い

で

橡

定

の

金

額

に

達

し

、

そ

の

宜

施

計

査

の

提

案

は

昭

和

二

年

四

月

八

日

の

市

舎

に

於

い

て

満

場

一

致

可

決

せ

ら

れ

、

直

ち

に

賢

施

せ

ら

る

、

こ

と

、

な

っ

た

。

こ

れ

よ

り

先

大

阪

市

で

は

都

市

計

藍

に

某

唱
す

く

公

園

地

増

成

の

見

地

か

ら

、

大

阪

城

一

回

を

公

園

と

し

て

市

民

に

開

放

せ

し

む

る

こ

と

を

陸

軍

歯

周

に

懇

請

し

幾

多

の

交

渉

を

重

ね

た

結

果

、

大

山県

記

念

事

業

と

し

て

遂

に

そ

の

承

諾

を

得

る

に

至

っ

た

。

か

く

て

昭

和

四

年

二

月

よ

り

線

工

費

宣

百

五

拾

国

回

を

以

て

大

阪

城

本

丸

内

一

帯

及

び

大

手

門

よ

り

樫

門

に

到

る

通

路

を

含

む

約

武

市

六

千

坪

の

直

域

を

邸

中

げ

て

公

園

施

設

を

加

え

る

こ

と

、

な

っ

た

の

で

あ

る

。

猶

別

に

樫

冨

公

閏

も

約

六

千

坪

蹟

張

し

て

新

設

道

路

を

以

て

結

ぶ

こ

と

、

な

っ

た

。

大

阪

市

役

所

編

大

阪

減

附

六

よ

り

抜

粋

復

興

大

坂

城

守

閣

復

興

の

趣

旨

大

坂

城

天

守

閣

復

興

は

大

阪

市

に

於

け

る

昭

和

御

大

聞

記

念

事

業

と

し

て

計

註

さ

れ

た

主

髄

で

あ

っ

て

、

公

国

設

置

は

其

の

附

帯

事

業

で

あ

る

。

首

初

此

計

量

に

就

い

て

一

部

市

民

の

附

に

在

つ

て

は

無

用

論

を

構

へ

頻

り

に

反

針

し

た

向

き

も

あ

っ

た

が

、

著

者

を

し

て

言

は

し

む

れ

ば

彼

等

は

社

舎

の

一

面

を

兄

て

他

面

を

識

ら

ざ

る

偏

見

で

あ

る

と

断

ず

る

の

で

あ

る

、

結

局

此

計

査

は

記

念

事

業

と

し

て

破

天

荒

な

企

て

で

あ

り

、

且

つ

大

阪

市

と

し

て

最

も

な

義

第

節

深

き

永

久

性

を

有

つ

超

記

念

的

絶

好

の

事

業

た

る

事

に

一

致

し

た

。

又

一

面

か

ら

考

え

て

も

大

大

阪

市

と

し

て

意

味

あ

る

共

同

的

床

飾

を

造

っ

た

と

見

て

も

宜

し

い

、

況

し

て

完

成

後

に

於

け

る

天

守

閣

を

郷

土

史

料

の

展

覧

場

に

充

詰

し

、

大

阪

市

の

有

す

る

凡

て

の

史

料

を

汎

天

下

に

公

開

し

、

復

興

天

守

閣

の

隔

世

的

迫

慨

を

此

地

に

足

を

踏

む

人

士

を

し

て

観

覧

せ

し

む

こ

と

は

、

決

し

て

無

謀

の

計

査

で

は

な

い

。

殊

に

こ

の

復

官

に

よ

っ

て

一

帯

が

大

な

る

公

園

地

待

と

な

り

、

大

坂

城

天

守

閣

観

光

を

目

的

と

し

て

相

詣

諸

国

の

観

覧

客

を

引

き

付

け

る

に

於

い

て

も

、

大

阪

の

発

展

上

大

な

る

貢

献

を

偽

す

も

の

と

信

ず

る

の

で

あ

る

。

抑

も

大

阪

市

の

現

況

よ

り

過

去

千

絵

年

を

回

顧

す

る

に

、

仁

徳

天

皇

の

古

川

津

宮

に

都

し

給

ふ

て

以

来

、

歴

史

的

に

最

も

因

縁

深

き

は

蓮

如

上

人

と

盟

太

閤

を

措

い

て

何

人

を

屈

指

す

べ

き

や

討

に

公

秀

吉

、

」

そ

吾

大

阪

市

開

張

の

祖

村

と

し

て

崇

敬

す

べ

き

故

人

で

あ

ら

う

。

須

ら

く

大

阪

市

民

は

此

一

大

恩

人

の

没

後

、

程

も

な

く

大

坂

落

城

の

悲

運

に

陥

り

し

、

元

和

元

年

五

月

八

日

を

回

顧

す

れ

ば

、

公

に

針

す

る

懐

苔

的

思

慕

の

念

は

自

ら

服

組

に

湧

き

出

ず

る

を

禁

じ

符

な

い

答

円

で

あ

る

。

況

ん

や

其

偉

業

が

機

出

の

侭

永

久

に

顧

み

ら

れ

ぬ

な

ど

、

却

っ

て

市

民

の

不

叩

斐

な

き

を

表

示

す

る

に

等

し

く

、

著

者

は

此

鮎

に

於

い

て

聞

大

阪

市

長

市

め

有

志

の

復

興

護

案

は

深

き

愛

市

脱

念

の

殻

蕗

よ

り

具

開

化

し

た

る

も

の

と

し

て

、

市

民

た

る

も

の

多

大

の

敬

意

を

桃

ひ

且

つ

踏

讃

す

べ

き

も

の

で

あ

る

と

思

表

ず

る

も

の

で

あ

る

。

第

二

節

文

献

、

記

録

及

史

料

大

坂

城

天

守

閣

復

興

に

岱

り

て

直

桜

、

間

桜

に

閥

係

あ

る

話

時

の

文

献

、

記

録

及

史

料

安

曇

市

に

は

少

な

か

ら

す

苦

心

を

要

し

た

も

の

で

あ

る

。

著

者

の

通

問

又

は

抜

草

し

た

る

築

城

に

闘

す

る

文

献

中

大

坂

城

に

閥

係

あ

る

も

の

を

摘

録

す

れ

ば

大

要

左

記

の

如

き

も

の

で

あ

る

。

大

坂

城

誌

秀

吉

事

記

始

本

太

聞

記

明

良

洪

範

家

中

川

円

記

武

徳

編

年

集

成

A

J

E

品

川

Z

1
L

U
f
f
r
イ

コ

メ

引

ブ

一
言

H

四

教

史

安

土

山

記

信

長

公

記

金

城

温

古

録

錦

城

問

答

安

土

創

業

録

織

田

尻

記

川

角

大

間

記

柴

田

退

治

記

昭

和

御

大

詰

記

念

事

業

態

金

者

(

辺

部

闘

未

洲

省

略

)

一

金

武

拾

五

市

内

四

也

住

友

A

旧

資

合

社

住

友

吉

右

術

門

一

金

五

市

内

聞

也

三

菱

A

口

資
A

M

U

社

岩

崎

小

州

大

一

金

五

前

向

図

也

三

井

A

n

名

合

社

三

井

八

郎

ホ

術

円

一

金

武

国

間

也

鴻

池

合

名

合

社

鴻

挫

主

相

術

門

一

金

武

市

内

凶

也

山

口

吉

郎

兵

術

堂

前

回

の

寄

付

者

は

次

の

如

し

(

次

第

不

順

)

日

本

百

貨

庖

協

令

附

西

支

部

日

本

生

命

保

険

株

式

合

社

大

阪

商

船

株

式

合

社

大

阪

株

式

取

引

所

大

阪

瓦

斯

株

式

令

社

株

式

合

社

大

林

組

政

凶

{

干

左

術

門

松

木

亀

太

郎

杉

凹

説

同

右

術

門

吉

本

五

郎

兵

術

利

回

久

左

術

門

和

問

あ

ゐ

岸

本

米
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限、
素材と技術が生み出す desi gn

高砂建築事務所森 ひ ろ み

Mori  Hir omi  

時の流れから

素材、技術の源流への re-approach によ って新たなる創造性に向かうことを企画するシリ ーズ第18回 は

「サビ j をとりあげる 。

最近、抗菌やメンテナンスフリーという言葉をよく耳にする 。現在ではきれいで均質な モノの方カ昔、受け

入れられ易いようだ。 しかし 、モノは永遠につるつるピカピカということはない。 “ サビがうく= 古く

て使えない" というイメージをもたれやすいが、劣化するモノの可能性 を 「サビ」を通して探 ってみ

たい。

(  I素材と技術力f 生み出すdesignJ 幹事会)

取材協力 日本パーカライジンダ積水ハウス総合住宅研究所

ノノ
素

材

と

技

術

彩る

現代では金偏に青と書いて Ｂ ｾｪｬ ｦＧだか 、サ ビはもともと金属が赤く

なるという意味で、金偏に" 赤い " と書いた。 1:1*古来の顔料であ

るベンガラは酸化第二鉄の粉末で、文字通り美しい赤色をしている 。

ベンガラは赤色が馴染み深いが、酸化鉄は熱分解する際の加熱jRL度

や空気のiLEを調節することによって、黒 ・赤 ・J燈 ・]iQ . 褐色など、

さまざまな色をだす ことができる 。

顔料には有機顔料と? ! ! ¥機顔ギ|があり、無機顔学|の主なものは金属の

酸化物で、チタン白、亜鉛輩、カ ーボンブラック、モ リブテン赤、

パーマネン トレ ッド、ベンガラ 、賞鉛、黄土、クロムグ リー ン、紺

育、 II f 青などがある 。磁性材料、塗料 用顔料 、陶磁器、絵の具、ク

レヨン、セメント m着色材、化粧lRl などに幅広く使われ、 ;様# な場

面で生活に彩りをそえている。

しかし、無機顔料は耐候性は 良いが色はjぬっている 。一方、有機顔

料は耐候性が劣るが発色は良い。そこで双方を補完する両方の化合

物をハイブリッド化した高分子が開発された。メンテナンスJ切開を

大l隔に延長することが可能な この塗料は、建築用とし て広範聞で使

用されている 。

包みこむ

“ 金属が酸化する " とい っても、錆 (サピ) るというのはごく限ら

れている 。 よくいうのは“ 鉄が5古びる " 。私たちが建築などで使用

している欽は、鉄酸化物を極端に辺元し酸素をのぞいた不安定なも

ので、鉄はその表面に錆の被肢をつくり、安定した状態に保とうと

する 。 .. 錆でも って錆を制す" 。 しかし、鈴にも良いサビと惑いサ

ビがある 。

インドのデリーに 5 位紀頃に建てられたと伝えられる、黒褐色のき

め細かな鈷府に波われた柱がある 。 これは錆が進行していないこと

で有名である 。南部鉄でも知られるこの錆胞は、四酸化三鉄 (マグ

ネタイト ) という強い磁性を持つ黒色の物質で、水分を含んだ空気

の透過をシ ャッ 卜・アウトして、1 ; ' ; を進行させない。

主l などにういているのはオキシ水酸化鉄の銑胞で、剥がれやすく、

次々と中の鉄が腐食されていく 。錆びやすいのは活性が高い表而の

欠陥部分で、不純物がi官i まり、その不純物が直接$Hに関係する 。防

錆処理Ａを施したものでも、汚れたままで長 ｊｾｊｲ ｬ ｬ｝ に波り放置すると付

着物が原因とな って鈴が生じる。 鈷が錆を l呼ぶ" ということがあ

る。これは鈴の|獄問に水がifi! まったり 、強い釘j反応促進力をもっIm

硫酸ガスが鈷に l吸着して泌総したりすることに原因がある 。

建築と社会 ・1999 ，642 '  



時の視覚化

今世紀初頭に耐候性鋼の研究がはじまり 、コールテ ン鋼が開発され

た。 E' サーリネンは遺作「ディ ア カンパ二一J でコー ルテン鋼

を使用し 、鉄の存在をそれまでの無機的解釈から有機的なものにか

えた。自然と対時する建築から自然に溶け込む建築へ。

しかし 、降水量が多く高温多湿な 日本では 、風通しの悪い場所や結

露が多い部分で安定錆が形成しにくく、流れ錆が周囲を汚し 、また

建物ではシールが錆で剥がれやすくなるために、その部分から雨漏

りがおこるなど 、耐候性鋼を裸のまま使用す るにはいくつかの間題

があ った。現在では耐候性銅の錆安定化処理技術が開発され、日本

のような苛酷な 自然条件の中でも長い年月 を経て安定錆層を形成さ

せることか.できるようになり 、鉄の素地をいかした建築をつくるこ

とが可能とな った。

素

材

と

技

術

. ぴ

日本には古くから‘ ( 宅と寂' という感覚がある 。茶の湯や蕉風俳

諮で知られるこの感覚は 、閑寂のなかに 、奥深いものや豊かなもの

がおのずと 感じ られる美しさをいう 。 “ サビ" は空気がつくる表現

であり 、時の流れが視覚化される 。年を経ることはモノに奥深さや

力強さ 、美しさを与える 。これは細やかな気遣いによ って練り 上げ

られ 、心地よい緊張感が漂う茶室のような空間に通ずる 。

しか し、 現在の日本では老朽化した建物は建て替え 、まだ使えるも

のも“ サビ" を取り去 ったり隠したりして 、新しく見せることが良

いことのように考えられている 。

建築は簡単なメンテナンスを施せば、素材の持ち昧をいかしたエイ

ジングをさせることができる 。人の手 をかけて年 を経たものの美し

さは 、人々の内面をふるわせる 。古いもののよさを見いだし 、それ

を生かして現在の 二一 スに応じる建築は 、今までに使われた記憶と

ともに 、また次の時代に受け継がれる 。
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ざらつく

メタリ ックは 「金属のJ という意味の英語である 。 日本人はメタリ

ツクといえばキ ラリと光るシャ ープなイメ ージを思い浮かべるが、

自然の中では金属は何かしらのサピをまとい、ざら つとしてにぶい

姿で存在する 。

屋棟や墜に張られた銅板は、 二酸化炭素を含んだ空気にさらされ、

表面が美 しい緑青にかわる 。周囲の自然と同化 し、独自の雰囲気 を

つくる 。

ノ

木や石、土にもサ ビはある 。

民家の柱や梁は黒く煤けてしま っている 。昔の人 はこ れを ・・ かまど

で火を焚く と家が喜ぶ . と表現 した。煤が木を 包んで害虫や腐食か

ら守り、さらに豊かな表情を与える ことをい っている 。杉板を用い

るときは、その表面を焼く ことで炭化 した被! 肢をつくる。はじめに

サ ビを発生さ せ、 杉の目の荒さを補う 。

土は誌を まぜて発酵させる。すると粘りがある肌理の細かい土にな

る。この土を使った塗り壁はl時を経て風雨にさらされ、角がとれ、

表而が毛羽立ち俊 しさを増す。

自然の中でモノは徐々にサピをおび、サビはそれらに独特の手ざ

わりや柔ら かい表情 を与える 。



「美の条例」真鶴町の

野口和雄

都市プランナー、側地媛総合計画研究所取締役
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| 非院問題を焦点に戦われた111] 長選挙で、写抵の三木JI IJ 長が当選し

たが、新しいIII T長がまず行ったのが i*fr7J<規tIl lJ 粂例J てあった。新

しいマンション開発には水の136 %合契約を拒否するというもの。これ

ていったんは開発が』二まった。 しかし、 JJ 干心な該当直が残った。 それ

は、では これからどのようなまちづくりを行うか、というこ t であ

った。規制では決していいIIIJ はできない。 どうすれば兵倒IITの美し

き豊かさを引き継ぎながら、新しいIIITを育てていく ことができるか。

I  rまなづるシステムJ

国の法律にとらわれず、みずからの芯忠て盟かで美しいまちをつ

くるにはどのようにしたらよいか。IIITI . : l : 次のような ことを? 考えた。

まず、住民の令 ｊ ｊＺ Ｗｦ＿ 成の手続きを経て五ｩＪｾ的に自治体の議決機ｼ民 ｬ で

ある議会てνと定されるいづb ! : =t:. (1句な決定プロセスが重要である。

だが、民主的な決定プロセスが倒l卒されている t して、それだけで

は盟かで美し L、まちができるものではな L、。 それにはまちづくりの

鋭胞が必要だ。今までのまちづくりのがL純は国がjiI Il -(I(J に定めてき

た 。 そのため日本の Ｑ ＱＱ ｝Ｂ はイ ｼ叶 性を失った 。 これに対して、新し ｌ ゆ ｌｾｉｔ

1.:l:、.lUl JEXの佃性をより 12かにするためのものでなければならな L、。

粂i 91J1.:l:、 このような考えに基づき、まちづくりにおける以下的て適

正な予続き= iデ、ュープロセス」と、兵佐却11] の特γ圭にあった独|士|の

青|画の{ 本系を位誼十

や| 崎川県真鶴111] が「まちづくり粂例j をff1IJ 定したのが1993年 6

川。弁謎士( 当H寺) の五十嵐敬将氏、処築家のi也j j l多一氏、そして

布 ｉ ｬ ｲＡ ￯ プランナーの革新が、 ｉ ｬｉ ｦ のｻ帥 ｾｴ で役場の職員とともに粂例の起

案を始めたのが1991年の 4 ) ' ] てあったので、作業に新手して約 2年

で粂例が可決したことになる。

まちづくりのT衣忠良を受けた私たちの頭には、{ 出長のまちづくりと

は180皮呉なるブT法を実現したい、 t いう思いがあった。 その思い

は、ｪＧ ｕ Ｈｦｾｉｉ｝ を訪れ、風景を見、 ｉｬｬｦ 民や役場の職員 ｴ 訴し令いを＿重ね

るに{ 送って次第に強くなり、1 i YdF ，{ f 持つようになった。 その思いと

は次のようなものであった。今まで" の都rli号トl曹|は、 m途地臓のよう

にまずゾーニングを行い、ソ‘ ーンごとに建築物の朋途や容積率、あ

るいは規挟などの基準を定め、I l トi発計二可や建築硝認、の手続きの1-1
1
で

基準にあったものを許認可すると L、う、いわば規制的な手段て、まち

づくりを行って言た。 このようなん? 去( こよ ってまちは良くなったか、

といえば決してそうは忠わな t 、。確かに、全国的に一定の水準の建

築によって額われるようになった。 しかし、{ 即位とカポF性という III J

にと って必要なものは破壊されてしまった。人が人として誇りを持

つこ t ができるのはイ附性があるか らで、 IIIT も同じだ。III Tに住u' 人々

の誇りはIII Tのイ剛企を大本にすることから生まれる。

てＧＧｉ［ｩＱ剛生を盟かに育てるまちづくりの方法とはどのような方ＨＧＱｾで

あろうか。 それは、規制的な手法ではなく、自IJ 造的な手法によって

でしか生まれないのではないだろうか、 と考えたのである 。 そして、

その忠L、はJ); 鶴IlI f も同じであった。

法

令

コ

ー

ナ

ー

l計画の体系

R鵠111] で行われるすべての開発、公安い] J 喋が迅守すべき基準とし

て「美の基準J 、 さらに、」共 ｌ 似鶴 ｾｉ判 ｾｉ訓卯ｼド ｉ ｬｉ ｦ の将来のピジヨンをを ｾｴｩ 拙 ｬｊ前 ｙ｢恥 ｉｬ仏，、た「まちづ

〈り青計1-ji1阿阿i1前肉Ii町iiJ 力がf日引計|十一四画}の'，'け.1汁i

のとして、「土. l l [ l l f IJmJJLtIl IJ )J 凶叫がある。

・ 「美の基準J

ｊＧ， ｕ Ｈｦ ｾ ｉ ｉ ｊ の条例は第四条になると、それまで法得ｴＯ寺有の文ＺＡ＿で ｴ 記述

されていたものが、急、に文中{ ドJな4長引となる。第10粂では「場所」

「絡づけH 尺度J iilJ !i J，f IU i材料H 装飾と 芸祁: rH コミュニティ J ｮｾ Ｑｳ＠

め」という 8 つの「美のJW!IJJ ヵrmげられている。例 λ ば i ( l ) 場

所建築は場所を噂亙し、) ! f t¥) ;l・を支配しないようにしなければなら

ないJ i : 記述されて L、る。 この条文を受けて規則で69の「キーワー

ド」が定められている。このWJ!IJ が「美のるE訴さJ だ。「美の基準J は

目2なる所H 静かな j' y) -;J iノ|ごきている脳外H 夜光虫J ￭ｬｾｇ め ｊ 怜の

キーワード ご とに、 ｲ ｆ ｦｾｊ と ｗ ｦＮ ［ｕ￭ｴ ｬ 句 な絵や ＲＱｾ ＮｊＺ￧によって記述され、

説lりlされる。「美の原J l I JJ r美の」糾主」は、 f必長の概念からすれば、お

よそ粂例には似つかわしくない表現1:." が、点在島IIITの条例の本質はこ

こにあるといってもよ L ヴごろう 。

まちづくりは創造的な仕 Ｇ ｊＧ［ である 。 ｉ ｉｉｊ のＩ張主ＱＮＺゃ自然に対する ＱｾｊＳ 放

の念を忘れる ことなく、! 被火の11
1
で行まれてきたIlIf民の心に忠' s : に

まちづくりを進めれば、 111 ｦ ＱＮＺｊＺＧ ｾｪｾ かに、美しく輝くはずだ、 。 そこには

数ｦｬＡ ｬ やｻ日 ｬ ｊｬｬｊＱＮＺｬＺ必要ない 。 必ｾなのは、今までＩ英文化きれなか ったま

ちづくりの刊さj去を、 r，¥'.ilU によるノレーノレとして去すことである。

このことを共体的に「尖の1凶主」でみてみよう。「美のる凶主J の故

初Jのキーワード 1.:l: ｲ 裂な印刷である 。 ｊｾｍｾ ｉｉ｝ にＨＮＺｬＺ ifJII林( おはや

し)J という共生印II Tの先速によって守られてきた原生林がある。小さ

なIIIJ ではあるが、や11主|から小さなi立礼仰11にし、たるまで多くのl古里見:ゅ

l
真鶴町

+や判仲4中|ド
l
咋五公モ川l県

j

県AZ共込f払t謝醐酬印削削
11
町
l
りT
争は、

f伊7予 干 豆 豆一

半仏のイ千付、，J け恨にある小さな
11
町
11
町
l
汀TI.だご。人口約

10
∞
0
∞

0
∞

0人てでで、、 手符行線山の夕仲ド|ド倫!倫命il山」 μｬ 力か Ｓ ら羽 ｬ付 ｴ 必戸灼［件へ Ｓ突定き ｵ

一
ｾｉ げニ ＧＮＺｊｾ 工其 ｾＭￍｉ鵠ｾ鳴 ，ｽ子拘 ｪ 許刊主当半 ｼド 王吋刊 ，ｲ，品 ［］ゐ ［［， が ＱＱ川 ＱＱ 川 ｬ り ｬ そ

のものである。 IIIT氏が住める のは、 2 つの小さな漁港の!万j りと谷に

1nった地区て。あるため、人r J はそれほど附吻11するこ t はなかった。

雌業と 脅えばミカン民業、漁業、イj 恒筑H. 即也; ) i: ーイイ= となった観光

業、 そして ｴｾ 鵠 ｉ ｬｉ ｦ の小松山から取れる「ノ川公石」の産地であるため

イ ￯ｾｾ っ たが』盛んて、あった 。 しかし、 どれもかつての繁栄はない。希望

が持てるのは、隣のHI?J I l 地である非/ ¥海や湯河原のように高層の建築

物力市L l L する観光| 卦! 予告を行ってこなかったため、盟かな景色が伐っ

ているこ t が幸いして、ヒッチハイカ ー も含めて観光客は多い、 と

いうこと fご。

この小さな ｉｉｉｊ がノ ｦ フツレ ｊｾｬ にリ〆ー卜 ｭ Ｎ ｬ 発にｾｊｬわれた 。 マンション

ｉｬ日発 染者がえ Ａｗ のように 引 ｬＧ しかけ、 ｉ ｬｉ ｦ 役場ＨＮＺｬＺｾ致点となった 。 ｉ ｉｉｊ や ｉ ｬｉ ｦ

b ! : は? ンション開発に- tLf抗したのである。 それは、 これらのリゾー

卜開発を簡単に受け入れることができないJj' ;' I i ' ; ーがあったからである 。

共低ｾｬｉ ｪ はその盟かな景色て ｩ ｊ，｝ｩ ￯￮ ｦｊ ￘Ｑ ｦ や熱海市とは災なる観光地と

しての特徴を持ってし、る。IIITjo'-(
本が「もてなしの心J を持っている

のだ。 この景色がマンションなど の|寸人:1) ト11Eによってうたわれるとい

うことは、 rl 帥
11]

の観光の崩撲につながる 。さらに、 111] 民に t つて

の夕 日制組もある 。 独ＱＧ Ｑ の Ｗ ｊ 対 Ｇｊｊｾｴ からは ｉ ｬｊ ｪ 出こ側 Ｔ ノ｝Ｇ｣ｻｦ Ｑｍ ，合できない

ので" Ｑ 燐の小 Ｑ Ｓ Ｑ Ｑ 京市や湯河原 ｉ ｬｉ ｦ から ｊｾ っている。それによってよう

やく人 1110000人の水が支えられてし、るのである。 ここにマンショ

ンカサ1
1' し寄せると IIIT民や観光客の飲料ノドが131J.合できなくなるのであ

る。すでにIIIJ は、観光て栄 λ る$[<j J ; に1nJ J3 t も断ボに襲われていた。
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ばならない。 これを「応答者ヨ刻と呼ぶ。|町長は、

「公聴会j の結果を踏ま λ てHFI 発言|画に対する適

有の判断とその令制ICJ 理 由 を 説 明 す る 統 計1わ さ れ て い る 孫。

この|町長の判断に対して開発事業者や住民が不服な場令は、 11授、冬

がJ に説会に不服i J J し立てができる 。 そして、 1111 の最高論決機|刻であ

る議会による議決によって樹、冬的な111] の芯; 忠が示される 。

しかし、議会の議決によって兵仰11] ーの73; 思 ぞ示す こ とはできたと

しても、 開 発を Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ 止させ る こと はできない 。 ここ が ｬ ｬ ｾ 大の ｪｩｩｈｩｬｬ だ 。

都市計@I拡 t 建築基託制 iの下では この後、や11奈川県に対して Jj Me許

可申請、建築碓認申請が行われる 。 これは、 u鶴11f Tと全国法の 2つ

のノレーノレカ可制時11 f ] において存在することを意味する 。 そして、法律

的には 当然 日本ノレーノレが優先する 。では、兵綿1 f T長は E うするか。

IIIJ 長は議会の芯思を尊重して自らの判断で水道の給水を拒否する 。

ｊｾ ￭ 従 ｾｬｬｦ の決性 ｲｲ を実行する こ と こ そ地方自治の本旨であるからである 。

後は、裁判所の判断をfJ1J <ザ こ とになる 。テ、、ユーフ。ロセスを絞た111] の

決強Jr と国の法律の一得耳Iサな運用による行政処分のどちらに平自己が上

がるか 。 これが「地方自治と民 主 主 義」を官 ｗ ｅＺ しようとする ｊｾ 仰 ｉ ｉｊ

による、全国法の |、ーで計二される範凶内での11わk: IS. l { の実践である 。

こ のように、真 Ｇｍｾ ｉｉｔ の条例 ｉｈ 美の基準 ｊ I まちづくり計ITli i J をま

ちづくりの規範として、「テ〉 ープロセスJ を経てまちづくりが展開

されるとし、う布IYi : 迭を持つのである 。

粂伊11がft，ll定されてすで に 6 正|三が主主過した。 この1111に、 IlI fは「美の

基 準J のモデルとなる娃築をつくる必要があると考え、コミュニテ

ィJ '，[: l協を建設した。 ここ には「美の基準」があふれでいる 。!日j発事

業者J には、まず ここ を見てもらえばよい。 その後コンペ方式により

魚市場をム! ! : て替え、 2 ｾｾＨこ ＱＱＱ｝ 営レストランを ｩｾ 除した ｉＮｾＨｬＯ ｟射を完

成させ、漁港周辺地区は前気づいてきている 。 また、Ａｉｄ ｾ ｬｪ￭ｪ に射輪場

を盤f J l ll し、今年はII IJ常診療所を併設したデイケア センタ ーがオープ

ンする 。米年度から実施される介護保険tl，ll J : i t に備えて! &設している 。

- }j 、条例に基づき開発等の指導も定者してきた。 はじめは戸惑

って いた設立| 者も、 Ill fの72: 図を町鮮し「美の五回主」に基づし、たプラ

ンをあらかじめ考えて窓口に来るようになった。IIIJ のm 当者ーも「ま

ち づく り計画 ｊｉ 美の基 ｾ刻、そしてその背後にある川氏のまち づくり

への思い を非! ¥っぽ く語る 。当然、開発の手続きに ついても説明する 。

次第に、 民1: ¥1の主!!: 築にも 「美の基準」が生きるようにな ってきて い

る。

川j凶となる I) rl発計画家もある 。111]" は、 「まちづくり審議会」に刈 Ji I)

方誌について検討を依J顕する 。公募によって委此となった11f T民も参

加し ＱＱＱ｝Ｂ 長も ，ｾＧ， 府した「まちづくり得議会 ｊ では、「 美の基準」の車 ｩ Ｇｈ ｬｊ Ｑ

に立ち返りながら存続命をする 。仔IJ λ 小さな主主築てあっても「坐地」

での建築には;訴義会の議論I.t. 厳しい。公共処築についても厳い、古;

)GがlJ 'l る。 しかし fl 0 - 長の議論と違うのは、 1111は「美の基準」ぃ、う

パイフソレを持っている こt にある 。「美の基準J に令欽しているか、

令致させるためには ｅ うしたらよいか、が ｦ ｩＧｴＤｊｬｩｦ ｬ ｾ ｊ に議論されるので

ある 。 このように して「美の基準j はまち の細部にまで次第に 忠、づ

いていき、なによりも III T民の':1' で熟成されていくのである 。

ｊ Ｇ，｛ＺＨｩｊｾｾＱｉ＠ fの この壮大な実験I. t. 永遠に絞< 0  (のく匂 かずお)

l条例制定後の運用

かりの場所、それらそ包む自然がある 。 これらは共岬1 f Tカ鳴るべき

I型 地J であり、これを守 らなければL、けない とL、うこ t はIIIT民の

心の深いと ころにあった。 しかし このノレーノレは、新しい開発の圧力

によって次第に心 から ji!j えつつある 。 そのため、真綿111] の桁判的な

ノレ ー ツや過去との併を ｪ 倒寺しな ｌ 、と共ＱＧ ｴｲ ［ ｾｉｉ｝ の独自性や Ｑ Ｑ 苛 Ｑ Ｚ 生が う たわれ

てしまうという こ とがもう 一度、 IIIJ 民共有のノレーノレとして靴官五され

なければならな L 、。「美の基準j では、「これらを側節し、復前させて

いくためのあらゆる手段を講ずる こ とJ ! : している 。

このように「笹川水J Ｑ Ｑ Ｇ ｴ ｦ， ｊｻ Ｍ ｾ や Ｑ Ｑ 社 ｪ 、小松石の Ｑ Ｑｦ ｔ に相 応し し 、 「小 さな道

相HII IJ を守るい、う「言葉」によるノレーノレは数値や色と呉なり全111

l直l一的ながilllll とは相等れない。「言葉J I. t . 、規制による単一のテ、ザイ

ンではなく、 11苛性あるデザインを生み出す1J t ' 持っているのである 。

「美の基準」を粂例に位置付けた ことによって、 IIIJ 民だけでなく、

新しく IlI f民となる人々も、開発事業者も、そして公共胞設をつくる

行政も誰もが、 ｊ Ｇ，｛ＺＺｻｉＮｃｾｉｦ｝にあった建築を自然な こ ｴ としてて》るよう

になるのである 。恐れずにいえば、「美の基準j さえ Jうれば兵f鳴111]の

まちづくりはゆっくりと進んでL、くはずだ。

しかし、誰もがそう思うように、「て、はーイ本l明日から1iiJ をするか」

が見えて こない。行政は計i i ! I1によって事業が行われ、毎日、者|州市|

@I訟の窓口には l) f.I 発言|値|や建築計画の 11'1  1mが来る 。

そこで、 1994J joか ら3 ;!J 'joかけて、 i放J1ました住民参加により 「ま

ちづくり言 l-j i I i i J を策定した。 この 「まちづくり計画」は、都市ifit jiIil

j去に基づく都市マスタ ープランであるが、 しかし、この計 l百| も「美

の基準」と 同 じように 「言葉による青li iITiJ てあり、図は 「言葉によ

る言 li i I T i J を補完するものとして力支小限にとどめられている 。

・ 「デユーフ。ロセス」

条例はまちづくりを、行政! : J j f . 19E業者による n: u 扮怜れたプロセ

スJ から、 i:iてL亡に公1mされ参加により決定される「聞かれたプロセ

スJ に変革した。今まて正ちづくりのプロセスは極めて儀礼的なも

のでしかなかったが、J ' ] ; { i 鳴IIf Jの条例は、公IJrl された議論、応答電財去、

不Jl I i iJ 1し立て、議会による繍犬と L 、うまJfし L 、システムを通しては

ちは白分たちでつくるものJ という当たり前の原則lを確立した。

!日i発事業者は、まず一定か首長以上の|非l発 (1建設行為J) を行うにあ

たって、 111] に尻Iｌｉ ｾ ， を行う 。 こ の厄 ｬｕ Ｂ は住民 に 公 Ｑｭ され、住 民 説 明 会

が行われる 。11f Tは、「美の基準」に基づくリクエス卜を作成し |非l発卒

業者 に 示す 。 このリクエス卜は、 Ｑ Ｑｦ ｔ の担当者が実 ｼ 僚に ｩｊ ｬ ｾｾｩ された敷

地 にj i を迎び、 このj出 也において「美の基-i_1I;;J がどのように所かさ

れるべきかレポー卜した もので、庁内のi諒命を経て 11f] としての正式

なリクエス 卜となる 。|井19Eの司可ji j"J1，i，識にあたっては、「美の基W¥J の

ほかに ｵ 二 地利川 規制ｊ［ＮｊＢｴ準 Ｈｊｾ ，長印 ＱＱ｝Ｂ 独自のソず ーニ ングて。行政 ｼ 豆 域 全

域に指定されている ) J Iまちづくり百 l-iiIi iJ ｉ 建設の基準Ｈ技術的なｾ

4時 )J に必介してし、るかどうかをチエツクする 。

もし、 このようなプロ セス の '-1' てH日発事業者カ司IIJ による指導に不

lJ h ( があったらどうするか。あるいは開発に対する Illf の判断に位以が

不 Ｑ 怖を感じたらどうするか 。 粂 ｻ ヂ ｉｊ は、住民と Ｑ ｾ ｦＮ ｊ 予 ｅ ＺＩ［ ｉ Ｍ ｾ 業者が公聴 会の

ｉｗｈ 住をｾｲｉ求できる こ ととした 。 こ の公聴会は Ｑｉ Ｑ￭ｬ き世〈場 ｊ ではな

く、「櫛命する場」てある 。公聴会議長は「まちづくり稀義会」の委

i-1か ら選li れ、言細川正法廷のように行われる 。

「公聴会」のk:;li*に基づき III J長は報特主j，を作成し縦覧しなけれ
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タンクを利用した家庭用雨水利用システム

高井征一郎

21世紀に If'l けての住宅法設の主要訪日出は「広町以巳tiJ 占宅の行日主j

であると 青 われている 。 そして、この ｅ 立与目巳 ｉ ｾ 住宅を村沈 Ａ する場令

の不可欠な妥素が、 天の忠みであり、生命の源である雨水をいかに

n々の生前に取り入れるかにあることは論を待たないであろう 。

II (こm材 II Hl t 言っ ても、その形態は①邸J他物の育成⑫放水

I先111、 トイレなど斜印 ＱＷ ドで ‘ の水道水の Ｈ ｜ｩ 侠 ｉｄｩ ｾ｜Ｇｊ 度や温度の ＩｾＺ［ｊｪｬｋｩ￬ 淵主

の築jさなどの庭園づくり ⑤地撚沈下 ・告1I1打型洪水防止など公共目的

への協力⑥Lむた ・火災な E非常時の備えー と多様t.:" が、ここではこ

うしわ将IMI I用の基本となる、 m*タンクをもEつての一般家婦にお

けるシステムづくりについて、 と ｾ ｉ ネｾ Ｚ の ｬ 以り品 ＱＱ みを 中心 に相介したい 。

l塵填等の異物の除去

設

備

の

頁

家庭での雨7同 1I斤Hi 、通常、屋根に降る雨をタンクに導いて使う

ことになる力士この屋線而か らは多誌の座決のほか、落茶〈ず、土! J .

の死がい、おの羽根などがmい、 っ しょに樋を伝って流下してくる 。

したがって、雨水利mはまずこの呉物ぞいかに処理して除去するか

が大量な問題 t なる 。

こ の ｨ｜ｾ 物除去のか法 ｬ￬ 、これまで聞のｼ人 ｬ 外で各種の工犬や試みが

行われてきており、一部が製品化されているが、その多くが 日常(I(J

なメンテナンス舎前提とするものにな っている 。 そこで、ここでは

務築くずなどと徴主111な鹿壊とを辿統して処理し、しかもほとんど U

常的なメンテナンスを必攻ーとしない、当キ| の雨水分j末終によるか法

について、その機購を説明したい。

この間ノド分流器は本体上古1I のスライド符の1)崎rl に目の粗L、フイノレ

ターカむ| 見められていて、茶菓くずをはじめとする上七較的大きな呉物

をtl l対: : t するようにな っている

(写 真 1 ) 。砂や上などの践

校はフィノレタ ーの Uを通過し

てしまい、また 1お菜な E の異

物の務 ｆ ｩＮ Ｑ は、 ｊ｢ｾ 所と季節に

よっても異なるが、通常そう

多くはないので、このフィノレ

ターは平均して 1 - 2 ヵtl に

11司スライド管をスライドさ

せて、」二部に堆私している興

物い、っしょに取り !I'， し、水

洗いして兄に戻し、繰り返し

f史Jl Iする 。

また、 フィノレターを通過し

た陛峻符の細かい興物は悶ノド

写真 1

分流総本体内部で、降雨初!UJ の雨水い、 っ しょに分流除去される 。

その仕組みを、 図 1 にしたがって説明する 。

フィノレターを通過した陛攻ーを合む ｦｊｊＡｕ ｊ ￯Ｚ ＱＱ ノドはｾｾＺの内壁にそって ｩ ｩｔ ｅ

卜し、上段リングの先日書1Iに達する 。 ここで171t 下雨水が少i ltの t き

は' ぷ線矢印のように、そのままれ';A: ;t; にそ って流れ、下段リングの孔

( オリアイス) を通って系外( 下水道) へ除去される( 写真 2 )。 し

かし、その後次第に雨が本降りとなってilrE下問/ 1<il 1 が明してくると、

上段リンクーの九起の;i 関43を受けるようになり、% 程部で1)、l低から事IJ

向ｉｦｾ ( はくり) した悶水は布紙以て‘示すように、 |人fiYに入ってタンクへ
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写真 2 3 ヵ月使用後、縦樋から取り外した雨水分流器一外管の底に慶

撲が付着 して いるー

導かれる 。Jlil: i尖の大部分は初JUI 雨水 t t もにすでに除去されている

ので、 この本降りの雨にはほとんど合まれず、きれ l 、なm/ .Kがタン

ク内に貯留される 。 また下段リングのオリフィスは調節ツマミによ

っ て ｉ ｾｾｉ 孔率を変えられるようになっており、降雨の状況に応じてよ

りキメ *111かいコントロ ーノレができるようになっている 。例えば、ノl、

mが長jUj にわたって続くような状態て"]!' i' *率を市めるためには、ォ

リアイスを絞ればよい 。 オリアイス守完全に ｼ射じ れば図 ｾｉ Ｍ Ｇ 二 ＮＧＮ Ｇ ｘＤｪ 噺 Ｑ

で示す経路をたどって、お! 日、- 雨水の全f立をタンクに導くことがで言

る。

l雨水タンク

座竣等が除去された雨水はタンクにＡｬ ￭ｾ えられることになるが、 、

こでは→.!)l:{=広〈 52及し始めた! l ! ! . J - ，設置型の小型タンクにっし、て、

その能町計画するにあたっての仰なJ日述べたし、。

1 . 大きさ

タンクの大きさは、雨7 Mll mにあたって凡込まれる水使用宜と、

集水能力を決定する辰線而紛の同而から検討される こt になるが、

ーづ般家庭の; 場令は崖線而柏やタンク設置のための土地而杭のi]jiJ{((.]を



写真 3 一般家庭での 写真 4 一般家庭でのタンク設置例- 2

タンク設置例ー 1

受けることが多いので、これらの而からタンク容量を決定し、利用

範凶を特定するという順序になることが多い。

集7 ] ' < 而である屋根市積とタンク容量の関係、は、日本国内てはおよ

そ1 m'当たり 100Q !:. 言 われている 。注意する必要があるのは、厳慌

にはこの屋根而秘は集水に使われる縦樋が受け持っている百時貨を意

味する こ とで、複数の縦抽の Ｑ Ｚ Ｑ Ｑ の ｬ 本から耳 ｾＮｋするような Ｎｴ ＩＩｪ 令 Ｑ Ｎ［ＱＺ、

この， ｉｾｉＺ を考慮しなければならない 。 五 ｌ 仁はおよその目安だが、この

比率よりタンクが小さいとオーノ f ー フロ ー して流失する雨五Iが多く

なり、逆に大き過ぎると費用声: 附J泉の関係から過剰投資になる恐れ

が生ずる 。

ただう私たちの経験からは、ｦＱｾ水平 ｉ ｊ 用に取り組むユ ー ザーサイドの

姿勢は、最初1.;1:小刻i首JLなものから始めて、段階的に利用を拡大した

いというケースが多 L、。 こうした点に配慮して、当社のガーデンオ

アシスは基本ユニットの特立を 200Q  1:.340 Qの 2種類として、これ

らを宅金総封古できるようにしている( 写真 3、 4  )。

2. 形状とデザイン

単にm7ドをl ! 'r めるだけならば、大型のポリ容器やドラム缶のよう

なものを利用しでも事足りるが、環境 ｾｊ 巳主住宅のシステムづくりの

一 環として ｾ Ｑ ｾ ￎＷ同 ｬ 聞を＿考える［場合には、タンクの形状 Ｑ Ｎ［ＱＺ本絡手 ｉｊ ｭ に

つなげうるだけの令辺! 性を持 ったものでなければならな い。 またそ

のデザインは周囲の環境と調和したものになる こと が望ましい。

→ i没に者阿部においては、タンク設置の土地面積に制約があるこ

とから、タンク 1. ; 1 : 薄型や縦長のできるだけ場所をとらないものが要

求される 。ただ、現庇のところそうした考えを大胆に取り入れたタ

ン ク は 、 捌 鮎1としては制限に近いのカ明念丁である 。例えば、フェ

ンスを兼ねるタンク、 rUfl を兼ねるタンクといったように、より臼

IJ Iな発想にもとづくタンクの出現が待たれると ころである 。

ガーデンオアシスの; 場令は、縦長のユニ ットの周囲に金網を取り

付けて1と協などを官iii れるようにしている 。

3  . 使いやすさ

雨水j刊のタンクは水道7 ] ' < n- Jのものとは迷って、雨水の性質にずf目

した工夫ヵワバEされていることが望ましい。 そうした配肢が佼いやす

きにつながるからである 。 ここではガーデンオアシスに係JF l されて

いる、いく つかの」二夫制市卜する 。

. コックの{ 立世 タンクから7] ' <をIfx り11.'1すコックの位置は、タン

ク底而からやや上のタンク側而に穴をあけて取りやl けたものが多い

が、雨水川のタンクの場合は、 この水の取り 出しを タンクl底而から

行うこ t が望ましし、。タンク側面にコックを取り十「けると、そこか

ら下が雨水の滞留吉11 となり、沈殿物が堆積して腐敗の原因となるか

らである。

・水1m計・ ・・ー鳴生lこ水位計はタンクヨ|主体の上 1;-2 ヵ所に穴をあけて

胴づけしているが、 この場合、管内の掃除や管の交換の| 僚に、タン

ク内の7] ' <を: t J lo7] ' <するこ t を余儀なくされる 。 これに対して水位計を

配管官11から取り出して、取り出し部にコックを設けておくことによ

り、ノ阿賀十の掃除等の作業は

この コックを削じる ことで容

易に行える 。

. 逆流防止弁の干IJ用 ガー

デンオアシスは 2 つ巨人ヒのユ

ニ ット守述結して容量を増や

すことができるようになって

いるが、この場企、配管部に

逆流| 坊J I : 弁を組み込むことに

よって、いち早〈高水位一高

水圧が得られる 。雨が持つ位

置のエヰ、ノレギーを少しでも有

効に利用したいという気持ち

設

備

の

頁

図 2 タンクへの逆流防止弁の応用

が、このような工夫につながったものである( 図 2)。

・安全性 雨水タンクは強瓜や地震lこ対して、安全性の日 L、もの

でなければならない。両' t . 風計算や耐花忠 |算に哀1，J けられた正し L 、胞

工を行う ことが肝要である 。

l地下タンク

同水を散水引先Jfi. などにとどまらず、 トイレJl J水等として本格的

に手IJJl J しようとするならば、より大型のタンクが必要になる 。 この

場令、者Ilrli における土. I I MIJ 用の形態から 言っ て、. IU!.J :. f(; 11に大型タン

ク守設置する こ ｴ は無理が多〈、 → ｬ 生 的には、品主やｾ ￬Ｚｉ Ｑ 工場の ｬ マに ｉ 也

下J l ' i ' 帥J11を設けることになる o 11師、プラスチック の滞7] ' <H (充IJ!t

材) をゴムシー トてくるんで形成する簡易型の地下タンクが登場し、

施工性の良さが注目されている 。 普及に伴って討 Ｎ Ｑ ｾ Ｗ， ド ｊ 材 の ＱＱＱＱｩ Ｚｴ初 γ ｼ 、 ーが

り、→l主家庭でも採用しやすくなる日が待たれると ころで、ある 。

ただ、こうした地下タンクを設置する場令でも、雨y阿 IJJI Jのシス

テムは雨水分流部→: l lli_上設置の小型タンク→地下タンクの流れそ悲

本とすべきであろう 。雨水分流i慌て、興物が除去され、小型タンクで

さらに粒子の制II かい沈殿物が除かれるため、 地下タンク |村には非常

にきれし、な雨水が導入される こと になり、 fiU帳、地下タンク |勾に設

けられてきた出i投柑やj成過制力 f不安になるなどの令羽げヒが可能にな

るからである 。地下タンク内のきれいな同水はトイレJIJ ノド等として

ポンプて" 送水する 一方、: l lli_上の小型タンクの雨水は庭まわりの斜問 l

7 ] ' <等に使えば、、雨水利用面からも型想的と 言 えるに違いなし、。

( たかい せl'l 、ちろう)
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耐火構造用シーリング材

牧野雅彦

コニシ附浦和研究所シーリングプロジェクトチーム

21 1  
分 施工材料の頁

火災区間、服 ｈｾｬ ぎ ｬ 司、竪穴区 間 、ｴＧ ｦｊＡ ｉ ｊ 区 ｀ｉ 、令 Ｘ 区固などにおけ

記目地、および→没娃築物の制空白地に使う こt ができる 。

. .t主 ・はりの耐火目地

• ffii 1誌スリッ トLI 地

・|切火戸まわり Ll j也

. 用ilgJふ さ ぎ 11地

- 耐火IIIJ 仕切ノ旬、ノレ目地および柱 ・はり ・床との取令11地

ボ、ンド F R シーノレは、上記白地を'1
'
心に実泌が柄えてきているが、

これまでになかった「耐火性十府I/I J変位対応」い、う機能をもっシ

ースマ先行型の材料でもあり、どのような川途があるか化学メ ーカー

にはわからない点が多い材料でもある。実際、新しい機能を求めて

つくったは良いが、ど こにイ史えば良いかが当初j はほとんどわからず、

1  Jf. J1eから個別指定ぞ受けるまでに実に 5 j l ' -の歳月を要した。

ボンド F Rシーノレのユニークな機能を生かす ことで、耐火性をも

っ新い、構造ItI訂師の1m発や、工J制定i1.l fi . 行) )化の- 11)) になれば幸い

と考えている。

途l用

る

I  3 時間耐火個別指定取得

ボンド F Rシーノレ1.;1:.、 ';Iji性シー リンク羽てゆj めて、住 ・はりの合

成 31時Ii IJ r(U;t火構造として、建築基準法施行令第 107粂第 1 ｾけのイ ｉｾｉ 別

指 定 ( 表 1、 2  ) を取引した 2成分形変成シリコ ーン系シー リング

材である。ボ、ンド F Rシーノレは、 31時'I/l m耐火性iU 防*才イ宋|・として

の機能を1i lせ持つユニー クな材料であり 、| 耐火性とムーブメント追

fft性が裟求される白地古1Iに述i J l ' Jできる。

まさひこ)( まきの

耐火柿造有 Ｑ ｉ 分の目地帯 Ｑ ｉ は、耐火性自 Ｚｴ ｊＭ ｾＮ ｾｊｾｊ Ｂ ， ｉｾ となりやすく、 しかも

目地苦1I に雄物のj晋! 日! 変位や苦1I糾の熱やi輪ーなどによるムーブメントが

発生する場令には、イ史川する材料や工法の選択はより複雑となる。

一般に、 ロックウ ーノレや現時佐賀級品!He泡体などの不燃材料と 1ljl' 性

シー リング材を併用するー仁法が刑L 、られているが、 ロックウーノレは

取り扱いにくく市 ￯ｬ［ｊｾ に庄和 ｩ ｩ究 ￌ ｊＡｾーするＺ 必 要があり、作業工組が複雑

t なる。

いずれにせよ現状の耐火梢i込書1I分の LI 地処刊は、耐火性fiEをもっ

材料と、防ノ ｊｾ ・ 遮音 ・ ノド符 ・ 気街 ・ 屑 ｉ Ｏ ｜ｪ 変 ｻ 立Ｉ［ｊＢｉ応性能をもっ材料の

2l呈B!Jiを品Ilみ令わせて )1) いている場令がほとんどである。

ボ「ンド ｆｒ シ ー ノレの ＱＱｾ 大のす庁長は、 Ｓ ｉＱ ｍ Ｏｬ ｊ ｲ 耐火性能と ｾＡｪ む性シ ー リ

ング材としての性能の両方を Ｑｾ 祈していることである 。

ボンド F Rシーノレは、 311年I/l J耐火性能をもっ材料であるとともに、

建築川シーリング材として ]I S A5758で認定された材料( ぷ示クラ

ス F  - 25L M ( MS- 2-903ω) のため、 4f段は引ji' 性シー リング材と

しての機能を発持し、火災Hキに耐火材料としての機能を発悔する。

このため、耐火村正i宣告日分の 日J也にボ、ンド F Rシーノレを灯J ，、れば、従

米のようにポ燃材料を側川する手間 Ｑ ヵ河ｾｾとなる 。

層間変位対応+  

l耐火構造部分の白地処理

l不燃材が不要

耐火 3 時間

施

工

材

料

の

頁

縦 目地の F R シールが発泡/ 不燃化写真 1

耐火指定

而十火|三分

表 1

ノぐックアッフ Ｎ ｾｾ

fei 包ポリエチレン< / 135

発泡ポリエチレン< / 135

シーリング材

ポンド F Rシー l レ

試験 f.j>:

P  ｃ 板Ｈｬ ＲＰｭｭＩ ・ ｬ 次十 ｬ ロ ックウー ｊ レ ＨＶＵｭｭＩ 令 Ｑ ｩｘＮ 被援 ｉｪ Ｇ ｾ 巨鉄 ｴ 村 ｊ

ｐｃ 板 ＨＱＲＰｭｭＩ ・ ｬ 政手 ｬ ロ ックウー ｊ レ ＨＶＵｭｭＩ 令成被桜 Ｂｉｾ 欽ＧＱＧ ＱＧ はり

3  ILI'H¥J 耐火住

ポンド F Rシール

耐火性能試験結果 ( 昭和44年建設省告示第 2999号に規定する耐火性能試験結果)

面f火I'( 'l t I 住 31昨11¥1面I火| はり 311州耐火 a 基準

ＨＱＱ 召ＮｦＱＱＴＴ 年ｫｬＡ設す ｩｦｔ 示耳 ｾＲＹＹＹ ¥;-、 J i. (l i . )) B  A  B  A  

ｬￎｩ ， Ｚ Ｇ ｾｩ 品度は ＴＵＰ Ｇ ｃ 以ド、平均 ｩ 品 ｴｩ は ＳＵＰＧｃ 以 ｆ であること 。3 2 6  2  9  3  2  4  8  2 5 3  

はり 311;¥'II¥J 耐火

表 2

rJl ll 

鋼 材i品Ji ( ' C)  

2  7  8  2  4  6  1 8 8  1  8  1  ‘ ｉ Ｇ ｉｾｊ＠

IJII 熱中耐火 |二または構造強度J :. イ)，1}とJEめられる変形 ・政t実・IJ 見t容などの変化がないこと。なしなしなしなし変形 ・。I1i J貞・日比稀 ・別れ 11呼

機1反材のいずれもが加畝終了後10分以上火気が伎作しない こと。なしなしなし《し火気の伐イF

イ?行f

イ干! ぷ耐火試験は主l ! 築J占市伏により、 A . s  2  f. j >: で実施している。本データはU[ IJA似て' あり、 i μi EM: て' はない。

建築と社会 ・1999. 6

合 格合1(¥合 絡判定

※ U:  
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防 災 編

意匠設計者のための防災設備の要点目

スプリンクラー設備 田上雅章

ヤマトプロテック附

lスプリンクラー設備の設置( 一般建築物)

.  (  )Î I の数ftfi は耐火』件

i立の姐煉物又はい1装を市IJ

似した簡易耐火f，Yijj 互のhl !

築物に適J l Jする。

[  J I人lの数他は耐火桃

泣でいl装を制限した雄築

物に迎JIJ する

. スプリンクラー設備はどういう建物 U 必要か

表 1 建 物区 分 と 設置 必 要面積 ( 消防 法施行令第 12条)

令月1) ，& 主)!秒J区分 延べil lIfIt λ 1: I血附 x" 無窓 4  )li'f ll ｾ Ｎ ｊｏ 階 lIJ :..l J の附 w持j.:..l_上の階

第ー項目 (1以i!kM.{oit'物) 床而Hl の1t JI 断の附の而縦 日ドの階のI師 をもっ建物

fil 

イ 埠 ＱＩ 場 ・ ＱＱ 見 ｾ ｬｬｩ ｬｴｴｦ ｩ Ｇ ｩｬ 守芸場 ・ 義足 ｾｩｴ ｊ［Ｇ ￎ 600001'UJ '.  100001'比.L.I-. 150001' j.:_ll 二 会問? 全部

ロ 与A しム4 」'i 当二 . j市，]，eム生H却

(1)  

イ ロ の;舞古苦! l J延べ日mmに 岡市f J ' 1 lポ間品目I

|剥係なく 300m' 以上 300m' U，J ， 

500m' 五μ ー

イ キャバレー・ ナイトクラブ ・ 6000m'U ..I -， 100001'j.:J.. 1一一 100001'以上

(2)  カフェー

ロ 遊牧場 ・ダンスホール

イ 料叫ん5 ' f7i 令 6000m'H_l: 100001'].;λ1'， ＱＵＰＰｭ Ｇ ｾｊ よ
(3)  

飲食j占ロ

(4)  

百1'i: i，J; ・7 ーケット ・物品l仮 300001'以上 1000m. H_I:， 100001'j.:J..)'， 

ｾｬ ￩ｊＮＡｦ語ｉ￬ Ｎ 展示場

イ 』矧Ii ・ホテル ・ii'l iEI j¥庁 6000m.U ..I二 1000m官j.:J..)， Ｑ ＵＰＰｭＧｾμ＠

ロ 共同住ｾ Ｎ 寄宿合 ・ ｆ￭ 百 全音11

(5)  共同住宅JT) ス

プジンタラ ー

設官伽泌" . ! 0

f内院 3000m'].;λ1-， Ｑ ＰＰＰｭＧｾμ ー 1500m'U  1'， -'?-:Jifi 全部

イ

診世 Ｈｾｰｲ ｲ . l l ) 刷所 ωOOm'].;ユJ

老人布時11:}jも設 ・午了料老人ホー 6000m' j.:J..) -， 100001'以上 150001むμ ー

ム・児童抗 ｴｊｉ ＺＱ￭匝設 ・ 身 ｗｪＡ ｦ，Ｂｾ古

コ荷担巨

ロ

(6)  
養設老人ホーム ・特別l老人ホ 100001'H_I'， 

ーム ・身{ 村jF害者扱'KffiJM設等

特定施設

幼平ftl 立1• i ' f羊校 ・立担羊校 ・養 600001' 以卜 100001'ιυ 守 150001'以 1:

; 進学校

ノ、

行学校 ・ 主主 ＢＧ ＱＭ 校 ・ ｾｩＨ佐織の

寄'rfi 合。特例洋校

(7)  
小、 '1' 、町、大学校、名駈ザ枚

(8)  凶告白 ・tut物館 ・美術館

(9)  

イ ｦ ｦｌ 気 ｉ 谷 ｴｾ ・ 熱気 ｈｾｩ Ｚｴ［ｖ ｪ 6000m切u- 1000m'H_1二 1500m'  j.: J.. L' 令附

ロ 公';1<. i谷坊( 蒸気概ダ叫外)

(10)  

事前の{ ヂIド場。保協自 ・品ii .準機

の ｾｖ ＡＧｩＧ易 ［

(11)  中l'相 ・奇院 ・教会

(12) 

イ 工場 ・ 作業 ｾｊＩ ｪ

ロ 11央iilli スタシオ ・テレビスタジオ

(13)  

イ 自ifII}I li.Iド庫 ・射111場

ロ 現 ｾｦｪ［ 機 ・ ｊｩｩ ｉ Ａ￞，湖面盤機の断糊 ＱＱ

(14)  

i"i m¥ 天井のIJ Iきが10mを超λ るラック式合/ ! l I に

限定。延べ而. fl ' 1<;; 700m' (l 400m') [2100111')  

(15)  

事務所 ・会議室等。iiii 各羽に

該当しない1同 掛

イ 綾令m途l坊火1・l i Mo'ilX2X3X4) 左記JIJ 途に 1000m'以..1 '， (2X4)の川i企 金時?

(5)イ(6X9)イの別企部分がイFす 供される昔11 100001'以J 二

(16)  るもの 分の床而f J ' 1 (lX3X5)イ(6)

の令市が (9)イの川途

3000叫 え1， 1500m'以 |二

ロ 被令Jl j途防火; kt象物。

上記ｃＧＩｾ衿定Ａ干ｊｩ企以外のもの

(16の2) J也ド待I 1000m'巨人J'，

(16の3) 詩句也Ft 釘。 l∞Qm' 以」

(1X2X3X'1X5) イ(6X9)イのJ l J途官JI かっ特定川

分が存するもの 途部分のl年

Ｑ 両政の令 ｾｉ

が印Om'j.:.J...J'，

(1司

文化H;t i* i 護法簿により指定さ 全部

れた建造物J

(1日 延長50mι μ 二のアーケード

Ｎ ＯｊＧｉ ｒＱ ￯ｬ ｪＢ ＱＱｾ ヘ ッ ド Ｈ仰主予防 ｾｉｊ 1脱に目4る) iiiit l' I 、州五、その

他これらにmi する部分

Ｎ ｦ ｊＡｬ ｗ ＮｴＡＧｾヘ ッ ド ＨＡ ｾｉ ＮｬｬＺｦ＼ ｊＨＩ［ｉ ｊ＠ 1  fifi に限る) 'riiitl 玉、づ平及びl P. iiT.

J邑路、その他これらに賀lする部分

・ 欣水ｊｦｾヘッド 1::1天JI '剖i分lこ設躍するスプリンクラーヘフド

fj g長は、スプリン クラ ーヘッドの感知速度は l

手封Rでしたが、感知速度の速い目玉感度ヘッド( l

穏) t i. 邑'，!jf; 型 ( 標 準 型 ) ヘ ッ ド ( 2荘。に分けら

れました。

表 3 スフ.リンクラー設備の水源水量及びスプリンク

ラーヘッドの同時開放個数

意

匠

設

計

者

の

た

め

の

防

災

設

備

の

要

点

改正後 改正 Ijij

ヘッドのHI)!I)

|百)1，

立) ! 物区分 (1坊火対象物)
(1百) 11; ¥'llf)Jl，( fl 占|数)

11"Ti  2 干{i 2{頃中11こ!:' I

行1't i占及び綾令 JI)

10 

途の行 Ｑｔｽｧｾ ［ 12 15 30 

附 その他(4)J11

以 陵介J 1)途の(4)fi'i 8  10 20 

その他 8  10 10 
の

Jifi ￁ｊｉ Ｎ ， ＺＷｪｾ＠ 8  m &ぴ

10m以下 8  10 20 

11附以上の附 12  15 30 

I也F t ij 12  15 30 

ｾｕ 血 ｈＱｩ 12  15 10 

. ;kiJjiI ，ノt<i I  ｴ ｾ は、 ｌ 記のぷに掲げる ｩ 附数俄武及び ＨＧｦ［ ， ｊｶ ｊｪＺ｜Ｚのも の は

l 日時とする) に 1，6m'を耳Eじて1ｾトた ｩ 止とする 。

. 共同住宅用スプリンクラー設備

共 同 住 宅 ・為 宿 舎 ・下街( 以下共同住毛- 等い、

う) にあっては、建築総j立に| 射する袈fLI二やj控Yil f J 二

の桃造条件ーを加l床した」二で、設世の安否を判定し、

設置する場合は消 火、 野幸 ｉｾ 、品Ａｉ ｾ ｾ 寺官Ｚ迎Ａに面白 ｉ Ｎ｜ＡＡＮ した

)1ヲでまとめられているものであること 。

表 4 設置基準 ＪＩｉ ， ｉｉｊ 告 ｉＡ にあ っ ては ｉｊｉ ｊｉｉ ｾｬｬｭ ＺｲＺ ｉｊ が ＩＩＱＱＧ 功 。

共!日l住宅等の区分

建物士見絞 内 ｾ 二)iJ古li!t =. JJlul  11トJJj .文 JI ーJilflJ

:Ji 1)JIH 難 Ｑｾ か っ j監部11.型 廊下型 避難 目JI

州肱廊下型 |自肱廊下型

11附以上
イ[ 不ｾＮ ｾ＠ ボｾ・

'i!.' 

14階以下 1uf: 弘j 空長 2‘ 2  ｾ＠

15附以上

平i 不要・ ｾ＠ ｾ＠ 1変

111[ '2:: ｾ＠ ｾＺ＠
:J!.' 

- 小区画型ヘッドぞ使用( 放水量50e/i nin、 放 *圧

力1 ｫｧ Ｏ｣ ｭ Ｇ 、有 ｾＩｪ ｬｬｸ 水 半径 Ｒ ， 6m)  4  ｻｉｾｉ 同 ｈ 寺院 ｉｊｩ 文 Ｐ

・ 自副長持 ｉ ｾ 装置はおのおのの住戸、共 ｭ 室、 ＱｓＺ ・毛 ＱＱ

人室 ごとに設位。

. 7J'ci! 積水立は 4 m'五t . l : . の有効ii1:が必 要。

• IJ f I 圧送水装世は11土，'1'，立 220Q/minJ;j J ::.o

. 送 水 口 は11j ，仁l型とすることができる 。

( ゆかみ まさあき)
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本〈l! の魅力は、湯気の立つような ，' 1'，来立て

の賂火力司床わえる ことである。 しかも |止{七や

-¥17. 1"'1( こ|則子、なく、主! ! 築や者11市に興味ある人、

京阪神の生活文化に輿1，* のある人、近代とい

うl昨イ"¥に現U床のある人はすべて、この* を楽

しなことができる 。 というのも、 ｩｾｩ ＧＮ ｬｲ 正ー と

いう ｼ 対内建築界の巨人の Ｑ ｾｾＱ ，Ｚｴｴ［感あふれるやｦＧＡ験

談を、石田潤一郎が次々 t 歴史い、う秒l諸に

fキえてくれるからTご。つまり、 1i 攻I1Ij ・1i 成後に

建築芥が直而 した制度改:;' 1" に|品!するノレポノレタ

ー ジュ的な而向さと 、 ｾ築作 ｊ 品に虫、 ｬ する ｊｨ Ｇｘし

い11利き と|ヨl断の緊張感とを交互に繰り返しな

がら、，悠築の魅力を籾広〈伝達してくれる。

たとえば、 il主辺官iil J.第二問自のiJ ! ! D択を?契機仁

入ーきくハジケるのfごが、 その背後にメリケン

ボザーノレの旗手い、われた造形力だけでなく、

アメリカの夫?Pl 積算ブ却に lこilli じた経'常能力が

あった ことなど、陰影の深い人物像がi丙: 写さ

れていく。

IllJ き告ごきあるいは話し言葉による近代建築

J : t ぃ、う本書のコンセプ卜は、石川のム! ! 築史

観のぷわれて‘ もある。石口 lの主娠は、 f ll 誌の

軽やかさ こそが、個人のおk : 断の手触りを迩ん

でくれるのであって、 』 主義とか ｪ 首 ｗｾ とかに個

人を押し込めたり、窮屈な理念にｾ築家を押

し込める ことは廃史ではないJ い、うものだ。

耳 ＱＱ 念やイデオロギ ー の名の下にイ ｉｾ ｉ 人が圧殺さ

れてきた20" 世紀の暦史を25・えるとき、 これは

もっともな主張である。

別の札点からみると、 これは主主築J : t 1: 建築

批ｾ ［ ｉＧの立場の差でもある 。 近代位築ｊＺｴの出主、

松村貞次郎カ苛間前したように、近(¥0. 主築は長

いIi¥Jある種の魔力、つまり li 抑制的な批判性に

とらわれてきた。 そのため、素直な膝史の対

象となれなかったのだ。 それが今ょうやく、

近代建築が過海士てち佐々しい論守 ｬ の ｩ ｬ ， Ｇｾ Ｇｉ Ｇ から脱

して、歴史の対象になったのだともいえよう 。

それでは、イデオロギーや主義を使わずに

近代娃築を論じるには E うすればよいのか。

それは直後人1mを怖 くこし た と λ ば松村の

f  11木建築家I.LJ)附のように、建築制附象を

J日くことである。t.:<がここ にも l，.j;j臣官 はある。

い、うのも 円本法築家111)脈の '， lDl"iて二 f ll * の

近代処築aについて東京大学史縦とも常うべ

き!ill 築火の凡} j があった。」と! . ! t t べられている

ように、 n本の近代，悠築史は、っきつめれば

* 人ー建築学制の庶民:へと収れんしてしまうか

らだ。|刻聞の独自性や|刻西近イ' ¥0. 主築の，si) i; tを、

IllJ き:。11 きによっていかに促える ことができる

書

評

50 注築と社会 ・' 999. 6

書 評

関

西

の

建

築

園 開 晴

佐

野

止

-

h

m
潤

今

郎

かが次の訪5也となる 。

かつて if ]馬遼太DI IがlリIr台百年を迎えるにぎ

たって、今しかない、 1: IIJI んた、ように、Il lJ き

告きい、うのは第ーにタイミングがi 1 l 裂であ

る。半すぎては歴史にならず、遅すぎてはIlfJ

くべき人が居なくなって手遅れになる。作担

正ーは、 1921壬院主まれであり、石田11ll J一郎が

1952' 1三生まれであるから 、丁度父1: ，目、子の年

齢元である。石聞の世代から見れば、父に祖

父のH与代の ことを吟ね、それを我が子の世代

に千!ー き5じしたものが水害であるといってよい。

この本の幅広い l均等には務かされるが、 一

つを選ぶとすれば、ズＧｾＧ｜Ｂリ第四立をお勧めし

たい。石mによるイu 子正一論は l羽IIHrかつ浪絞

である。i!r.ff正一、池辺陽、芦原義信の三者

の共通点を見出すというウノレトラ C の世代論

はアイテ、アにあふれでいる。 また! { f/築の名手

ｩ ｾ 己貯の主ＡＡ築税と ｊ 返された Ｍ ￭ＺＡ￮ ｩ ｬ ｊＮ ￬ Ｎ 戻なくして読

むことができない。思わず表紙の等辺工、f 1r父

'ム )1コ武縦の大阪方、ス ピノレと娘師科目守iEーによ

るその明築 ｴ 東に ｓｾ 入ってしまった 。 続けてｻ佐

野 ｉ ｾ ｉ 身の経験談カＧＢＪＧｩＧＱＮ <。似出' は鉄i並行時代に、

今の前の京者 ｉ ｾ 訳、 三 代目京朝駅を設計する 。

μ 九i必りの都市制i線とタワ ーの位程、天皇の

術可史民生の位置、 ｉ ｾ ｉ 治体 ｴ 国鉄の力関係、 1打の

要求であった南北車Ihの11通問題、 *1..1 1 トンオ、

ノレの勾配論議など、今|訂|の建て梓えでも il !!!!ill

となった誠論は興味深い。また、ロシアmJ反

主義j艮の笠間lにつ いて幸子F触れられている例

目 ｲｲ があるが、 こ れは姥川京都 ， Ｉｦ 陶 ｬＧ ｊ ｾ 1: ｾＧｾ ｌｬ ｉ 京

都市長のた派的立坊主何らかの|刻係があるの

だろうか、もう少しお伺いしたいと ころであ

る。

また、アトリ エ派であった' 伝作事務所を組

織 ｣ ｎｾ 所に発展させた成ｊｽ Ｉ の泌訣を ｉ ｬｦｊ かれて、

イＯ 己 ｌ 守は次のように答えている。 ｦ ｾ Ａ ＧＮ ｲ［ ｴ ￬ ｾ な 社 長に

ならない|浪り、創] 車弘は進行しません。要する

に決定締をみんなに分ける訳ですから J 'J::に

印象深い一言だ。

以後にひと こし この本は歯切れのJ込ぃリ

スcムを持っており、はじめから以後までiJtllt.&l

すると こ ろがない 。 さらに 二 人の 言 ｾｾのど こ

かに、 自らを振り返ると ころがあって、その

姿勢力f透明なf綜命にある種の奥，f j きを与えて

いる。それがこの本の最大の美点である。

( ふるやま まきお Ｏ ボ布 Ｑ Ｑ 工芸越正Ｂ大学｛ｾＮ下部

.iJi J彩1:



第 1回 T A T S UMI F O円U M

フォーラム「スウ工ーテ、ンに学ぶ在宅介護J

金.

ｾ Ｎ＠

勺 R E P OR T  塚口明洋

塚口明洋建築研究室

z

m
刀

0

3

↓

巽病院老人保健施設

エントランスコート

j来と生前水準を求めるようにな ったことから家b鮪見成が変化しつつ

あり、それにともないケアの主体は家族から市に移っています。未

来の日曲伺守ケアの良いモテツレをfil lWする こ とは、 lこi木、スウェーデ、

ンに与えられた其のチャレンジです。」と述べておられます。 そのヒ

ントとして「自己決定と i丹羽がj なL以前j という訴のドl' で「高齢者は

忠名とみなされるべきでなく、自分の興味、習tl't 、好みを持った自

己決定する個人である t みなされるべきである 。j また、 「デイケアセ

ンタ ーに新い、取り組みを」では「高齢者の方に対して、退院後自

宅て"g三活て3 る様に トレーニ ングとリハビリをする ことです。型 半:

療法と作期決法は市由緒のブ7がi丙動的な生前倒tけるための大きな

支 λ になります。J と何歳になってもリハビリが犬切て効果的である

と述べておられます。

なお、 この T A TS U MI F ORU M  LJ : スウェーテ、、ン ・デンマーク

のお鍋 ｲｲｬ￭Ｇｦｾｬｩ を今後 Ｕ 年 ＱＱ ｜Ｑ にわたり収集し、それを奨病院老人 ｻ 呆 ｦ 似 ｪ 包

設において実践できるようサポートします。

51  

あきひろ)

平成 11年 4 月19 日(月) ＱＴＺ ＰＰ ｾ ＱＷ Ｚ ＰＰ＠

巽病院老人保健施設5F メインホ ール / 2F ホワイエ ( 大阪府池田

市にて )

マイ・ブリ ッツ ・サ ンド ル ンド女史( 元スウェーデン厚生 省局長)

ヤーン・マグナ ッソン氏

アネ ッ ト・ パ ース ン・ホ ー J レ女史

医療法人7 ツクシ ーJ レ 巽病院

スウェーデ ン大使館

建築 と社会 ・' 999. 6

(っかく、、ち

時

場

発表者

催

援

日

会

主

後

去る 4月191: 1、池田市の老人保似ジ泡設にてフォ ー ラム「スウェー

テ、、ンに学ぶ在宅介殻J ヵ湘! されました。私たち建築の設計い、う断

面て7会j齢者十敵止について考える機会を持つものにとって、国 ・者1I 市

単位てゆ高齢者十防止の考え方の線* ，こ流れて L 、る思想を知るこ t は

大切な ことだ、 t 忠、います。現代はJ段々な文献が出版されており、 一

見情報が多いように思われますが、主主主万の情報を日本人ではなくて、

その文イヒをつくり出したスウェ ー デン人の ｾ ｾￎ を ｉ ｬＧｩ ｬ く こ とによ っ て得

る重要性を今回のフォ ー ラムを iill じて非常に強〈感じました。 きて

講演者のマイ ・ ブリッツ ・ サンドノレンド女史は、 ＱＹＸＵ 年 ｾＱＹＹＰ 年に

厚生省局長として、社会福祉政策に関わってこられました。 これは

有名な エーテツレ改革の行なわれる直前の11寺代であり、スウェ ーテ、、ン

の制服策が揺れ動き、指命されたl時代です。講演の鵡mは「スウ

ェーテ、、ンの高齢者十防11: ・介護の方針と 原 理j とし、うもので、キー ワ

ー ドを筒粂書きにすると以下になります。

1 . スウェーテ。ンの調路樹11: の流行一的変換

2. 自宅てずっと{ 主めるように

3. 在宅介護と保健医療

4. サービスハウス

5.  自己決定と活動的な生活

5. グループホーム

7. デ‘ イケアセンタ ーに手Ur しし、I紋り五且みを

8. もっ とJJiJi矢やボランティア団体にサポー トを

9. 重要な緊密に訴l獲された寸主のケア

サンドノレンド女史の話の '.1' て'"r:rJ象に伐った内容の一つは「高齢者

千副11:にこれが沿い、 L、とし、う解答はありません」い、う発言てす。

スウェーテ、、ンの高齢者十府]1: の歴史を振り返ってえれば明らかなよう

に、政策は次々に時代に応じて変化していきます。1950年、 50' 1三代

の「老人ホームJ 建設に始まり、「ナー シンクeホーム」の建設、 1970

年代からの「サービスハウス J ( 50- 150世帯が一つの建物になって

おり、へノレパーのサービスを 24時間受ける こ とが可能。 また近隣の

方も同じ在宅ケアの恩恵を受ける こともできます。 そして姥幼内に

レストランもあります。) 1980年代になると財政出I f から隣国のデ、ン

マークに学んで「在宅十閉山 1] 心」政策が展開されます。 しかし、そ

れも低制高曲惜の急増に対応て3 ず、重介護を必要 t する高齢者ケ

ア施設の建設を再開します。 そのような 1980年代の問題点( 繭怖

の社会的入院、老人ホームの不足、 ナー シングホームのキH居生活、

痴呆性老人の居場所がない) をf r J ? ( ，決しようと 1992年 1 )=J エーデノレ改

革が実施されます。要約すると以下のような項目になります。

1 . 収容医療から在宅医療 ・招祉へ

2. 医療主導から栃i:Il : 主導へ「高齢者が生活合 L 、かに楽しめるか」

3. 高齢者医療の権限を県から市へ

4 . 権限を現場に

5. 医(l i !iから看t護婦 ・ホームへノレパーに権限の移譲

5. I病床J から「生活の場」へ

7. ナー シングホームが招1] l:JJ 包設へ。医師が常駐しなくなった。

そして、 1990{t刊には、痴呆性老人の地1J 日に対応、できる施設として

クツレーフ。ホームのl時代です。

以上をまとめてサンドノレンド女史は 「男女共に高度の教育を受け

られるようになった こ と、都会への転出がげl えた こと、より良い健



光井純氏講演会

環境をつくる建築をめざして
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E委員

日本建築協会事業委員会

その手がかりのひとつに、 1; ;;境問題を挙げられた。|主| 境を越えて、

使築を合めたいろんな弓t代文 lりlのI i ) ( : 染物が、 出 斜 地l に大きく b縄 ii

を」チえて L 、る 。例えばシーザーペリ事務fl J i では南体例を一切使わな

いというポリシーを決めているが、そういう考え方カ子世界全体にと

って来Jr しい認識とな っている 。建築に勝わるものとして、次の新し

いfi ll i他観として使 わない手はない。

次に設青|の国際化 を挙げ、建築家のプロフ ェッション、あるいは

建築の設計をする という こ とがどういう こ とかを間際1::] 、例えば

UI A とか AIA などで、その業務の内容についてかなり制かくお五

いに考 λ 、国際的スタンダー ドをつくる試みがあり、 t止界的に国境

が狭くなっている 中て、 この試みを 日本で も使っていけるのではな

いか、それによって設計の業務がどういうものであるかを社会に対

して lリ1li Ii iにIUj ，、かけができる のではないかと ーー

最後にスト ックの充足を挙げ、建物が量的に足り始めている ので、

次に必要なものは何かい、う大きな考え方の転換が起きうる l時が米

ているのではないかし立か ら質への考 え方の転換。人の手をでき

るfごけかけて長〈使える0 ! 物、 長 < III Tをつくる ことができる建物、

安〈速くではない建物を つ くっていく ことが往設業にとっても 消費

者にとっても説得力のある 切 りnになると力説された。

ここ で、i以後 50年五U こかかって姥築家が力を令わせて? つくった

日本の111]"ヵ可決 し/1:'， される 。小 さな ピノレ t 看板とが重なり令っている

ゴチャ ゴ‘ チャした川だ。一方ニューヨークはメ トロ ポリタンミュ ー

ジアムの前のアツノ f ーイース トの盤然と した街. ! l Eみ、 このIl lrはほと

んどがライムスト ーンと赤い ν ンカマ造られている 。ぽ而線を キチ

ッと取ってし、〈、ある EJ i さにコ ーニ スて変化っけながら壁を飾って

いく、 個々の建物の形い、うよりは都市空間をつくろうい、う こと

で" Iwr約 lヲ成されてきたい、う 。1900if. の初頭にはかなりの建物が

できているが、 セットパックの考え方や壁画線の考え方はすでにあ

った。 またパ、ッテリ ーノf ークシティでは、 ニューヨー ク市がマスタ

ープランをつくってそのカY ドラインに従って個々の建物カ濯: てら

れているが、壁面線を守って、出111かいテV テーノレが胞されている 。

大津に菅琶湖lホテノレを完成、つづいて大阪 に国立国際美術館や

HK放送会館などと、身近にシーザーペリ事務所の作品がて3 つ

つあり、関心を呼んて。いる 。 このシーザ、ーペリアン ドアソシエー ツ

ジャパン代表の光 ［Ｉ Ｑ 議 ，ｾ 氏を東京からお迎えした 。 Ｑ ＹＸＴ 年よりシ ー ザ、

ーペリ事務所( 米国) に在籍 し、 199411' - よりシーザーペリアンドア

ソシエーツジ. ヤパン行議 t して京: 京に事務所を 14[1設、 同時に光ヲ|判

アソシ エ ー ツ設計司 ｬ 務所も ｩ ｾ ｪ 常する光 井氏 は、東京大学及びイエ ー

ノレ大学大学幌でそれぞ、れi込町の' 1¥{ t - 受け、 u: ; 4丈でも数々 の作品て宝' 日。

今阿lま、 l JUE進行 1:1-1の三つのフ。ロジ、エク トを挙けて 問題提起のJr;:

で部泌された。 その一つは徳品14二L阿南令同庁舎で公開フ。ロポーザル

い、う形の コンペで採n-J されたもので、: ; ; 泊以凶主i築 い 、うもの、

b初:H'tf.1fを最小 lこする ことがテ ーマになっている い 、う 。二つ目は

ＮｲＮｾｉｬｋｬｊ，ＧＡ倉吉のパ ー クスク エ アで、の劇場を合￹Ｇ大型のプ ロ ジ、エク 卜 。

全部て'19haあり、公園計 lili lを合むIJf J9E 1:. 11:] 図的な風景の中の建物Jの

あり方い、うｾｊｬいを持 っ て い る 。三 つ ｉ ｾ ｉ は来京東五反田で小さな ｉ ｉｉｔ

E場力、尺山ある場所に、 この111] をどうやってi舌性化し ょうかと L、う

川胞に答える こと。広さ 19haの者Ildi空li¥lをどういう風に考え、マス

タープランを作成したかなどを平易に解説された。

| 倉吉のプロジェクト

これは文化セ ンタ 一、アトリウム、 ナシ博物館などで椛成されて

いる 。風景の色、歴史が持っている形状、自然の素材感、 A¥討との

バランスが言j-j i!uのテー? となるが、f : r 吉の中心には班、板j)rf、二|二壁、

下 屋、 五、正 ｅ な ｴＧ ，ＡＢ 、ム ｉｲ物 が対 っ て い る ボ 、 キ ャブラリ ー カ ｲｩＩｾ ｩｊ ｊ あ り 、

この青I'@J にど うかかわらせるかという点で中目当にスタディ がなされ

た。劇場は屋線の形、庇、下! 昼、小さなを: とい うと ころでやスケーノレ

感を 出 していく 。 スケ ーノレ感のっくり方は このとき学んだ"1:. 述懐さ

れた。 また111] の建物の索材の大半が木であるため、朽ちるのはつら

いと ころではあるがアトリウムに松の集成材を取り入れた こと、 一

部地元の材木を使う こt にしたが、ほとんどは輸入材 t なった。 ま

た、 fr吉は トイレのIIIT 1:. 言われ公衆使所を大事にしているので、そ

かすり

のスカイライ トに倉吉緋の紋級をパタ ーン化し て採用するなど 制1I

吉11にわたり 気 を配った作ti ffとな っている 。

このプロジェク 卜は公1mプロポーザルて. 採用されたが、昔、; } 'j-下

側三氏が作成した マスタ ープランが市古紙されていて、それヵt基

本条1 ' 1ニとなっているとの ことだった。

| 建築家の価値観の再構築を/

ｬ ￬ ｲｾｾ 誌境と ｼ 町 並みとし、う こ とから、訴は始まった 。 イタリアのア

ッシジ、のIIITがil1. (品プロジェクタ ーで制介される 。かつての111] の尾板

や壁は自存ｾの石や土とか瓦でつくられ、その 地 域の限られた材判と

正法で建造されてきた。'1:111司なども、 1G気も当然な い、 気.11知I!fo.Uーと

共存せざるを鮮ない ｈ 寺 代 には、 ｉ ｾ ｉ 然の枠組みの Ｑ Ｔ Ｑ て ＱＱＱＱ カサ ｦｾ 成されて

きた。111] の形態もプロトタイプというべきいろんな共通項があって、

結来的にIIIT全体が統一され、制手n感のあるものとなって いる。

われわれの今のH寺代は、経済的にはスクラップアン ドピノレ ドのH寺

代 t なり、大吉国三l主の時代を迎 λ た。 n本の場合は特にli¥Xf去の復興

という関係で安くて速い工法がとられ、また技術にも支え られて、

|ιl然の枠組みの制限を失ったとも 言 える。 そして、設計ヵヲE にかか

っている t いう問j直に話を移された。

生I r 築家の論理と社会の論理が相暗Itしてきている t 語られる。建築

家は今まで作品主義い、うか、自分の建物をつくる い づ意識が強

〈、社会もそれに期待しているフシもあり、許容 して きたかのよう

であ った。今、 社会が求めて いるものはや'J かと考 えるときに、それ

が述ってきているように思 えて悲年1lt( 1"Jにならざ るを得ない と。

建築は建築家 イ ｬ ｾ ｬ 人 の作 品て 冶なく、また』 即也 の Ｑ Ｚ Ｑ 二 町、 けの娃築 ｲ ｬ ｬ 心 主

釘 t拘るものでもない。都市の問題 ・環境の問題があったのでは

ないか。社会にと っていい建物、アメリカ流で言 え!i消資者にと っ

ていい主主物い、う ことを? 考えて いかなくてはならな い。建築家は相

会の要求に答えて設計という サービス守する ことによって報酬を得

るものいづ認識で¥ ここ で原点にもどって社会が迎解て3 るfi ll 舶

を凡つげなければならな い。fuli 値観の解体が必要で1まないか、 fi ll i値

観の再挑築を考えなければならない11寺がきている と説かれた。
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| 社会に問いかける建築家へ

姥築家も変わらな〈てはならないし、その組織が紅会を将家して

いかなくてはならないと考 λ ておられる 。

建祭 と社会 ・1999. 652  



堺市内に池田賓設計の

スパニッシュ風住宅が!

大| 籾ff.堺 rl U. '1' f : z.の|止1M' なi ￬ Ｚｾ と ｊ 也に、初代大腕 ｮ 主ＡＺ築

謀長で、行政o. としても名をなし、建築家としてもすぐ

れた作品を伐した池川口の，; 生，; j ' になる住宅を凡つけた。

庭の木々に凶まれだ本は、外からは少しええにく L 、が、

スパ ニ ッシュＩＡｦ｜｜の ｩｾｦＺｦｗｇ な組脱見をもっ。

先 ｈ 、近代辿築の総令制で ｴｾ している ｾ ｉＧ で ｼ 長 ｬ 係者の ｾｧ

から偶然見つけたもので、池I nuの係もご健在とか

|刻西の美術界に大きな足跡、を伐し、洋l直l ' 彫五wゑとし

ても有名なf呆nI 部1"1 ( 1891- 1965) のアトリエj 制i::J;Tiで

もあった こ の住Ｇセ、少し傷んて Ｑ 心、るカ ｬｾＺ 構造体はよｪＨてＺ

ミJ<初か らの家具、以内、. Q ; I民JI "I りの装飾、マントノレピー

ス、照明器具、ステンドグラスなどがよく筏されており、

近代モダーンスタイルの ｉ ｛ｌ ｈｪ￭ｾ をよく伐している 。

大変なことではあるが、この手〆必築の ｬｾＧＺ Ｇ Ｎ ｬ ｲｶ ｊＺＺにつ

いて、明治建築研究会は徴)J ながら各方而に呼びかけて

いくつもりである。

| 阿南合同庁舎のプロジェクト

ト

庄

o

t
凶

江

[旧保田邸]

所在地 上昇rli l抑制IIf3- 4- 17

J RJ -.'1' f; 担択近〈、 賢lリl学下完来{ J ! II 。

木造 2 附!ill て ({ド f¥: イミ詳)

スバニッシュ j瓜、刷 li 判Jr点

門ti 訓S U2

ＹＡ Ａｕ む ｬ 耐 ＧｬＧｕ ＶＷ 件、佐築 ｬ 耐 Ｑｾ Ｕ 渉 ｆ

池ru 1'f ＨＪ［［ｾ干ｩＱｉ "1大手建築学刻、1 I)lifi37{ F-

卒業)

[保日I吉国"ll

東京美制伊予校に' 、戸ぴ、丘中'1' に二利展に入選し、同校を

次席で卒ー業した年には文 Ｉｬｾ Ｈ文古 ｉｲｴ￭ 美術展覧会Ｉて可ＮＧｊＧＩ ｪｾ

を受賞。

li 技術ま旺盛な1l，Ijf付 制JJ のかたわら、大阪市立美仰w相変、

平n歌山大学教授などを謄任、教育者として後進の指必に

も当たっている 。

*  

娃築概要

Iliifi 布令同庁舎は、 L目J疲な-ut l ! J 丙にあり、互の暑さにどう 対処する

かというところがテ ー? で、地元の気. 11釘風土 u 性Zさせていく考 λ

方をした。周囲はγ片' * あり、住宅あり、小さな日1部nrn'.J 風対の '1' 、

たて

庁舎の建物の幅ぞ小さくしたという点、階段の ｬ 次 ｩ￬ｾ 平 ｉ ｊ ｭ して竪の

エア シャフトを設けたと ころヵつ: 夫の一つで、窓をあけて空気の流

れをつくって拶d売するという考 λ }j 。 それと: 容の '4' 段に庇を設けて

日射を防ぐと同H寺に、 }}t の上回で光を反射させて室内に I l J l かりを入

れて、照明の補助とすること、これらは知￬ｩｔｴの流れ、ＡＡｾ｜度分イ ｬ￮ など

コンピューターによるシミュレーションを行って点数イヒしている 。

環写山三ι建物を考えるとき、人J i IJ が多少万‘ マンをすると L 、うことが

大引になってくる。この三11!!I1では、いろんな項目についてM"Ii UI.';日数

を入れて、何% くらい環境に対する貢献度があったかなども計算し

ているとのこと 。

i東五反田二ノー街区開発

iりl治 建 築 研 究 会 代 ぷ

柴 田 TE L!. 

設言|すi'

目的は者 ｉＱ Ｑ 打空間をつくるニ ｴ 、 ｾｦｴ でも ＲＴＱＱ 寺ｼ甘 ｬ 歩いていられる ＱＱ Ｑ｝づ

くり。複数の袋物を扱うが、名品I ! : 物の設計にはノレーノレをつくろうと

している。もう一つはIlI rに住むい、うことで職住近接の考え j j そし

ている 。 ｦ 丘町 ･ 昔 ｉＱ が ＱｾＺ ｪ ｊｉ 伺 ＱＱ より帰り出している墓石の形をとっている 。

低wi 部は高さを決めて、} 診を少しずつ変えながら述統させて L 、〈 。

高層部、低用部の壁r而線を揃え、低Jl 悼I1て、リニアパークをつくる 。

前述のニューヨ ー クのようにガイドラインをつくるかどうか、マス

タープランぞどれだけ強制力のあるものにしていけるかが5初出では

ある 。 日本の建築家がど こまでこういうことにかかわるこ t ができ

，.ら

るか、何を担保主してできるかなど難しい 11: 1胞を苧んている 。

ニューヨー クの街では壁面線守揃えた低層部の空n¥Jを「ノレーム j

と呼んで‘ 大事にしているが、 11 4: でも街とか通り: : ¥: ， 1:1' 心に47えてい

かないと L、けないのではないfごろうか。建物がお互いに規制してい

きながら通りをつくってゆく。街路には幅広いグリンベルトを設け

るなどして向かい合う壁面との空間が重要となる。新い、Mi11立を生

み出してゆきたいとしめくくられた。

*  

最後に司会者が、 21世紀になって完成する三つのプロジェク卜が

その時に実際に理論通りなっているか、検証ツア ー をしましようと

ジョ ー クぞ飛ばして先生を慌てさせる場而もあって、なごやかに祈

主主義な講演会を|羽 じ た 。 ( さ か い しIrはる)

うっそうとした木々に固まれた旧保田邸( 設計 池田 賀)

1999年3H  2911U1l  18: 3かー20 ・00

n本処策協会サロン

24人

時

所

者
4

H

M

 

H

場

参
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[ お知らせ]

ドミ二ク・ぺ口一× 閤器二三雄

フランス「グランドプロジェJ 最後の計画であるフラ

ンス国立図書館のコンペを制した 19531
手生まれの建

築家ドミ ニク ・ぺ口 一氏、かたや国立国会図書館関西

館の建築諒晴樹こより選定された陶器二三雄氏。

情報拠点としてのこつのプロジェクトを、 二人の建築

家が建築重見自然観を交えて語る。 7 月 l 日建築士の

日の大劇存建築士会の記念事業。

日 時 1999年 7 月 1 日同 17 : ＳＰｾＲＱ＠ :  00 

17 :  ＳＰｾ＠ 19  :  00 ドミ ニク ・ベ ロ "膏演

ＱＹ Ｚ ＰＰｾＲＰ＠ ∞ 陶 器二三主儀彰寅

ＲＰ ・ ＰＰｾＲＱ ・ ＰＰ 意見交換 ・質疑応答

会 場 御 堂 会 館 大 ホール( 定員900名)

大阪市中央区久太郎町4ート 11

参加費 10∞円( 当日徴収)

申込先催名、氏名、勤務先名、住所、 T EL . F AX を明

記し F AX またはハガキてて大阪府建築士会( 干

540- 0011 大阪市中央区農人橋2ー|ー|口、 T E L

06- 6947- 1961、 FAX06- 6943- 7 1  03) へ。

アイ力現代建築セミナー

テーマ Her z og &  de Meur on's  Ne w Wor ks  

ードミナス ・ワイナリーからテートギャラリ

ーのプロジェクトまでー

講 師 ジ ャ ッ ク ・ ヘ ル ツ オ ーグ氏

( Her zog &  de Meur on 代表)

申込先往復ノザキに参加希望会場名 ・f掛 ・氏名 ・

年齢 ・勤務先 or 学校名 ・電話番号を明記し、

返信先も記入して、 Ｖ 月 ＳＰ 日ｾｊ＼Ｉ必着で、アイ

カ現代建築セミナー係 ( 干 113- 8501東京都文

京区j易島2- 31- 2 新建築社内、 T E L 03- 381 1-

7101) へ。

〈東京> 1999年 7 月21 日嗣 18 :  3ト 20: 30 

会 場 朝 日 生 命 ホール( 東京都奇病首区西新宿 1- 7- 3)

定 員 650名 ・入場無料 ・申込制

〈大阪> 1999年 7 月22日附 18:  ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

会 場 朝日生命ホール( 大阪市中央区高麗橋4- 2- 16)

定 員 368名 ・入場無料 ・申込制

• Her z og &  de Meur on 略歴

J acques Her z og と Pi erre de Meur on は と も に 1950

年スイスのノてーゼル生まれ。 1975年、チュー リッヒの

スイスi野日工科大学より建築の学位を受ける。

1978年にパーゼルに 4 人 によるパー トナー シップの

ヘルツォ ーグ ・アンド ・ド・ム ロンを設立。

主な作品に、スト ー ンハウス、リ コラ ・ヨーロ ツノ吋土

の工場と倉庫、パーゼル駅 信号所など。 ロンドンのテ

ー 卜・ギャラリ ーは設計競技に入選し、まもなく完成。

事務所として、 1987年ベルリン百桁アカデミ 一吉町出

( 建築部門) 、 1994年度ドイツ批評家賞( 建築部門) 、

ブリユネル賞を受賞。
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n f o r mo l i o n  

「安藤忠雄建築展- 20のプロセス- J

この 10年間に関西以西で安蔵忠雄氏が設計した建物

の、計画部皆における様々な検討の軌跡や建設i臨 を

紹介し、さらにその建物の現在のありょうを現地で見

る展覧会カえ 20会場で開催 8 れる。

それぞれの建物のロビーやラウンジで、それぞれの建

築のプロセスがスケッチやドローイング、図面などで

展示される。

時期 1999年 6 月15日伏 ト 8 月15日(日)

会 場 20会場( 下表参照)

茨木春日丘教会( 光の教会) 大阪府茨木市北春日丘4- 3- 50

0726- 27- 0071 

兵庫県立こどもの館 兵庫県姫路市太子中915- 49

0792- 67- 1  153 

姫路文学館 兵庫県姫路市野井田J 84

0792- 93- 8228 

真言宗本福寺水御堂 兵庫県津名郡東浦町，甫 1309- 1

0799- 74- 3624 

直島コンァンポフ 1) ーアートミュージアム 香川県香川郡直島町琴弾地

(右よ写真参照)
0878- 92- 2030 

大阪府立近つ飛鳥博物館 大阪府南河内郡河南町大字東山 299

0721- 93- 8321 

兵庫県木の殿堂 兵庫県美方郡村岡町和池951

0796- 96- 1388 

サントリーミュージアム[ 天保山] 大阪市港区海岸通 1- 5- 10

06- 6577- 0001 

成羽町美術館 岡山県川上郡成羽町大字下原 1068- 3

0866- 42- 4455 

市立五俊文化博物館 奈良県五t葉市北山町930- 2

07472- 4- 2011 

アサヒビール大山崎山荘美術館 京都府乙訓郡大山崎町字大山崎小字銭原子3

075- 957- 3123 

キ' ヤフリー小さい芽 兵庫県西宮市千歳田J 6- 20

0798- 33- 3345 

越知町立横倉山自然の森博物館 高知県高岡郡越知町越知丙737- 12

横倉山 ・牧野富太郎展示室ー 0889- 26-1 060 

T OT Oシーウインド淡路 兵庫県津名郡津名町塁字海平573- 14

[ TOTOセミナーハウス] 0799- 62- 7105 

滋賀農業公園ブルーメの丘 滋賀県蒲生郡 日野町西大路864- 5

赤い帽子 織田廃喜ミュージアム 0748- 52- 8121 

エリエールスクエア松山 愛媛県松山市柳谷町794- 1

089- 977- 9500 

西宮市貝類館 兵庫県西宮市西宮浜4- 13- 4

0798- 33- 4888 

大阪府狭山池ダム資料館 ( 仮特} 大阪府大阪狭山市; 也尻中3- 630

延英中

淡路夢舞台[ 淡路島プロジェクト] 兵庫県津名郡東浦町楠本字垂井2131- 2

建設中

兵庫県立新美術館[ 云術の館 (制不)J 神 兵庫県神戸市中央区脇浜海岸通

戸市水際広場

理 詰 中

開館 10 :  00- 18 :  0。

日曜日午後3時までと、水略目は見学不可

開館9 :  30- 16 :  30 

火曜日 ・月末日休館

10 :  00- 17 :  00 

月曜日

9  :  00- 17 :  00 

10 :  00- 17 :  00 

10 :  00-1 7  :  00 

月曜日( 祝日の場合は翌日)

10:  00- 17:  00 

月曜日

10 :  30- 19 ・30

月種目

9  :  30-17 :  00 

月曜日

9  :  00- 17 :  00 

月晦日 ・祝日の翌日

10 :  00- 17 :  00 

月曜日( 祝日の場合は翌日)

展不会場ーギャフリーIF

1  1  :  00-17 :  00 

9  :  00- 17 :  00 

月曜日

見学時間 11 :  00- 14 :  00 

9  :  00- 17 :  30 

9  :  00- 16 :  30 

月、火構日

10 :  00- 17 :  00 

水曜日( 祝日の場合は笠日)

展示室 10 ∞ 17 :  00 

日曜日閉鎖 (8/ 10-15閉鎖)

工事現場は外周から見学可

展示室 10: 00- 17: ∞ 

日曜日閉鎖 (8/ 10-15閉鎖)

工事現場は外周から見学可

展不室 10 :  00- 17 ・∞

日曜日閉鎖 ( 8/10- 15閉鎖)

工事現場は外周から見学可

私にとって、建築という行為はプロセスの中に存在する

ものである。そのフロセスの中で、我々は自らの思考を

かたちにしていく 。ラフなスケッチから、 ドローインク二

モデル、そして図面へと。

ひとつの建物が建ちあがるまでには、様々なスケールで、

様今なマテリアルを用いての4錯すがスタッフとの問で行

われる。何度も描き直され、その跡力殺されたおびただ

しい数の図面。我今が迷った分だけ、重ねた対話の数だ

け、その建築は存在するfJ l 甘処を増していく 。

出されないまま放置されている建物力守可と多いこと力、

建物はつくることが目的ではない。建物を生かすという

ことに私i章つくる側も、そして利用する側も無自覚すき'

たのではない力、 その建物が朽ち果てるまで、人寸に使

われ続ける限り、「建築J ( まいまだプロセスの中にある。

竣工後も「建築」は終わった訳ではない。経済合理性の

名のもと、日々建物がつくられては壊されている。そし

て、私j童の周囲には、完成したものの存在する意味を見

r2( J O) プロセス農J は、安藤忠雄建築研究所設計による

20の建物の、生まれるまえから「今J にいたる、その終

わりなさプロセスを紹介するものである。この展覧会を

通じて人キが今一度自分の周りの建物に目を向けてくれ

たら、と車買ってやまない。

一一安蘇忠雄



建築とまちづくり実践フォーラム

• r密集地域の再生j

大阪府下の木造賃貸住宅密集地における面的整備事業

推進地区のひとつである「寝屋川市萱島東地区J の取

り組みを見学し、建築家からの実践報告を受ける。

日時 1999年 6 月26日出 13 :  ＳＰｾ＠ 17 :  00 

集会 いらか集会所( 最寄り駅 ・京阪萱烏より南東方

向へ徒歩 15介)

内容 ・寝屋川東地区見学 13 :  ＳＰｾ＠ 15 :  00 

「ネイキッドスクエアJ ( コーポラテイ 7 'ハウ

ス ・定期借地権) ｾ宣言十者Ｏ安原秀氏ＨヘキサＩ

「いらかJ ( 特使賃、定期借地権) 設計者/ 徳岡

昌克氏( 徳岡昌克建築設計事務所)

「コルナス ・アベニューJ ( 共同建て替え)

諒博/ 井上守氏( 井上守建築事務所)

・パネルデイスカッション「密集地域の再生に

ついて J 15 :  00ー17 : 00 

パネ ラー。安原秀 氏/ 井上守氏/ 徳岡浩二 氏

( 徳岡昌克建築設計事務所)

・「住み続けていくための生活空間の再生/ 集合f主宅嗣

i毎外、 日本における集制詫の再生 ・樹寺智里に取り

組む建築家の活動力、ら、これからの集舌げさ宅保全の可

能性と技術諸の役割について考える。

講演塩崎賢明氏( 神戸大学助事対受)

竹原義二氏( 無有建築工房 ・建築家)

梅本直康氏( 集制芸部時節里機構 ・建築家)

日時 1999年 7 月 3 日出 13 :  ＳＰｾ＠ 1  7  :  00 

会場大阪市立大学学術情報センター I F 文化交流室

(J R 阪和線杉; 相了下車徒歩 5介、市大内)

上記 2 フォーラムともに、

会費 1500円←側、 1200円( 新建築家技術商集団会

員)、 500円 ( 学生) ※資料イt含む

申込主催の新建築家妓郁渚集団大阪支部

大阪市中央区谷町7-4ー12 サカタビル 3 F  

(FP 空間設計舎内 TEL06-6765- 4145、FAX06

6767-4954)  

第 7回近代建築講演会

大阪デザイナー専門学校公開講座の 7 回目が 7 月に予

定されている。参加自由。無車+。

日時 1999年 7 月 7 日附 18: ＳＰｾＲＰＺ＠ 30 

場所大阪デザイナー専門学校

大阪市北区堂島2-3-20 TEL06- 6348- 0558 

演題 「近代建築の生( 保存) と死( 破壊) 一関西で

保存と破壊される明治 ・大正 ・昭和戦前の近代

建築- J ・0 よみがえるアール ・ヌーボ一風の

学校、明治の量限局 ・銀行など②取り壊しが心

配される火薬場、駅舎など告〉今はない名建築を、

スライド 10倣を交えて誌寅・0

講師柴田正己氏( 明治建網汗究会代表)

'99建築プロフ工ツショナルセミナー

設計事務所実務者を対象とした、大阪ガス主催のセミ

ナー「素材を活かす建築f村」の 2 回目は、下記のとお

り開催される。参加無事ヰ。

テーマ 数寄屋の手法とその現代的意義

講 師 中 村 義 明 氏 ( 中 村 外二工務庖代表)

日時 ＱＹＹＹ 年 Ｗ 月 Ｗ 日嗣 ＱＵ ・ ｏｏｾ 17: 00 

会場大阪ガス本ヰ土ピル 3F ホール

大阪市中央区平野町4-1-2

定 員 200名 ( 予約制 ・先着順)

申込先大阪ガスインテリアデザインスクール内建築

プロフェッシヨナルセミナー係へ、指定申込

書に記入の上 FAX (06-6262-7202) で。指定

申込書は同所へ TEL (06-6262- 4089) にて請

求すること 。

S Dゼミ「住空闘を考えるJ

大阪ガスインテリアデザインスクールの短期講座 S D  

ゼミでは ＷｾＸ 月に、特色のある Ｕ 人の作家がこれか

らの住空間を語る。水曜日 ・全 5回 ・18: ＴＵｾＲＱ＠ :  05.。

① 1999年 7 月 7 日嗣住居論/ 東孝光氏

② 1999年 7 月14日嗣住まいと環境/ 石井修氏

③ 1999年 7 月28日制 コーポラティフ'ハウス/ 安原秀氏

④ 1999年 8 月 4 日附住空間の設計/ 吉村篤一氏

⑤ 1999年 8 月18日附集合住宅の計画/ 遠競剛生氏

4

Z

 

場 { 結後田Tオークピル 6F

員 30名( 定員になり次第、締め切り)

{  

え

授 業 料 25000円( 干厄" 6 み) ※ 講義初日に支払い

申込方法 大阪ガスインテリアデザインスクール( 干

54 卜 0051 大阪市中央区備後町3- 6- 14、

TEL06- 6262- 4089、FAX06- 6262- 7202) へ。

i nf or mat i on 

第 9 回松井源吾賞受賞者

構 tE設計の向上発展に貢献してきた故 ・松井; 原吾氏の

早稲田大学退職を記念して 1991年に創設された「松井

源吾賞」の、 1999年第 9回受賞者に田中綿骨量氏と渡

辺邦夫氏が選ばれた。

「松井i原吾」貨の第 9 回選考には、 5委員( 菊竹清訓

委員代表、青木繁 ・内井昭蔵 ・小堀鐸ニ ・佐々木1盟月

委員) があたった。

・田中鴻喜幸雄( 1929年東京生まれ)

1952年早稲田大学第→里工学部卒業

1970年 同理工学部教授

1984年 日本建築学会賞受賞

作品八王子大学セミナーハウス/ 名護市街庁/ 早稲

田大学所沢校舎/ ふれあいプラザなのはな館ほか

・渡辺邦夫( 1939年東京生まれ)

1963年 日本大学理工学部建築学科卒業

1963年 横 山 建 築4翫笛支計事務所入社

1964年木村俊彦楠髭主計事務所入社

1969年 構 造 語 十 集 団 ( SDG) 設立

作品. 幕張メッセ( 1期、 11期) / ; 毎の↑ 専物館ゾ東京国

際フォ ーラ ム/ 酒田市市民美術館ほか

「医療福祉建築賞1995J 選考

拙 日本医療福祉建築協会の「医療福祉建築賞 1998J に

は病院 15点、その他 19点の応募があり、選考委員会で

審査の結果、下記 5 点が受賞作品に決定した。

・太田綜合病F完F付属老人保健施設桔梗( 福島県)

・特到底護老人ホームいなさ愛光国( 静岡県)

- 蒲郡市民病院( 愛知県)

- 医療法人明倫会宮地病院( 兵庫県)

・熊本中央病院( 熊本県)

「森の博覧会のアイデアJ 募集- 2005年日本国際博覧会一

2005年に愛知県瀬戸市で開唯する r2005年日本国際博

覧会J Ｈ開催 ＲＰＰＵ 年 Ｓ 月 ＲＵ 日 ｾＹ 月 ＲＵ 日 Ｉ は、「新しい

地王持IJ 造: 自然の叡智j をテーマに参加型の博覧会を

めさe して準備が進められており、 1970年の日本万国博

覧会以後最も規模の大きい国際博覧会となる。

r2005年日本国際博覧会国際アイデアコンペJ は、森

を舞台とする博覧会として、森の自然と調和し、自然

と人間のコミュ二ケーションを創造するアイデアを募

集するもの。下記のサブテーマを参考に、数多くのア

イデア力、国内外から寄せられることを主催者は期待し

ている。

・森の中で行う博覧会でーやってみたいこと、見てみた

し、こと

・森や自然カくノマビリオンとなるアイデア

- 森や自然との関わりを体験できるアイデア

民 蕩 者 ① 1999年 4 月| 日現在 15歳以下の部

② 一般 の 部 ( 16歳以上)

個人、グループは間わず。

作 品 ① 15歳以下 A 3判 l 枚

告ト般の部 A I 判 l 枚

文章、絵、写真等若手見方法は問わず。使用言

語は日本語または英語。

賞 ① 15t歳以下嗣憂秀 |点、 10万円相当の図書券

包〉一般の部商憂秀 |点、 100万円、ほか

応 募 応 募 作 品 は 郵 送 に て 1999年 7 月31 日まて亡。

〒 10ト8681 東京都千代田区神田郵便局私

書箱202号 HHD 2005年日本国際博覧会国際

アイデアコンペ事務局 TEL03- 5446- 4939 

審査員 大貫卓也氏( アートディレクター) 、関汗吾氏

( 建築家) 、武内和彦氏( 東京大学大学院教

授) 、立松平日平氏( 作家) 、俵万智氏( 歌人) 、

中沢新一氏( 中央大学専対受) 、日比野克彦氏( ア

ーテイス卜) 、市眼yft 青臣民( 音楽家)

詳細問い合わせは、上記コンペ事務局へ。
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「建築と社会」誌

大 lE 6  "1'- 3  J  1に誕生 した 11本法築協会 J WI' IIに変え、 特集と作titsI作l!f¥¥j えを二本 0635、PAX 06-348-0634) まで。

(、引l年 |品IIJl jたl! 築協会) の、 機|並|必は 位に、シリーズものの(-i を織り込み、 j坂先日li 桁は12∞IIJ (送料 . ii 'i tt 税合) 。

特集一覧・ 1978- 1998

大 IE 6 "1'- 9 川に「関西ill 築協会総誌J そのHキ々 の社会を反映 したテーマを選 なお、 「建築と社会J f: 11l :lf け~昭和30

と題 してf : 111' 11 された。大 lE 8 年に i ll んでJ仏政 して きた。 年12) 1  >7まで全87巻の復刻版が、1991

本主l ! 築協会事fI誌j 、さらに l 年後には 取 り上げてき た特集 テーマは下 ， ｫｾ のと 年10 nから l順次 発 行 ( 不二出版) ・自己

m築と 社会」と 改題 し、今 rl に宅っ おりで、パック ナンパー購入希望は、 本 されてい るので、 詳細11は 11本建築協

ている。 1111-1' 1142"1三か らは体J占をA 4 a: 日 本立ｬＡ ｾ再 協 会 事務川 Ｈ ｔ ｅ ｌ 06-348- 会 'Iq: 古川へお11¥1l、作わせ願L 、たい。

1990 

Vol. 71  

1991 

Vol. 7 2  

1992 

Vol. 73 

1993 

Vol. 74 

1994 

Vol. 75 

1995 

Vol. 76  

1996 

voLn  

1997 

Vol. 78  

1998 

Vol. 79 
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. デ ザ イ ン の

動 向 商 旧 の ・水・

- 医 療 施 設 - ・ 組合方式 ｉｾ ・C A  D ー

・外 煙 者 住 笈 ・電波障害と ‘  ・新 し い 耐 鍵
口 ・第25回

病院建築と よ る 集 合 ・住 宅 政 備 設 計 と ・ 3 払 ゲ 傘 ・ ピ ル 環 境
材 料 ・ 建 築 事 設 計 背年技術者*

情報システム 住 宅 計 画 ・ コンビュー 7
コントラスト

1979 

・大 阪 市 港 4  

Vol ω . 転 換 期 の ・商1 ; ｾ＠ 1・11 ・コン? リート ・ホテル建築と ・農 村 施 設 ・建 築 の 終 局 ・庄 内 の ・80 年 代 の ・第26回 ・述 設 業 の
ポートタウノ =  ・日影) J L 品11 ・ -再 ｉｾｉ 允・
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・事21目青年11有者
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郁 Ili &1 出1・ 81.  設 備 e 材 の 知 識 * をめざして・ からの畳想. ・H 也 監 肘 e  1: 百合間 性 能 評 価 掌 青年技術者牟 環境とR 1 帽

作 品 集 ・ の世圃・

・控本にみるすま ・til29回
・医 療 施 t没一 ・ll!i llilil 観ー
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・計画における
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運動』主投* 品 質 管 理 ノとプレゼンア】 鮫 備 更 新 λ ポ - i  と 生 活 苦# える 利 I!I _  m Ｂｾ＠ _  " "  "  0  Ｍｾ＠ ; ヨン ピJレ 考 え る の 変 革 目ト構造 ホ ー ル ・

1984 

Vol. 65 
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・ホテル物 "i E と 基 礎 h  f レE ・込 物 の れι.都 L 居 住 t ひろしまの ・21世紀への ・制 加

s  ・文化とI z ; 量ー車 . 車咽題点在員 リ7 レアンユ・ ，、 照 明

梅 か ら の 報 告 作 品 集 まちなみ

- 集 合 住 宅 の ・第351m
・超 高 層 住 宅
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を 考 え る
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毎 日 新 聞 旧 本 社 玄 関 ポ チ の 復 元

ｾｴｩｒｉｊ サンヲンガーデン サンヲンガーデンにかかるブリ ッジ



ラ イ ト ア y プされた人工i竜

東 側 散 策 路 ポラ ー ド照 明



メ イ ン エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

メ イ ン ロ ビ ー

メ イ ン エ ン ト ラ ン ス ホ ル に 設 け た ロ ビ ー 喫 茶



1階 エ レベ - 51 ー ホ - ) レ I苫苦甫ゾーン ロ ビー

トップライ トの あ る 北 側 オ フ ィ ス 工 ン トランス 庖 舗 通 路

/  

基 準 階 エ レベ 宮 ホ ル

基 準 階 事 務 室 庖 舗 通 路



荒波を越えて

両 津 鍛 雄

毎 日華JfIl rJ社主』四千I l f . J発司王務局顧問

堂品アパンザ、は、パフツレのたそがれから、パフツレの崩壊、 そして

長則不況と日 Ｚ 本Ｊｬｾ斉の荒波をまともに受け、事 Ｈ ｎ ｪｽｊｩしそうになりなが

ら、ょうやく大航海を成 し遂げた大旅客船とてもいえようか。しか

も、日本生命、毎日新聞、第一生命 い づ 三人の船頭が、それぞれ

行き先を 主 張するなか、日建設計時 ｾｬ 整役として方向つ ｖ し、￬ＱｩｦＮ図

を柿き、大林組をスポンサー とする共同企業体が給油とカジ、を握っ

てｾ｛ｬ ｦ［Ｔ ｊ ｉＭ、安全な港に入る こ ｴ ができた との思いが強い。

オーナー 3社が第 l 回の協議会を|片] ｾ、たのは平成元年 Ｕ 月 。 この

ころは各オーナーとも Ｊｉ￉ ＮＱ 斉 ｼ 生の ｾｬｪｾ 、ピノレい、うよりは、真の意味て。

由主 ｾ ＮＺ［ L-〆? ソレのテ ナン トビノレをつくりたい、 との定、欲に燃えていた。

行きついたと ころは、日 :本を代表する 6設計会社による設計コンペ。

同 2 年 3 月、足立孝 ・大阪大学名誉教授( 当時) ら 7 委員による務

査で 口建設計君主が入選 した。航空制限規定ぎりまりの最高高さ 192

m、ほっそりとしたシルエ ッ卜の入選案は毎日新聞の一面にカラー

写兵入りて全国に発表された。 同 4年12月には実施設計ーが完7 、Wel

森の粁工を待つばかり とな った。

しかし、 とんとん拍子に進まないのが世の常。パフツレが崩壊して

先行きが極めて不透明になり、 当分の問、着工延期を決めざるを得

なカヨった。同時に建設コストを削減し、 レンタフツレ比の高いビ、ノレを

目指すことになり、日建設計に大幅な設計変更を申し入れた。変更

ぃ、うよりは、基本構想、からのやり直しで、オーナー としても数千

コ同のコストをかけた コンペ入選案をいわば反古にするわけだから

非 Ｇ ｉ ｾ ［ ｦ［ ，こ残念だった。 それにもまして、 EI建設計に対して申し訳ない

思いをしたのを鮮明に記憶している 。だが、厳しいt E斉情勢のもと

で、テナントピノレとしていかにリスクを軽減し、収支をよくするか

付近見取図 l/ 10000 
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が、当H寺、オ ーナーの事務方に諜せ られた品大の任務であったのは

確かだ。オーナ一間てゆ数度にわたる協議の結果、設計変更案の作

成に際して、日建設計の自由な発想制ｄｴＭＺ［ｫ ｬｾ 艮尊重はするが、 ① でき

るだけ高容積でレンタブノレ比を 70%以上にする②建築資の目標値

を示す③メ ンテがしやすいーーなどの条件を煮詰め、日建設計に提

示した。平成 6年 3月のことである 。

テナン卜募集活動も Ｑ Ｚ ｾ ｉ ｊｬし、いつ者 工するかも不 明のなかで、日

建設計が示 した10案以上もの基本 コンセプ 卜の検討作業が続いた。

しかし、経i斉情勢は一向に好転のきざしが見えない。結局、たとえ

は惑いかもしれないが、色男だが、あまり騒ぎの見込めそうにない

コンぺ設計案に対して、ややずんくやり U っくり型だが、そ こそこの

穣ぎが見込める現行のヒツレに落ちついた。

て3 あがったビノレをみると、府余l曲折はあったが、これでよかっ

たと思う 。 コンペ案の設計五伺丈方針ーでは① 「キタ」のアメニティ ・

スペースを創る信汰阪の新しい都市景観を創る@冴司E指向型オフィ

スタワ ーを倉11 るーーなどとうたっているが、完成したヒツバ、形を

変えてこの方針を具現化していると椛信て3 る。 1 - 3 11皆を占め る

大型書庖を中核にした商業スペースには連日予想、を超える客が訪れ

ており、にぎわいのある商業空聞を支えるアメ ニティスポ ット t し

て公開空地が立派にその役割を果たしている 。ゆるやかな!曲線を描

〈散策路沿いには高木三低木、地被植物がびっしり植え込まれ、者11

心にj問いと やすらぎを提供している 。 とくにファサー ドに配した旧

毎日新聞社の玄関ポーチ、水と光の演出を施 した球形の堂品薬師堂

は、単に地域の歴史を継承しているだけでなく、新しい都市空間の

あり方を示すものと誇ってよいのではないか、 と考えている 。

( たかつ てつ お)



堂島アパンザ

計画

渡辺豪秀/ 大原千幸/ 二宮利治/ 小倉良友/ 中田茂郎/ 田代靖彦/ 本田聡一郎

• 
全体計画

堂品は江戸時代には、中之島とともに諸藩の蔵屋敷が建ち並び、

堂島川の河畔には米市場が聞かれ、ラミ下の蔵米取引中枢の地として

繁栄した。まさに堂島は「商者 ｛Ｑ なにわ」の前 ｪｾ 、の拠点て‘あった 。 堂

烏アパンずの敷地は、近代に至つては毎日新聞社の発祥の地てあり、

現代まで日本の情報発信基地のひとつとして発展してきた。 また、

近年はディアモーノレ、 J R東西線北手庁地駅が近傍に整備され、梅田

ター ミナノレからも地下街を経由してアプロ ーチでき、業務地区とし

て交通利便性に優れた立地である 。 このような腕也の持つ特| 主を最

大限生かし、厳しい経済環境下て事業 t して求められる要求を満た

しながらも、堂島にふさわしいオフィスピノレの実現を目指した。

. 総合設計背I j 度の活用

1出也は四つ橋筋に面し、四方を道路に回まれた約11 ，620m
2

の整形

な形で、大阪の街の中てやは稀有なまとまった正知也である 。基準容積

率は四つ橋筋沿いが800%、東iP.l J大部分が500%で商業地域にしては

低〈平均約590%であった。容積を最大限に上乗せする方法として

建物制加也の中央部に配置し、周囲には公開空地引制呆( 有効面積

約8，300m
2

) する総合設計制度を採用し、約164%の綱貴アップを図

った結果、87，600m
2

の観点封筒某しつつ、周回に良好な空地を提供

するいづ建築が果たすべき事業性と、社会1生を満たす土台づくり

が用意された。

・地の利を生かした動線計画

罪史 Ｑ 也の持つもう一つの特性に、人のアプロ ー チ封勝 ｾがあげられる 。

当事知也西側にはドージ‘ マ地下センター( 堂島地下街) が平行して敷

設されており、梅田タ ー ミナノレからの地下街オ、ッ卜ワ ークにて込続

している 。 この特|主を生かし I 期工事で l カ所、 IL!1JJ工事で 2 カ所、

合計 3カ所てヲ也下街とのサンクンカ守ーデンを介した連絡を実現し、

ビノレへのアクセスピリティ ーの向上を図った。またJ : ill._七部分におい

ては、高層建t?Jの四面にエントランスを設定し、各方位からのアプ

ローチの容易きに配慮した。

車てやのアプローチは、北，iJ!l J一方通行道路より車路により地下 u智

駐車場へアクセス、出庫は南側一方通行道路ぞ経由して凹つ橋筋へ

至る由線計画とする ことで、北新地歓楽街への350台ガ搬の車両流

出を抑える計画とした。

. 場の歴史性を尊重した都市環境整備

建物を取り巻〈公1m空地は、周囲の都市環境を考慮し、「綜と水と

光J をテーマに、積極的な緑化 と綴々な修景施設を? 取り込んだ。緑

地は空地の約20%、中高木は 20種130本、低木は 6程7，500株 I也被

類は 9程 29，000鉢、なかでも北幸正t! l!.1P.1Jの株立ちコブシは日さ 15mも

あり、美い、樹形を持つシンボ: ノレツリ ーてある 。

敷地西側の広場の修去として、毎日新聞旧本社玄関ポーチを復元

した。毎日新聞旧本社は大正11年に建築( 片岡安設計) され、当地

堂島の発展を見守ってきた歴史的にも価値ある建造物てある 。今回

の計画てのは、 この堂烏の顔ともなっている玄関ポーチ部分の石を解

体のときに生け捕りし、モニュメン卜として再現することにより堂

島の歴史を未来に*l . i i えすることをねらった。夜間はナトリウム灯の

ライトアップによりその偉容を現代に蘇らせて L、る 。

毎日新聞旧本社(大iE l 2年12刀18B級影) 旧堂島薬師堂

敷地の東側には堂島薬(:ili 堂を延江L した。薬師堂は古〈推古天皇の

H寺代から当地にあったと伝えられており、「御堂のある品J = r堂品」

の由来であるともいわれている 。今回の再開発にあたり、以前あっ

た当9Jtt 也内への移lli 去を機に、現代的な球体ガラスの御堂と周囲には

水鏡のi也、人工沌を整備しポケットパークとして蘇らせた。佼I:，Hは

水中照明やライトアップ、結の演出など幻想的な表情を凡せる 。

. 新しいテイストのオフ ィスビル

外部イ土上げ材の選定については温かさを第一に考慮した。高層棟

夕刊現は従来のテナン卜ヒツレに兄受けられるモノトーンな色1aいを避

け、少し華やかさそ感じさせる温かみを表現した。花r，7i l岩はテキサ

スピンク本j禁き、 |非l口昔1I にはグリ ーン系の反射カヲスを採用し、縦

連窓からなる端正な表情とした。 「温かさ」の表現は外部だけにとど

まらず、内装イ土上げにも随所に採用した。 とくに木質を感じる材料

の柄、 l暖色系の大型石、オフィスのタイルカ ーぺッ卜にも |暖色をち

りばめたものを選定している 。 これら徹底した材料選定の結果、今
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までにないソフトで上質なテイス卜の空間イメ ージを特徴づけるこ

とができた。 また外構床の磁器質タイノレ、壁の二丁掛せっ器質タイ

ノレも濃淡の変化 を持たせ、自然な雰囲気畑幸すよう自己臆した。

. コスト低減の知恵、

建築主の要望である建設コス トの低減は、建築工事のうち、大き

な比率を占める外装材の海外調達、シンフ。ノレな外装ノ f ターンによる

部材手郵賀の少ないユニ ット工法の採用、合理的なバランスの良い構

造計画、地下スペースの コンパクト化を図った高効率な樹液式駐車

場の大規模採用などの設計の工夫により、その目標を達成した。

• 
オフィスの計画

基準階オフィスの計画は、テナントピノレのf血行直を決定するポイン

卜となる 。 ここ ではフレキシピリティ ー、 有効比、快適性、安全性、

省エオ、の観点において求められる要求を満足するよう構築した。

. 平面計画

高い有効比の実

現を達成するため

に、まず決定され

たのは センター コ

ア方式を採用する

ことと、 コア部分

の コンノ f ク卜 化で

あった。特に低層

用、高層用の 2 つ

ンク配置方法に留

意した。従来のセ

ンタ ーコ アタイフ。

のオフィスピノレて-

1;): 、低層用エ レベ

ーターバンクが高

層階において倉庫

のように環境の良

高層階 ＨＱＶ ｾ ＲＲ 階 Ｉ 平面図 1/ 1200 

低層用 E Vパンク

t-:'! 

低層階 ( 4 ｾ ＱＲ 階 Ｉ平 面図

くない貸室となる場合が見受けられるが、 これを センタ ー コアの外

に配置する ことで、高層階部分で窓に面した'1鉛直なオフィスを実現

する ことができた。

また、廊下の計画てやは、フロア単位でテナン卜が入居する場合に

は、南北の廊下が貸室となるように面白悲した。 コア部分は コンパク

卜化を常に念頭に置きながらもフロアの大きさに国時; し、各階 2 カ

所に便所、給湯室を計画し、廊

下もゆとりの l隔2，200mmとした。

結果として高層階において最

大 約3，060m'、低層階において

最大約2，910m'の大阪では比類

なし、無* i * 空間が実現し、最大

基準階トイレ 14分割j貸しにも対応可能として

66 

いる 。オープン時の入居状況では、ワンフ ロアが広〈全方位に窓の

あるフロアの連続性が生かせるメリッ卜が受け、フロア貸しが大部

分となっている 。

. モジュール計画( システム天井・設備計画)

オフィスは 3，200  x  3， 200を基本モ ジューノレに計画した。システム

ーサ十は岩綿l吸音板を主体としながらモジ、ユーノレ中央官11に設備ユニ ヅ

卜守設定し、外おLヒシンフ勺レて、概能的な天井構成を目指した。

照明は、基本モジ、ユーノレに照明器具を 2 台配置し設計平均照度守

5501x としている。蛍光灯1;): 1 台の照明器具に対して Hf 蛍光灯32

W X 2灯 t し、従来の蛍光灯と 比べて省エオ、ノレギ一化を図るととも

に、グレアを軽減するため深型としている 。 また、照明器具単位に

ＳＲＰＰ Ｑ ｲｮ ｾ ＴＵＰＰ Ｑｲｮ の光束切替スイッテを設け、 ｏ ａ ノレ ー パ ー 取や打 ｬ 寺

岩綿吸音板

非常照明

感知器

照明

スプリンクラー

リタ ンスリ y ト

3，200 

天井伏図 1/ 100 

の照度補正やテナント内での打ち合わせ コーナー などの小さな問仕

切りに対して照度アップができるようにしている 。

インテリアの空調|次出 し口は基本モジ‘ ューノレに対して l カ所設置

し、 システム天井のモ ジ、ューノレ中心部ノ f ンチングメタノレ内に隠蔽し、

ノf ンチング穴を利用し吹き 出 しを行っている 。

照明の最ノj、点滅区分は照明lIi lHilill システムの導入により基本モジ、ユ

ーノレ単位とし、テナン ト内の間付了切り変更に対する点滅スイッチ変

更は配線変更工事を行う ことなく、ノ ート パソ コンからの設定によ

り容易に変更カ fできるシステムとした。

コンセントは、基本モ ジ‘ ューノレに対して OA フロア内にジョイン

トボックスを 1 台設置し、ジョイントボ、ツクスに 2伯|のO Aタップ

( 4 口抜止め型) を接続している 。 OA タップの コー ド長は 3 mを

採用し、テナン卜のレイアワ卜に対して簡単に移動できるようフレ

キシ ビィリティに自己慮している 。

. ペリメータ計画( 外装・空調計画)

オフィス窓側( ペリメ ータ) 部分は、熱線反射複層ガラスを採用。

さらにペリカウンタ ーから吹き出し( エアーパ「リア) を行う ことに

より、 日射の遮蔽、断熱による省エオ、ノレギー・ ランニングコストの

低減と、冬季の コーノレドドラフ

卜・結露の防止、カ、ラス面から

の鞠射熱の緩和による快適空i 'J司

環境の両立を意図 した。

また、カ、、ラスの清掃1;): 全自動

清掃ゴンドラを採用し、メンテ

ナンス コストの低減を図った。 ペリメータ部分
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. 空調計画

l フロア約3，600m' 1 : 大きなセンタ ーコ ア形式のオフィスに対 し、

最大14空調制御区l亙l、オフ ィス内に水配管を持ち込まない、共用ソε

ーンからのメンテナンス、の要件をi筒たすタ守ク トノレー トを計l百|し、

コア内 2 カ所の空訓脇械室より全空気式可変風量システムを実現し

た。基準階を東西に 2分割して、それぞれにインテリア空調機 l 台

と各方位5JI ) 1こペリメ ータ空調機 3 台を設置。最小空調制御ゾーンは

3 スノ f ンごとに設定し、そのゾーンにインテリア、ペリメ ータとも

V A V ( 可変風盆ユニット) を設置し、テナン卜単位に空間のj l J lJ 御を

可能としている 。 また、各テナン卜に設置のユーザーター ミナノレに

より H欄外空調のリクエス卜がテナン卜単住に行える 。

・電力・通信供給計画

基準階を 4分割lにゾーニングして、各ソ♂ーンに E PS を配置し、 O

A フロ アを利用した菌己線を行って し、る 。電力供給基準容量は、照明

25VA /m'、コンセント 40VA/m' 1 : し、利荷10VA/m守見込んた神

線計画としている 。電話は各 E PS にそれぞれ I DF を設置し、各テ

ナン卜に対して N T T 同線の引き込みが行えるよう計画している。

. 鍵管理計画

長路2理は磁気カ ー ド+ テンキ一方式 とし、テナン卜 単位に入口扉

脇にカードリ ーダ ーを設置し、この磁気カ ー ドによりヒツレへの入

館 ・入室は鍵の受け渡しを行う こと なく 24時間対応が可能としてい

る。最終退出をセットすると、該当テナン卜の照明 ・空前jの消し忘

れ省エオ、I" IJ 御システムが機能する 。 また l フロアの全テナン卜の最

主制昆出時には、共用音flの照明が消灯され、 エ レベーターの当該 フロ

アへの不停止制御が機能し、 セキュリテ ィ- 1: 省エオ、を図っている 。

・防災計画

基準階オフィスてやはシステム天井による天井チャンノ ｦ 一 羽 ｉ ｾ 煙と附

室加圧防排煙システムを採用する ことで、より確実性の高い知地計

画とした。 スプリンクラ ー消火は阪神 ・淡路大震災での経験を生ヵ、

し、予f乍動式スプリンクラ 一方式を採用、ヘッド損傷等による放水

の水損を防ぐ計画 t した。 さらに、オフィスの四隅 lこは避nパノレコ

ニー を設け、 i邸佐梯子にて階下へi麟仕可能なノレー ト制ilf保してし、る 。

• 
構造計画

求められる構造安全性をいかに経済的に実現するかが構造計画の

基本課題となる 。 ここ では、架杭を徹底して整形に組み、主要部材

をロ ー ノレ ｈ 形手間て Ｂｦｩｾｪ 成して、より ｾｽＺ￬ 斉的な 構 造の実現を図っている 。

. 架構計画

基準階は68mx  52mの平面形を持 ち、平面中央に 35mx  13mのコ

アを配した センタ ーコ ア形式を採用し ており、 fi"'lf造的に偏心のない

大寸称形の架構配置とした。外周架構はチューフ。状に閉じたベアリン

グウオ ーノレタイプの純ラ ーメン架構 t し、コ ア音11の内部架棋は中央

に連層鋼板面協壁を有するラ ーメン弘輔 t している 。

大部分の柱はネ到写のロ ーノレH形鋼 (500シリ ーズ7で、 外周および

コア部の隅柱は鋼管としている 。鋼管仁は コンクリー卜を充曝して

岡ItI生および耐力の向上を図るほか、鉛直荷重が持に大きい センタ ー

コア の隅柱には高性能60キロ鋼を用いている 。

連層鋼板前; 旧遊は東西 ・南北両方向 t も4面ずつ配しており、境

界梁に適度な岡Itt生及び耐力を付与する こと てヲド平荷重11寺の高さ方向

のなめらかな変形性状及び全体問IH生の調整を図っている 。

耐震設計においては、対象地震動を レベル l てや地表面最大速度25

cm/s、 レベノレ 2てや50cm/s としており、阪神 ・淡路大震災以前の|共l西

の標準的な超高層建防J に比べて約1 . 3倍の耐震性を確保してし、る 0

. ロングスパン梁

オフィス音 ｬ￭ の床は最大スパン ＱＹ Ｎ Ｖｭ て二 ＸＰＰ 成の鉄 Ｇｩｾ 梁を ＳＮＲｭ ピ

ッチて配して支持してし、る 。歩行振動に対する配慮として、各梁の

中央付近をトラス状の補剛材にて連結したほか、附音fl に当たるスペ

ースの床は井型の格子梁として鉛直岡Itl 主を高めている 。

基準階床伏図

耐震壁

軸組図
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• 
設備計画

バランスの良いオフィス計画をめざして、快適な室内環境 ・長寿

命 ・変化への対応性 ・管理のしやすさ ・少ないエえ、ノレギー消費等の

基本性能に配[ &，した。 また、入居者から見た価値観を重視し、年聞

を通じての快適な空開業境 ・小割区匝耐応 ・効率の良し、時間外空調、

部分空間 ・テナ ン 卜ごとの空調湖1王・II，IJ各fI ・計量、明るく胤直な照

明テ、、ザイ ン、電力 ・通信等へのフレキ シフツレな床面白書〈 シス テム、快

適な水まわり 等を意図 した。 ここでは、前項のオフィス計画におけ

る設備計画に入っていない内容を述ぺる 。

・情報直信設備

NT T 局線の引き込みを光ケーフツレてや行ーっている 。光多重化装置

は庖舗テナン卜用として地下 l 階の MDF 室に設置し、オフィステ

ナン卜用として 5 階 ・9 階 ・13階 ・17階 . 21階の E PS に分散設置 し

ており、光ケーフツレの先行配線を行っている 。N T T 専用回線は、 先

行配線した光ケーブルを利用することができる 。

O MP げ寸坂メテ川アポー ト) .専用回線について も、光多重化装置

を分散設置て》るよう地下 l 階 ・61r首・11階 ・16階 ・21階の E PS に

園田 園田
光ケーブルを

先行国己線して

. ヒ‘ルテ‘ イングマネージメントシステム ( BMS )

オフ ィス ・庖舗の複合テナントピノレを効率よく運用管理すること

を目的として、 B MS を防災センタ ー とピノレ管理会社に設置 してい

る。テナン卜 管理機能を追加し、ソフト作成の段階か らヒツレ管理会

社と十分に協議を行い、 実用性の高いテナン卜 管理機能とした。

. 熱j原設備

熱源機械室は23

階と 地下 2 階の 2

カ所に配置してい

る。 この配置計画

は、煙突 ・煙道 ・

冷却水管の鰯宿化、

f自伝孟動力の低j成、

機器耐圧の低減等

を考慮したもので

ある 。低層系葬! 討原

は三k菩葬1¥システム

とタ ーボ冷凍機に

アライン (TaR) φ  而

ターボ冷凍機r γ

熱源システム図

連絡

配管

よる電気式 t し、高層部はカ、、ス冷温水機により構成している 。高層

部と低層部聞には冷水 ・温水の連絡配管を設け、夜間等の低負荷時

テナン に相互ノ {- ; l クアップカf行えるシステムとしている 。

マB2F

- 警備・保安管理体制の一元化

地下 1 階防災センタ ーに中央監

視盤を設置し、受変電設備 ・梨銅

設備 ・空調設備 ・衛生設備の監視

制御を行う 。防災センタ ーにはほ

かに、防災監視盤 ・鎚: 管理監視主主

情報通信系統図

防災センター

.  I TV モニター盤等を集約して設置しており、設備管理と保安管

理がーイ本に機能できる計画とした。警備 ・保安の連絡用 として構内

PHS アンテナを設置 し、 1全盤、 P HS 電静機を通して防災センタ ー

守衛室 ・電気室 ・樹: 成室等の共用部に設置した一般電話機との連絡

用インターホンとして利用できる 。 また、ピノレ管理会社の電Z討幾も

PH S 交換機に接続 し、ヒツレ内の連絡に利用する ことが可能となる 。
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. 空調設備

基準階センタ ーコア内の空j端伽室に給排知倣ヲトを配置し、

低層部と高層部に2分割した紫佼換機姐込型外気処理空調機により

l  獄盟新子った外気を各ソマーンの空調機に似合。配管は冷水+ 冷

rJ¥¥' l7!<の 4管システム、加湿li 蒸気 ( 中央式) とし、 2次側機器は 4

管式 と2管式の使い分けを行っている 。

. 機械式駐車設備

地下 2 階には、大阪では

最大jJtj 葉の、平面往復式機

械 駐車装置を 2 基 ( 1505

+ 144台) 設置 した。各機 3 機械駐車待ち合いロビー

台の水平搬送台車と 2 台のリフトを同時閣m)Jすることにより、進続

入出庫間隔が短い高効率な方式である 。近年の動向を踏まえ、 98台

はハイノレーフ車対応としてし、る 。 また、運転者 ・同乗者の降車後の

安全生を引制呆するため、入庫 ・出席ノf ースと駐車場待ち合いロビー

を直結するよう計画している 。

*  
設計コンべから今日まで足掛け 10年、その問、日本経済の激変に遭遇し、 一時

はどうなるのかとの心配な思いをしながらも、常に建築主 3社と緊密な意見交換

を図ることができた こと、オフィスピルとしての事業性を優先しながらも空間の

快i盈性や建築の持つ社会| 金、公共性を見失わずに I 期工事が無事竣工したことに

関し、改めて建築主のこ建停止こ協力とご鞭援に感謝いたします。

わたなべたりひで 円主l ! 設計

おおはら かずゆき 日建設計

にのみや としはる 日主l ! 設計

お「ら よしとも 日建設計

なかだしげお 日建設計

たしみやすひこ 日建設計

はんど それ、ちろう H 主I ! 設計

設計室長

設備設計室長

構造主管

設備設計室

設備設計室

監理部

企画開発室



施工

岩城寿応/ 水口

• 
全体工事工程

大阪の「点附に佐置する堂島アノ f ンザ、ヒツレは、四周を道路に固ま

れた一街区の再開発ヒツレて、ある 。建物の特徴として、 23階 ・地下 2

階に電気室や設備機械室が配置されており、躯体工程が最後になる

部分の仕事量が多いため躯体工程を前倒しにする 必要があった。 ま

た、外構工事も大きな公開空地や堂島地下街 t の接続工事等がある

ため全体工程計画を行ううえで大きなポイン卜となった。

当工事ててで、帆1、1取I

6“6，0∞O∞Om耐nが3、鉄骨l日5，0∞O∞ot ，、型枠材2，0ωO∞Ot仁、鉄筋6，0∞O∞Ot仁、その{ 他也イ仕士

上材料、設備材料を含めると約40万 t の資料の搬出入を行う必要が

あった。

これらの環境条件 ・設計条件のなかで、設定された I 期工事の工

期 (33 .5ヵ月) 内に工事を完成させるため、まずω主打工法を採用

し、脳本D 切の短縮と付土工事の早期着工を可能とした。 また②高

層階のイ土上工程はタクト工程表での工事管理を行い、遅れが生じな

いようにすると同時に、イ土上材の早期取り込みを行い、 G別構工事

の早. f tJJ 着工を行った。

建築工事はl彬寸材; [ をはじめとする 3社 J V 、設備は電気 8社 J

V 、空調 5社 J V 、衛生 3社 J V 、昇降機 4社、機械駐車設備 l 社

の合計2紳士で工事を担当 した。

譲

• 
地下工事計画

地下組体施工状況 ( 1997年 2 月)

当工事の地下部の特徴として、高層』府目立下にある 地下 2 階部分の

北面及び東西面に地下 1階が配置されてし、る 。 この特徴をふまえ、

地下工事の基本計画として、アイランド工法+ 逆打工法を採用した。

逆打のトップスラブを高層棟部の地下 l 階床梁とし、周辺をアイ

ランド工法て清う ことにより、全体の掘削土量の約50%を l 次掘削

(オ ープンカット工法) で可能とし、工期の短縮を図った。

①111留め壁 : 山留め壁は、地下 2 階 ( GL - 16. 5m) を囲む部分ぞ

OW S- SOLE T  A N CH E 工法仁よる R C地中也統壁 (t700、GL -38

m) を、また地下 l 階を囲む山留め壁は S M W工法 (t600、GL - ll

③ 

① l 次掘削

②高層練部

B 1 F 床梁躯体

③高層練部 B 1 F 躯体

③ 外 周 部 切 梁 架 設

掘削

耐圧盤纏体

切梁解体

B 1 F 躯体

A

綾

工

⑨高層棟部 2 次縄問IJ

⑬ 高 層 棟 部 斜 切 梁 架 設

⑪高層棟部 最終t屈削

⑫ 高 層 棟 部 基 礎 纏 体

⑬高層線部 日2F柱壁後打鑓体

⑬ 高 層 線 部 斜 切 梁 解 体

地下部作業手順

建築と 社会 ・1捌 6 69 



m) を採用した。前者は第 l 被庄滞水層を遮水し、また後者 li 白|劃

滞7) ( ' 習を遮7kすることにより、高い水位い、う条件下てゆドライワ

ークを可能とし、地下水のおド水量を最低限 lこと E めるこ t がて下た。

⑫巨体の打ち継ぎ . 逆打後打ち部の打ち継ぎ工法として、主要構

造体( 柱、耐力壁、外壁) は打ち継ぎ性能の機能確保に信頼性のあ

る水平打継工法 ( l OOmmの間隙をあけ無)1文縮モノレタノレを充填) とし、

斜僅の打ち継ざには圧入工法を採用した。

• 
地上工事計画

(1) 揚重計画

鉄骨建方用 として大型タワ ークレーン OCC-400H) を3基 ま

た作業員 U土上材の揚重用として人荷エ レベータ一積載荷重 1 t 及

び2. 8 t を各 l 基ずつ設置 した。

ｾ＠
l S3 

「一一一一一 一一一一ー一一

総合仮設計画図

タワ ークレーンは、そのベースを 7階梁上に設置した。 このこと

により、 ① 1 階床上での自 由な作業副腕初制呆、 ②耐火被覆プラン

ト等のスペースを確保、 ③I也上工事用荷捌きスペースを確保し、効

率よく 作業を進める こと を可能 とした。

(2) 鉄骨工事

鉄骨建方順序は、各節とも中央コア部から外周( 中央→端榔) に

向げて建方を行った。 コア部の建方精度が建物全体の精度を左右す

るため、その建入修正は特に入念に行った。 また安全作期制呆のた

め、各節最上階の床には先行してデッキプレー トを敷き、綿布の建

方の作業床としたはか、外周部の梁は 3本地組みし、デッキプレー

トや親綱等を セッ 卜した ものをユニ ットとして建方を行うなど、安

全作業の先取 り し 工 期短縮を目 的として計画 ・実施した。

(3)  カーテンウオール工事

当工事のカーテンウ オーノレ ( 以下Cv. 乃は、ユニヅ ト式アノレミ C

Wで設計されて いる 。ユニ ッ ト式 C Wとは、工場てや組み立てられた

各ユニ ッ ト( 柱ユニ ット及び窓ユニット) を現場へ搬入の後、順次

取り付けを行う工法であり、ノックダワン式 C Wと比較すると、品

質目制呆がしやすく、現場における 安全面も含めた施工性が良 いため、

海外ではよく使われている手法である 。

2万討をこえる面積の C Wのため、資材の調達は国内外を含め検

討した結果、アルミ型材 t カ、、ラスをアメリカから輸入する こととし

た。 C Wの組み立て形態と J V の発注形態を右図に示す。
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se ，， J  

鉄骨建方状況 ( 1997年 10月)

鉄骨建方、 カーテ ンウオール取り付け状況 ( 1998年 2 月)

• 
安全管理

巨喜一→曜|

各社で組み立て凶

全工 期告 ｉ ，ｾ災害を テ ー マに 、そのための重点管理目標として 「 墜落 ・

飛来落下災害及び機械災害の防止」を掲げて、円々の安全管理を行

った。加えてl防長会を 中心とした安全朝礼、 安全作期丁ち合わせ会

・安全パト ローノレや、母j苫による 月 1回の自主ノ f トローノレを実施す

るなど、各協力会社主導による自主的な安全管理を行った。

l 日当たり最大で約900人の作業員が現場内で作業主? 行ったが、

I 期工事完了時、約220万時間無事故で工事を完了させる こt がで

きた。 これは、各建築主や設計 ・監血事務所による指導を lまじめと

し 各 協 力会社の努力 による 結果と して厚〈感謝する次第であ る。

最後に敷地南西部に残る II 期工事( 既存建物解体及び堂島地下街

との接続工事) 完了まで、こ の名誉ある記録を継続させる べく努力

していく つも りである 。

(  ｾ、わき ひきお/ みずぐ‘ ち ゅずる 体制大林最J l 新: i l i : ねヒーノレ共同企業体所長/ 刷 所 長 )



堂島アパンザ

ＱＶ ｾ ＲＲ 階平面図

4  ｾ ＱＲ 階平面図

1/ 1. 200 

先

-

メインエントランス

叫すジマ地下f男

1 階平面図

地下 1 階平面図

気室

機 械室

建援とキ士会 ・1999. 6 71 



堂島アパンザ

- 建築概要

. 建築主

Ｍ 設計 Ｎ ｾ里

・施工

( 電気設備)

( 空調工事)

(flii 生工事)

( 昇降機工事)

( 機械駐車工事)

. 建部也

.t也域 - 地区

・主要用途

・蜘也面積

・建築面積

・延べ町買

・容積対象面積

. 建物生局莫

・構造

・基樹也業

. 高さ

- 主なスパン

・駐車台数

. 工喜或月間

. 外部f土上概要

. 内部仕上概要

. 各階諸室面積
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日本生命僻貴栂互会社

株式封土毎日締官土

第 一 生 命 僻 鮪 互 封 土

株式会社日建設計

大槻且 ・竹中工務活 ・鹿島建設共同企業体

きんでん ・住 友 電 設 近 畿 工 業 栗 原 工 業 三 宝 電 機 関 電 工 ・

東光電気工事共同企業体

ダイダン・幸f議弗熱工業高切符洋工業 ・三; 機工業精研刻司企禁体

須賀工業西原衛生工業所三晃空調共同企業体

松下電器産業、三蓄を電機日立製作所、東芝

幸月四月和工業

大阪市北区堂島 1丁目 6番 2(}号

商業S也域指定容積率800%. 5000!o) 、防火地域

事務所、物販庖舗、飲食庖舗、重例更局、駐車場

11 ，620. 05げ (3 ，5l3. 07坪)

4，483. 41m'  (1， 326.  23 J 平建坪率38. 6'7古)

95 ，137. 47m'  (28 ，779.  08i平)

87 ，600. 40附 (26 ，499 12坪 容 積 率753. 8乃色)

地下 2階、地上23階、塔屋 I 階

鉄骨造、一昔日鉄骨蜘百コンクリート造、制百コンクリート造

場所打コンクリー卜 t印草杭

最高高さ 99. 80m、軒高95. 75m

階 高 地 下 l 階、 l 階 5，000mm

2- 22階 4，000mm

天 井 高 事 務 室2，700m凧エントランスホール11 ，600mm 

3， 200X 19，600、3，200X 16，400 

345台( 自定式 51台、機布拭 294台)

1996年 5 月21日- 1999年 2月288 ( 1期工事)

1999年 3 月 l 日- 20ω 年 3 月31日 (11 期工事)

外壁花闘岩本溶き アルミカーテンウォーj レサッシユ

勇利品物及収反射倍強度複層ガラス

タ付着花筒岩ジェットパナ- 1土上げ ・磁器質タイル ・

二丁掛せっ器質タイル

・オフィス

床/ タイルカーペット

壁/ 石膏ボード下地ビニルクロス

天井/ 岩絡吸音板( システム天井)

・エントランスホール

床/ 花嗣岩ジェットバーナー仕上げ

壁/ 大理石本磨き ・化粧塩ビシート

天井/ スチールパネル化粧塩ピシート

4- 12階 3，562. 59耐( 最大貸室2，907.  62m' ) 

16- 22階: 3，631.  36m'  ( 最大貸室3，063. 11m') 

后舗面積 6，578. 03m'  (NEη  

時

一

耳

目
配

・

受

予

• 
照明

コンセント

鍵宮里

中央監視

. 空調E剣精

霊周方式

熱原

配管方式

自動制御

. 衛生設備

給水

給湯

排水

コミ

. 防災設備

消火

担哩

・特 慌 蜘

雨水死狸設備

1M草到F7j ( j 除害設備

7](景設備

・昇際機設備

乗用エレベーター

非常用エレベーター

エスカレーター

. 機械駐車吾謝精

平面倒夏式

22kV3 回線スポットネットワーク受電3，OOOkVAX 3台

ガスタービン発電機 (2 ，500kVA: 23階に設置) 防災動力、

保安動力対応密閉型鉛蓄電池

基準階システム天井、下面開放型照明器具、

OAJ レ一ノてー取付可能 Hf インバーター蛍光灯32WX 2  

O Aフロア (HI00mm) プレワイヤリンク百己線

磁気カードによるテナン卜出入口銭鋒手里方' r t .

マイクロプロセッサーによる機能分散方式

各階雪期幾による全空気 VAV 何変風墨) 方式

都市ガス、電気併問セントラ j 吟事源3πt

- ガス焚き吸収式冷5.1l.7Jc機 450RTX 4台

・ターボ冷凍機 ( R-134a) 400RTX  1台

- 氷蓄熱用ターボ冷凍機 (R- l 34a) 180RTX 2台

氷蓄熱槽( 内融式) 3600RTH 

冷水 - 浴昆7. K4管式

DDC ( ダイレクトデジタルコントロ ル) 方式

飲用と雑用の 2系統重力王む給7久中間階に減圧弁

セントラ J 凶合湯 ・湯沸用飲用電気湯沸器

屋内分流+ 屋外合流

ロータリードラム( ゴミR村富圧縮機上厨芥用冷蔵庫

予作動式スプリンクラー ・放水型スプリンクラー( エントラ

ンスホール) 泡消火( 自走式駐車場) ・消防用水

二劃ヒ炭素消火( 機械式駐車場)

機 械 排 煙 伽 圧 防 排 濁 方 式

流出抑制用の即悶溜槽内の雨水を波過し雑用水利用

飲食后舗用厨房排' 7 l <J聖書害設i痛を設置

l F北東側謂市堂廻り泌筋晶循環甥噴霧謝精

低層用 24人乗 150m/ min 8台

高層用 24人乗 240m/ mi n 8台

Bl ，I F 11人乗 45m/ mi n 1台 (11期工事)

26人乗 120m/ mi n 2台

幅800 12台

2基( 150台+144台)



日 本 建 築 協 会

評 議 員 会

第 3 固定時評議員会

24日 Ｕ 時 ｾＵ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 鶴 田 議 長 ほ か2 2名

検 案 第 l 号誠実評議員会議長及ひ冨IJ 磯長互選の件

第 2 号誠実副会長及ひ理事改選のイ牛

第 3 号議案副会長及U'，里事霊イ壬のイ牛

理 事 会

第 7 固定19' 1] ，里事会

2 4日 Ｔ 時 ｾＴ 時 ＵＰ 介・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か2 2名

議 事 ( 1股員改選のイ牛

(2) l 事務局職員任用の件

(3浸期喜焼額能員の退職金取扱の件

(4)入 ・退会者承認の件

(5脇賛名義使用承認の件

(6滞 業 報 告

第 9 回会勢理事会

24日 Ｓ 時 ｾ Ｔ 時 ・ 於本会会議室

出席者 岡 本 ・銭高会勢壬里事ほか 6 名

オフ'ザーノてー/ 市川会長、三品副会長

議 事 入 ・退会状況と平成 11年度の目標

編 集 委 員 会

第 12回会員企画小委員会

2 日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 塚 口 副 委 員 長 ほ か 4 名

誠 事 シ リ ー ズ も の の 報 告 と 掲 載 予 定

第川回楠造分科会

3 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 田 辺 幹 事 ほ か 7 名

E殺 事 ( 1煉年度の構造特集の企画

(2)  P概宣の頁J の企画( テーマと執筆者)

第 12回紫材と技術が生み出すデザイン幹事会

9 日 Ｖ 時 ＳＰ 分ｾＹ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 大 氏 幹 事 ほ か 6 名

議 事 ＴｾＶ 月号のテーマの内容検討

第 11回広告企画小委員会

11 日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 回 委 員 長 代 行 ほ か 4 名

E殺 事 ( 1) 5 月号「関西建築界の流れと東畑謙三の足

跡をたどるJ 特集広告経過報告

(2) 6 月号「大阪城天守悶平成の大改修J 特 集

「堂島アパンザJ 広告経過報告

(3) 1 ' 乍品作風及び独自特集経過報告

(4).広告企画小委員会副委員晶墾出

(5) 11) ( 支状況報告

第 12回編集委員会

11 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 内 田 委 員 長 代 行 ほ か 6 名

議 事 ( 1) 4 月号「都市のパフ( 1) ックJ 特集経過報告

(2) 5 月号「関西建築界の流れと東畑謙三の足

跡をたどるJ 特集長五島報告

(3) 6 月号「大阪城天守閣平成の大改修」特集

月間の動き

車五島報告

(4) 7 月号「改正建築基準法J 特集結晶報告

(5トンリース買組盈報告

(6限 支 状 況 報 告

第 5 回計画一インテリア - 住宅系ー令 科 会

15日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出席者 ・石川幹事ほか 4 名

議 事 9 月号インテリア ・住宅特集企画

第 12回設備分科会

15日 Ｖ 時 ＳＰ 分 ｾＹ 時 ・ 於本会会議室

出席者 山根幹事ほか川名

議 事 ( 1) 8 月号設備特集の企画

(2)  r設備の頁J の企画

(3漸年度の設備分科会体制

第 12団法令分科会

18日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 炭 崎 幹 事 ほ か 5 名

議 事 ( 1) 7 月号「改正建築基準法j 特集の企画

(2漸年度法令分科会の体制

第 12回作品作風小委員会

25日 Ｗ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 前 川 副 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) f 乍品の選定

(2斤下品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3)  rGal l eryJ  r S KE T CH BOOKJ 報 告 ・予 定

事 業 委 員 会

第 11回若い会員の集い小委員会

3 日 Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 石 井 幹 事 ほ か 9 名

議 事 ( 1駒 田 の 報 告 ・今後の予定

(2)  r 30' s E Y E 記録編集J について

(3漸 年 度 の をl、委員会の体制

(4)  r委員の時間」

第 7 回情報小委員会

9 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 川 村 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 今 後 の 予 定 に つ い て

第 7 回見学会小委員会

11 日 Ｖ 時 ｾＷ 時川介・於本会会議室

出 席 者 福 島 副 委 員 長 ほ か 7 名

議 事 今 後 の 予 定 と 見 学 会 の 候 補

第 7 回事業委員会

17日 Ｕ 時 ｾＶ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討 、 そ の 他

講 演 会

「環境をつくる建築を目指して」

光井純/ シーザーベリ ・ジャパン代表

29日 Ｖ 時 ＳＰ 介 ｾＸ 時 ＲＰ 分参加者 ＲＴ 名

円見代住宅地の可制金と潜在的問題一復興へのまちづ

くりの歩みの中からJ

霊村カ/ 神戸大学工学部建設学科事匁受

101ヨ Ｗ 時 ｾＹ 時 ＳＰ 分参訪日者 2 9名

【平成11年 3月分】

教 育 委 員 会

第 45図工高生デザイン コンク ール募集規定作成会

19日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会議室

出 席 者 石 川 審 査 委 員 長 ほ か 審 査 委 員 7 名

片倉事交育委員長ほか事交育委員 9 名

殺 事 第4 5回募窮肢( 案) のヰ錯す

出 版委 員 会

第 11回出版委員会

18日 Ｕ 時 ＳＰ 分 ｾＶ 時 ＵＰ 介 ・ 於本会会犠室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 9 名

誠 事 ( 1) < プロのノウハウ〉と特袋本の経過報告

(2)今後のテーマと執筆紙墾定

(3)第 19固 く プロのノウハウ〉講座実施報告

第 19回 〈 プロのノウハウ〉講座

「建築と音のトラブJ レJ

中川清/ ; 背水建言鋭柑主術研究所主席研究員

5 日 Ｖ 時 ｾＸ 時 ＱＵ 分参加者 ＲＸ 名

第 l 回 r( 仮称) 汚れに い 、建物を目指してJ 小委員会

2 3日 Ｖ 時 ｾＷ 時 ＳＰ 分 ・ 於本会会識室

出席者 山田 ・上J草正副委員長ほか 7 名

議 事 ( IYJ、委員会名称とメンノ f 一編成

(2l : 1 t 画の進め方、全体のストーリー

(3)今後の作業予定

8 0年 史編 纂 委 員 会

17日 Ｓ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 長 谷 部 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 8 0年史編纂について

建 築 ク ラ ブ

第 323回朝食会

9 日 ｂ 時 ＳＰ 分 ｾｉｏ 時 ・ 於リーガグランドホテル

演 題 「漆芸のなりたちJ

講 師 冬 木 偉 ; 少 夫 氏 ( 京 都 市 立 芸 術T大学名誉樹受)

参加者 5 9名

建築クラブ役員会

9 日 ＱＰ 時ゆ分 ｾｬｬ｡ 寺 ・ 於リーガグランドホテル

出 席 者 佐 野 会 長 ほ か 8 名

言殺 事 ( 1耀築クラブ年会費・ビジター料金等の改定

(2)平 成 川 年 度 収 支 予 算 運 営 委 員 候 補

(3)今後のスビーカーについて報告

(4海月食会会場について

入 会 者 (敬称略)

〔個人正会員 9 名〕

浦 川 隆 文 楠 本 洋一 菅 知 史

( 誼高祖) ( ダイピル) ( 圃島理股)

塚 本 孝 継 田崎祐生 炭 崎 勉

( 大林岨) ( 大阻青山垣制大学) ( 豪相市}

f言 藤 勇一 奥 山 久 郎 ，宵水俊治

( 自彊肱計) ( 理沼組名古屋支底) ( 清 ; 311名 古 島 支l吉}

名l

富
山

V

判

長

田

一
一

A

E

坦

准

中

間

〔

回

H

W

. 会員の計報

名 誉 会 員 光 安 義 光 氏 平 成 11 年 4 月川日
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耐酸被覆鋼板

C O M 8  
T OF フソ制 問 覆鋼板

「耐酸被覆鋼板」のパイオ ニアとし

て約半世紀の経験を生かし、新た

に「フッ素樹脂積層被覆鋼板」を製

品群に加えました 。

建築物の耐久性と、独創的な色彩

と外観をクリ エイトします。

. フッ素樹指積層被覆鋼板

T  0  F  ( タフフ ロール)

・ 耐酸被覆鋼板

C  0  M ( ケミカラーオーシマメタル)

T  M ( 卜イメタル)

. 責任施工

ルーフ、サイデイング

大島式ベンチレーター、モニター

エアームーパー他

OS HIMAOHY O 

J  R 西 日本 尼 崎 駅

本 社 大 阪 市旭区太子橋1- 15-22 TeI. 06(6954)6521  Fax. 06(6954)6480 

・支底東京、名古屋、新居浜 ・工場新居浜、寝屋川 ・営業所 四日市、岡山、広島、 宇部、福岡大畠I i i i ! 用化学工業練武書牡

デンカC S Aファミリー製品

-子二.InCSA ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二Ｎｉ ｮ ，，ｾ，ヨニ Ｎｉ Ｈ クラウト用 無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

ＮｔＮ ｾｮ 守ョーデ・Ｇｊ ｉｊｾ 配 達率一＿＿＿Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
Ｎ］ｲＮ ｾｮｅｓ Ｈ 土質安定用 急硬材 Ｉ 地盤補強用薬注入

・安二. I nI I OOO(製品用超高度混和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

ハイモメン卜製造用に

ネ土

A

Q

玄式株業産
白

木浜電 気 化 学 工 業 株 式 会 社

近 畿 地 区 販 売 庖
T EL 本社 ・京都 ・網野 ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

ネ土

A

Q

玄式株業産浦金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社

T E L 大阪 ( 0 6)  6 4 4 3 - 6 1 8 1  T E L 大阪 ( 06) 6 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

ネ土東 郷 化 成 株 式 会

T E L 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 06) 6 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土

A

Q

玄式株産物主・光

6 2 5 2 - 6 0 0 0  

74 

T E L 大 阪 ( 0 6)  



空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム設 備

( 設 計 ・ 施工 )

結朝日工業社

本 社・ 本 ｊ ｉ ｊ ｾ

大 阪 支 社

支 l占

見( >;( r.! }7{ B 区浜絵Plfl - 25- 7 '，U: ;1;03( 3432) 5711 

大 阪 市淀川 区 加 ね 1- 58- 59 '，G: i，;r;Q6  (6302)  2270 

北 海 道/ 東 北/ 北 関 東/ 様 浜/ 名古屋/ 中国/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

. ，ヲイヲ〉株武会社

本車・大匝窓祉 〒550-0002 大阪市西区江戸線 1丁目 9番25号 電話 (06)644ト8231

東 京 本 社 干 102-0071 東京邸千代田区富士見 2丁目 15番10号 電 話 (03)3261 8231 

支 社 名古屋 ・偏岡

支 庖 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千 葉 樹 浜 ・金沢 ・京国l ・神戸 ・天理 ・岡山 ・

広島 ・高 松 熊 本

営 業 所 帯広 ・函館 ・青森 ・秋 悶 盛 岡 ・前橋 ・良野 ・静岡・豊田 . rU' 1II'山 ・

出 張 所

海 外 支 庖

技術研究所

筒井 ・徳山 ・紙山 ・高知 ・北九州 鹿児島 ・郡町

旭川 ・福島 ・川崎 ・扶 江 徳 島 ・下関 ・長崎 ・大分 ・宮崎

シンガポール ・ホンコン

〒354-0044 埼玉県入間郡三芳町大字北永井390番 地 電 話 (0492)58・1511

空 気 調 和 設 備

給 排 水 設 備

電 気 設 備

/ J t . ' ¥ 産 業 設 備

I  J : ¥.  )  水 処 理 施 設

マ- - y 環 境 施 設

三 機 工 業 株 式 会 社

取 締 役 相 長 大 島 剛

取締役IlIJ ｾ Ｔ 文 ｉ ， Ｇ｛ｊ 是 本木 満

関 西 支 底

本社・東京本庖

支 r . s

大 阪 市 中 央 区 北 浜 2 - 2 - 2 1 包括 06( 6202) 3071( 代ぷ)

東京 都 千 代 閲 区 有 楽 町 1 - 4 - 1 包括 03(3502)61 11 ( 大代)

名古屋九州北海道中国束北北陸検浜・東関東北関東 京協神戸 四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ  
三建設備工業株案審社

大 阪 支 后

本 社

支 社

社

東京本応

大阪本底

支 庖

大 阪 市 北 区 紅 梅 町 3 番 5 号 電 話 ( 6352) 1  1  3  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 紙 数 町 2 - 22 m話 ( 3667) 3431  ( 大代)

名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・繊 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。株式会社三発空調

大阪市中央区域見 2丁目 1ｾＶＱ 号、ｙ イン ＲＱｾ ｉｉｄ タワー m話06-6949- 1371

東京高l 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 也 話03-3344-7911

大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目 13 番 20 号 電 話06-6363- 1371

仙台 ・繊浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸・広島 ・福岡

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

伺9 よりよき環境へ繍で挑む一 一 一

守 株 式 会 社 精 研

社

メンテナンス

東 京 支 社

大阪市中央区瓦屋町 2丁目 11番16号( オートセンターピル1・2陪)

干542- 0066 電 話 大 阪 (06) 6 7 6 8 - 5  0  3  1代 表

電 話 大 阪 ( 0 6 ) 6 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

東京都文京区小石)111 丁目 12番14号( 日本生命小石)l l t' )レ7階)

〒 112- 0002 m話 (03) 5  6  8  9  - 2  3  5  1代 表

商昂は空気です。 、，ｾ
黙 と 空 気 の エ ン ジ 二 戸 川ー ー ーー

樟 式 書 社

制

主 ー に / 大 気 扇 土・営灘楊目

空気圃和世0・蛤 t鼻水衛 生 股0・撞緩位

。. 公曾防止関連股0・町股針 製作 ・絡王

本社・東京添底 東京都新宿区西新宿2-6-1 世田一3344-1851( 大代) 大阪ホ社世田-6"8-3603( 代)

大阪支社 世田-6"8-5851 ( 代} 名古屋支庖 官052-211-1535( 代) 中国主庖 古082-247-5541

九州主庖 世田2- 431-2147( 代) 世襲所北関東 ・情操 ・神戸 ・軍部岡山 四国

空 気 調 和 4 三三L 搬 送 機 設 備

給 排 水 衛生 、てつ7 設 計 施 工

人に優しい環境づくり

第一工績横式怠祖

大 阪 支 庖 干530- 0047 大 阪 市 北 区 凶 天 満 3丁目 6砕 14号

本

ffi J1i 0 6 - 6 3 6 4 - 6 6 6 1  (代 表)

社 干 100- 0005 束 点 綴 千 代 田 区 丸 の 内3丁目 3番 l 号

m話 0 3 - 3 3 1 1 - 8 5 1 1 (代 表)

ガス設備のき宣言十・施工のご相談は

大 阪 ガ ス 指 定 工 事 会 社 ・ 大 阪 ガ ス イ 主 設 織 器 特 約 底

。
大晃設備株式会社

本 社

大 阪 営 業 所

枚 方 営 業 所

大阪市此花区西九条2丁目 13即 時 HI 06- 6466- 2 268 

枚 方 市 甲 斐 回 東 田J 9  - 3  m 0720- 49- 2128 

お

給 ・排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・空 調 設 備

薮西原衛生工業所大阪庖

大 阪 市 北 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (6458) 3628番

支 庖 ・営 業 所 福 岡 ・京 都 ・天 理 ・川 西 ・神 戸

O K U j U  

自 器rgg Jlflij f;j も危色Eク長三銭鏑拶窃還

「大規模天井無足場工法J

内外装創作パネル・ システム天井 ・間仕切

開制オクジュー

本 社

大阪市北区西天満5丁目3番7号 干530→047

TEL(目的6312一 則 31 FAX(06)6312-7羽8

東京・九州・4置浜・名古屋・宮崎・京都

ぁ: 干

ぷ7 iiI14  

るー- ?s ?_ 

揺竺室付

工瓦 害 ス

Ｑｾ 髭 ｦ ｬ￥ ささ
の 予小 草 圭 全

ｭ Ｚ［ｦＢｾ ここ

"主 τ; ー白 ¥¥ 

I 云 ik 主主

社 三二王

75 



lx会長6 0

何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの妓術

E主義詰差是Ej iぷ;iJi JJ o-

。
電 気 設 備 設 計 施 工

締 式 全 員 = 輿 討

代 表 取 締 役 社 長 上 田 正 雄

本 社 大 阪 市 中 央 区北 浜3 - 6 - 13 ( 日上地淀 屋橋 ピ ル)

電 話 o 6  (  6  2  0 5 )  3 6 7  1  ( 代)

支 庖 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 茅 場 開f 2 丁 目 1 7 骨 3 号

f包 百舌 o  3  (  3  6  6  6  )  1  4  7  8  ( { - e)  

営 業 所 堺 ・ 泉 州 ・ 以 南 滋 賀

電気段備・計義制御設備・空鯛段備・クリーンルーム設備・プラント段備

鎗排水衛生設備・エネ ルギ ー集中監視シス テム 設計施工

23 三宝電機織式会社

S A N P Q  

取 締 役 社 長 皮z 納 秀 一

本 社 〒53J-0047文匝高lt : 18酉王政+配宜ピ} [ ，) T ELlJ6C閃64)1471 .FAX06C閃64l 応33

東京受往 〒 Ｑ ＱＦｻＱＱＩＳｾＱｬｬ認￬￭ｉｩ島骨銃 ｩｪ 刊 湾問 ｔｅｌ 閃Ｈ日ＷＲＩ矧 Ｑ Ｎ ｆａｘ 閃〈日ＷＲＩ ＰＰＸＵ

8 5璽畳居 刊皮切47 名古屋市北区童紙3-12-14 TEL052C鈎1l5131 .FAX052C914l 万35

抑戸吏盾 〒臨7- ro: f J 師寺司駆&HJ 羽・6・11K- Tピ)[， TEL078C842l 6411.  FAX078C加の6416

師団究所 〒紛慨大阪府廓市三宝町七T369 TEL0722C27l 倒08. FAX0722C27l 1424 

⑤ ｮ｟｜｜ＯｾＧＭ 鴨代の断熱用シｾ人
'るラー庁.， - ，句fみ

目宜バイナリーシートP
目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ技術て相暗した，二重精進の断熱兼用二重防水シートです。

目豆電線練武曾社草花開刊区捌2丁目1制 (干代田ピル)

- F T R  .. 

学校建築のトータルアドバイザー

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

干547- 0001 大 阪 市 平 野 区 加 美 北3- 4- 5

T E L 0 6  ( 6792)  5858 F A X 0 6  ( 6792)  2810 

ωｭ 凪邸凪 ｾω ｊｬｗＱｶ

代表取締役社長 依 藤 孝 行

青葉印刷株式会社

干534- 0027 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号

Phone. 06- 6351- 5428 Fax. 06- 6351・5 2 9 9

76 

人と都市の快適な環境をつくります

宮. 祖目殴肘 ・緒エ・監理

・電気役備

畳宜電・幹線

勘 力 制 闇 議 置

電臣、担送、インターホ ン

防犯、防ll!

中央監視制膏

システム計量

- 空鯛・給排水・衛生設備

空気踊刷

工場配膏

水処理

コーンエネレーシヨ ン

ク リ- / ) レーム

・プラント

プラント計量

- 情報通信設備

情岨温情ネ γ トワーク

情組処理

通憎 システム

融通システム

・電力泌且設備

費宜電

軍空温配電

地ゆ温E 電システふエンジニァ η ング

叫 鮮野 世出迎 ｩ こｾＮＺ ， Ｎ

令住友電設株式会社 説 認::出 現繋翠;:ii422;2232

C H OY O 

ノパ-17.7

易彩Fιμb岬 ｊ必手戸似 ，乍 ｴ心 Ｓ 自妙ｉｪ［ｾ位燐 Ｇｒ ｌ でれＮｾ .;11丸

=  

電気設備設計施工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

代表取締役 山 本 貴 士

本 社 干 5 3 0- 0 0 0 5 大阪市北区中之島三丁目 2 - 4 (朝 日ピル)

T E L  0 6 ( 6 3 8 5)  1  3 6 1  ( 代) F A X  0 6 ( 63 8 5)  1  0 5 0  

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式 会 社

関 西 支 社

取締役支社長 伊 藤 義 信

大阪市中央区高麗橋 4 丁目 3 番 7 号 電 話 大 阪 ( 6202) ＰＳＲＵ ｾ Ｙ 番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道 ・東北 ・丸/ 内 ・新宿 ・神奈川 ・策関東 ・北関東 ・中部 ・九州

圃・・・・・・・・・・・・・・・・・l| コンクリート用混和剤V コンクリート用補修材 E  

| 高性能無収縮材/ コンクリート用高性能床材 E  

Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  

-・11聞

線式会事I 工 ヌ 工 ム ピ ' 一

線 式 会 祉 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 都 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪宝庫 大阪市中央区北浜3-2-23( 伺愛ピル)

T E L06-6202-3294 

お JU孝窯業通告

本 社 大阪市西区西本町 l の13の33

T EL. 06- 6532- 0  6  4  1  ( 代表)

FAX. 06- 6535- 5181 

天理営業所 天 理 市 丹 波 市 新 田J 4  9  

情報処理/ 編集・企画/ 印制・製本

' I l!'11・E ・-

社
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郵 便 は が き

料金受取人払

r・圃・E ・E ・-
5  3  0- 8 7  9  0  

大阪中央局

承 認

1898 

差出有効期間

平成 11年 6 月

22日まで

大 阪 市 北 区

梅 田 1- 1- 3- 2100

大阪駅前第3ビル21階

7  5  1  

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会

御 中

111.11111..
1
11

1
11 '111.. 1

11 1'111"11・11011・11・11'11'11・11・11・111.111



平 成 11年 度 第 1回 通 常 総 会

( 平成11年6月23 日[ 水] 17時30分開催に)

出 席 ・ 欠 席

該当するものをO で囲んで下さい。

ご返信は6月22 日( 火) までにお願いします。

※ ご欠席の場合は委任状を必ずご提出願います。

4

人
女

任 状

社団法人日本建築協会第1回総会における議案

の議決に関する権限を下記の者に委任します。

議 長 又は、 出席正会員

※  Oで囲んで、下 さい。

平 成 年 月 日

正会員

住所

氏名

円

H

V

r

r

p

 



6月1日。

( 株) 大丸装工事業部は、

株式会社大丸装工へO

百貨庖で、培っ た総合力はそのまま に、専 門力にさ らに磨 きをかけ た

プロフェッショ ナル集団として生まれかわり ます。ご期待ください。

T  h  i  n  a  c  e  

P  

株 式 会 社 大 丸 装 工

- 本社大阪オフィス/ 大阪市西区南堀江1-18-4 住友生命湊IJrJ MTピル T EL (06) 6538-5800 

・東 京 オ フ ィ ス 東京都江東区木場2-18-11 大丸コアピル T E L(03)  3820-7030  

・営 業 所/ 札幌・仙台・横浜 ・名古屋 ・京都 ・神戸 ・楠岡 ・長崎
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快適な明 日を提案する
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東洋シャッター株式会社

大 阪 市 中 央 区 南 新 町 1 ・ 2 ・ 1 0 T S ビル f i 06( 6943) 6571

東京都港区六本木6 ・3- 18 第一地所麻布ビル f i 03( 3479) 291 1  

H OME  PAGE: http: //www. t oyo-shu抗er. co.J p

干5 4 0・0 0 2 4

干 106- 0032

本 社

東京本社

03379- 6  
雑圭宇田

口' し、


